
S t u d e n t

I n n o v a t i o n

C o l l e g e

2 0 16



C o n t e n t s
Sカレの趣旨

2016年度の審査を終えて

Sカレ2016活動実績・予定

参加ゼミ紹介

Sカレ実績

Sカレ冬カンの流れ

就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ

キットパスで「楽がき文化」の創造

枡技術商品

もらってウレシい段ボール小物

アスレジャー

DHCフィットビューティーバック

大学生が思わず使うスマホアプリ

介護福祉に役立つマグネット商品

チャックが主役となる商品

メディア

受賞結果

支援企業・関係者・スタッフ紹介

0 0 2

0 0 3

0 0 4

0 0 6

0 0 8

0 1 2

0 1 3

0 2 7

0 4 1

0 5 3

0 6 9

0 8 3

0 9 9

1 1 5

1 3 1

1 4 8

1 4 9

1 5 4

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 1



11年目を迎えたSカレ2016は、26大学31ゼミの3年生397名（男性186名、

女性211名）による122チームが、9テーマの商品企画を競い合ってきました。こう

したSカレは、10周年の昨年度に大きく改革され、本年度、その効果があらわれ

てきたと言えます。それは、4点に整理できます。

まず第1に、コンセプト報告会の時期変更による、コンセプト案の精度の向上で

す。従来、6月に実施していた開会式を、学生委員4年生の就活時期を考慮し、

昨年から10月に変更し、同時に名称も「秋カン」に改めました。これにより、従来

テーマ決定後1ヶ月間のラフ企画案だったものが、4ヶ月間と充分に時間をかけ

た企画提案となりました。

第2に、各チームのFacebookページ作成による効率化です。ユーザーへの

公開だけでなく、発表でもFacebookを利用することにより、いままでパワーポイント

や動画の集約や動作確認にかけていた時間がなくなり、報告会の効率的運営

が可能となりました。

第3に、企業と学生のコミュニケーションの自由化による充実です。かつては地

理的な公平性や企業の負荷を考慮し、直接のコミュニケーションを禁止していま

した。しかし、企業からの要望や、コミュニケーションの仕方を工夫することで、自

由化しました。学生による企業訪問をはじめ、企業による大学訪問やFacebook

でのコメントなど多くのコミュニケーションが生まれ、充実した商品企画案が増えま

した。

最後に、秋カンでの総合優勝戦に向けた商品化率の向上です。従来は商品

化プロセスが曖昧でしたが、明確にしたことで企業と学生の協力も強化され、Sカ

レ2015の８テーマ中７テーマが商品化達成しました。同時に先輩の真剣な報告

は、本年度参加学生にとって、とても参考になったと思います。まさに冬カンでは、

その効果があらわれ、第3社のメーカーへの調査や見積もり、交渉など、１歩踏み

込んだ事例が多くみられました。とはいえ、過度な依頼は迷惑をかける可能性も

あるので留意ください。

このように、企業や学生委員、教員、学生の皆さんのおかげで、Sカレ2016は

大きく前進した１年でありました。

Sカレの趣旨

石井 淳蔵 ［ Sカレ委員長／日本マーケティング学会会長 ］

Students Innovat ion Col lege(通称、「Sカレ」)がスタートして11年目を

迎えました。この10年間、皆さんの先輩たちは「未来のマーケター」を目指して、

さまざまな試行錯誤を繰り返し、今の体制を築いてこられました。大学は違っても、

マーケティングを学ぼうと志を同じくする若い仲間たちが、互いに助け合いそして

切磋琢磨しながら、理論ベースの商品企画プロセスを学び、そのプロセスのマネ

ジメントを実際に体験し、自らの考えや思いをウェブ上あるいは会場で提案発表

し、実現した商品を現実の市場において問う、というプロセスを経験してきました。

毎年400人近くの学生の皆さんが、実際のユーザーやサプライヤーの方と一

緒に商品企画を進め、実際に発売に至るという実践的なマーケティングを学ぶ

機会は、世界広しといえどもこのSカレしかありません。また、企画のプロセスにおい

て、ライバルチームの成果を見ながらリアルタイムに競争するという場も他にありま

せん。参加した学生の皆さんには、どこのだれよりも、マーケティングの理論と実践

を学ぶ絶好の機会となりました。

このSカレの企画・運営にあたっては、多くのクライアント企業と、SカレOB・OGの

学生委員の方々から、一方ならぬ支援を受けています。最後になりましたが、委員

長として、こうしたSカレを見守りご支援頂いている関係者の方々に、あらためてこ

の場を借りてお礼を申し上げます。

さらにいっそう、若い学生の皆さんのマーケターに向けた熱意溢れる創意工夫

を引き出すべく努力していきたいと思っていますので、関係者の皆様のご協力の

ほど、どうぞよろしくお願いいたします。

2016年度の審査を終えて

西川英彦 ［ Sカレ委員／法政大学経営学部教授 ］
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参加ゼミ紹介

青山学院大学小野ゼミは、商品企画や統
計学を学び、企画した商品の販売と実施を
目標に活動している。個性豊かな仲間と学ぶ
ときは学ぶ、遊ぶときは遊ぶとオンオフの切り替
えがしっかりできるゼミである。

青山学院大学
小野 譲司ゼミ

私たち小林ゼミは圧倒的に男
子が弱い。なぜなら、人数が少ない。物事が
決められない。財力がない。精神年齢が低
い。さらに、声が小さい。自分の思いが伝えら
れない。でも、そんな彼らが愛おしい。私たちは
そんなゼミが大好きだ。

大阪市立大学
小林 哲ゼミ

岸谷ゼミは女子9名、男子5名
と圧倒的に女子が多いのだが、女子の激し
い論争を、男子が止めるなどある意味でバラ
ンスの取れたゼミである。また、ゼミ生は、普段
はゆるく過ごしているが、ゼミでは課題に真剣
に取り組むなどギャップ大のゼミである。

関西大学
岸谷 和広ゼミ

私たち関西大学徳山ゼミは、
商品やサービスがなぜ売れるのかについて、
その背後にある仕組み作りを考動しながら学
ぶことを目標に、自分たちの手で調査し、分析
し、議論するプロセスを大事にしている。

関西大学
徳山 美津恵ゼミ

大阪のディープサウス、南河内
のスピリットを胸に抱く、個性あふれる集団であ
る。聖徳太子の遺した四天王寺大学の学園
訓である、「和を以って貴しと成す」をモットー
に、熱い心をもった頼もしい野郎たちが日々
様 な々挑戦を続けている。

四天王寺大学
天野 了一ゼミ

水越ゼミは普段はゆるく活動
しているがやるときはやる人間の集まりである。 
Sカレでは前期に学んだマーケティングを駆使
し、ときにはチームの垣根を越えて商品化を目
指す。

首都大学東京
水越 康介ゼミ

「マーケティング及び消費者
行動に関する調査・研究」をテーマに活動し
ている。消費者行動関連の文献の輪読や統
計手法の学習を中心に行っているが、まちづ
くりのコンテストにも出場してきた。5チーム17
人、互いに切磋琢磨し、商品化達成を狙う。

専修大学
奥瀬 喜之ゼミ

滋賀県立大学
山田 歩ゼミ

「学んだことをすぐ実践する」と
いうテーマのもと、私たち藤田ゼミは様々な活
動を通してマーケティングやチーム運営の知
識などを学んできた。Ｓカレでは、これまでの経
験を最大限活かし優勝を目指す。

山口大学
藤田 健ゼミ

東ゼミは成熟市場において顧
客に支持される企業のマーケティングを探究
し実践するゼミである。複数の成功事例に学
び、そのエッセンスを商品開発プロジェクトで
実践している。メンバーは厳選された
RYUKA 7sである。

流通科学大学
東 利一ゼミ

清水ゼミは、ゼミ生一人一人が
極めて癖の強い性格の持ち主であり、まさに
「変わり者の巣窟」だと言える。しかし裏を返
せば、癖が強いからこそ、そこから生み出される
ものは目を引くものばかりだ。私たちはこれを主
な武器にしてSカレに挑戦する。

流通科学大学
清水 信年ゼミ

佐藤ゼミナールは主体性
を重視するゼミである。マーケティングに関する
知識を獲得し、それを応用をして、様々な課
題に取り組んでいる。Sカレに参加するのは3
年目であるが毎年商品化を目指して初心を
忘れず切磋琢磨している。

高崎経済大学
佐藤 敏久ゼミ

東京理科大学大驛ゼミでは、
毎週ディスカッションやディベートを通して業
界・企業研究を行い、経営戦略を考えていま
す。Sカレではテーマ毎全てで優勝できるよう
頑張ります。

東京理科大学
大驛 潤ゼミ

陰山ゼミは「モノづくりと価値づく
り」を大きなテーマとしている。商品開発を学
ぶとともに各人の人としての価値も高めていけ
るよう努めている。Sカレではテーマ毎に力を合
わせ自分たちにしか作れない「モノづくりと価
値づくり」を目指す。

獨協大学
陰山 孔貴ゼミ

キットパス、枡技術、チャック、スマホ
アプリ、段ボール、アスレジャー クールに見えて熱
い心の持ち主である石田先生が率いる石田ゼミ。
普段は様 な々企業のケースを題材としたディスカッ
ションを中心に行っている。初参加で緊張しまくりの
私たちだが、熱い心で優勝を狙っているのである。

帝京大学
石田 大典ゼミ

これまでケースディスカッションを
通してマーケティングについて学び、企業や商
店街との連携プロジェクトに実践的に取り組
んできた。今回のSカレに向け、個性豊かなメ
ンバーが一丸となり各チーム商品化達成を
目指す。

中村学園大学
明神 実枝ゼミ

私たち水野ゼミは「結果＝才能×努力」をス
ローガンとして活動してきた。Sカレ優勝、商品
化に向けて日々 研究を重ね、試行錯誤するこ
とで、より良い商品作りを追求している。

阪南大学
水野 学ゼミ

当ゼミは男が圧倒的に少数であり、女子大
生の余りあるパワーと個性に押されつつも、ゼ
ミ合宿を経て団結し、全員でSカレ優勝、商
品化を目指す。

兵庫県立大学
秋山 秀一ゼミ

私たち福島大学 中村陽人ゼミでは、先生
の「ゼミは家族だ」をモットーのもと、時にはよ
りよいものを作るために本気で取り組み、時に
は和気あいあいと楽しく活動している。限られ
た時間の中、後悔しないように取り組んでい
きたい。

福島大学
中村 陽人ゼミ

柳ゼミは『学びをENJOY！ みんなでSMILE』
をコンセプトに、日々ゼミ活動に全力で取り組
んでいる。個性豊かなメンバーと先生はまるで
家族の様で、いつも笑顔が絶えない。一人一
人がお互いに刺激を与え合い、全員でSカレ
優勝を目指す。

和歌山大学
柳 到亨ゼミ

法政大学杉浦ゼミは商品開発に重点を置き
活動しているゼミである。新たな商品の発明
だけでなく、その商品がいかにして売れてどこ
に需要があるかなど、売る側の目線に立ってそ
の商品の販促方法も研究している。

法政大学
杉浦 未樹ゼミ

『「楽しい」をカタチにする実践的マーケティン
グ』が、西川英彦ゼミのテーマ。リサーチや消
費者行動のケースと理論を学び、コンペの応
募や企業への企画提案を実践。今回のSカ
レでは３年生４チームが出場し、優勝そして商
品化達成を目指す！

法政大学
西川 英彦ゼミ

関西学院大学石淵ゼミには学業だけでなく、
多様な活動に意欲的に取り組む人が集まっ
ており、それぞれの経験を活かした視点での
意見が飛び交う活発なゼミである。ゼミ一丸と
なって、商品化を目指し、質の高い企画へ磨
き上げていく。

関西学院大学
石淵 順也ゼミ

近畿大学廣田ゼミでは、廣田先生の「マー
ケティングは世の中をハッピーにする」をモッ
トーに、日々マーケティングの勉学に励んでい
る。Sカレでは各チームが世界を変えるような
製品の開発を目指している！

近畿大学
廣田 章光ゼミ

中京大学
宮内 美穂ゼミ

実践を通じてマーケティングを
学んでいる。Sカレの為にビジネスコンテストや
マーケティングゲーム、フィールドワークで経験
を積んできた。約2年間15人で一緒に活動し
ているので、仲がいい。お互いを高め合いなが
らテーマ優勝・商品化を狙う。

日本大学
横山 斉理ゼミ

川北先生曰く、「南山経営学
部一のブラックゼミ」。やる気と粘り強さが取り
柄である。夜遅くまで活動する時はいつもカ
レーを食べている。 時に楽しく、時に厳しく、個
性豊かなメンバーが沢山の方に支えていた
だいて活動しているゼミである。 

南山大学
川北 眞紀子ゼミ

立命館大学吉田満梨ゼミは常
に明るく、笑いが絶えない、そして個性豊かなメ
ンバーが揃っているゼミである。ゼミ生一人一
人が取り組むべき事を理解し、協力しながらSカ
レ優勝という目標に向かって取り組んでいる。

立命館大学
吉田 満梨ゼミ

神戸大学
栗木 契ゼミ
カリスマ栗木先生を筆頭に（普段は）真面目
にSカレに向けて取り組むゼミである。モットーは
オンオフの切り替えで、うるささは史上最高と言
われている。（おそらく原因はゼミ幹の笑い声）

神戸大学
宮尾 学ゼミ
記念すべきゼミ１期生、参与観察を大切に
マーケティングを学んでいる。優勝し、宮尾ゼミ
史にその名を刻む。

滋賀県立大学生活デザイン学科の山田歩
ゼミは、マーケティングの視点でデザインや商
品企画･販促企画について学んでいるゼミで
ある。

私達宮内美穂ゼミでは、プロジェクトを行う中
で、互いに指摘しながら高め合い、問題解決
に向けて取り組んでいる。3人と少数のゼミで
あるが、個性豊かでバランス良く仕上がって
おります。

中京大学
坂田 隆文ゼミ
中京大学坂田隆文ゼミは、商品企画におい
て自ら意欲を持ってチャンスをつかみ取り自
分たちの提案に自信と根拠を持つこと、学生
の枠を越えて社会人と関わり、同じ目線に立
つことを重要としている。私たちの活動はオリラ
ジにも取材された。
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ゼミは、マーケティングの視点でデザインや商
品企画･販促企画について学んでいるゼミで
ある。

私達宮内美穂ゼミでは、プロジェクトを行う中
で、互いに指摘しながら高め合い、問題解決
に向けて取り組んでいる。3人と少数のゼミで
あるが、個性豊かでバランス良く仕上がって
おります。

中京大学
坂田 隆文ゼミ
中京大学坂田隆文ゼミは、商品企画におい
て自ら意欲を持ってチャンスをつかみ取り自
分たちの提案に自信と根拠を持つこと、学生
の枠を越えて社会人と関わり、同じ目線に立
つことを重要としている。私たちの活動はオリラ
ジにも取材された。
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Sカレ実績 今年度商品化

Ｂ-ＳＫＥＴ

Sカレ2015 商品発売

プラモデルの塗装後に起きる不

満を解消することで、初心者で

も美しく塗装ができる助っ人商

品。販促ノベルティとして配布。

（阪南大学／水野学ゼミ）

インターンシップから始める

就活ノート

Sカレ2015 商品発売

インターンシップの体験から就

職活動に活かすノート。

その経験を活かせるページ仕

様となっており、マイナビとも連携

している。

（流通科学大学／清水信年ゼミ）

わってダース

Sカレ2015 商品発売

磁石の特性を活かした貼って

管理ができる薬ケース。

割って開ける形状で開けやす

く、高齢の方でも簡単に薬の管

理ができる。

（法政大学／西川英彦ゼミ）

絆ＴシャツOSORO

Sカレ2015 商品発売

世界にたった1つの子供とペット

の絆を繋ぐＴシャツ。300回洗

濯しても色褪せない絆工房の

技術で子供とペットの絆を表
現。
（関西大学／岸谷和広ゼミ）

ASOBody

Sカレ2015 商品発売

ASOBodyは誰でも気軽に楽し
めるボディペイント商品である。
使用することで、非日常的な特
別な時間を提供する。
（関西大学／徳山美津恵ゼミ）

クレンジング☆サプライズ

Sカレ2015 商品発売

DHCディープクレンジングオイル
がマツエクに使えるという強みを
活かした商品でまつげ美容液と
のセット販売とした。
（立命館大学／吉田満梨ゼミ）

ます香

Sカレ2015 商品発売

「ます香」は、ヒノキの廃材を使
用し、枡の特性を活かしたオー
ガニックな消臭芳香剤。
（滋賀県立大学／山田歩ゼミ）

Sカレ実績 2015年度商品化

a_MUG ～絆を繋ぐマグカップ～
Sカレ2014商品発売

プレゼントを目的とした、マグカップ型の小物入れ。
形には食にまつわる思い出とリンクするようにという狙いが込められて
いる。（日本大学 横山斉理ゼミ）

これまでの机上用仮眠枕の3つの問題点を解決し、ムレ、汚れ、かさ
ばりをガードして仕事の集中力を高める商品。
（青山学院大学 小野譲司ゼミ）

枡の組み木の技術を活かし、自分の好みの形に組み立てて使うこ
とのできる、オブジェのようなアクセサリースタンド。
（日本大学 横山斉理ゼミ）

大学１、2年生対象のインターンシップサイト。中小・ベンチャー企業
とのマッチングに着目した、学生の成長に繋がるツール。
（東京理科大学 大驛潤ゼミ）

たためるクッション”Guard”
Sカレ2014商品発売

組み立てマス。
Sカレ2014商品発売

Revolutionary Movement
Sカレ2014商品発売

わちゃ
Sカレ2014商品発売

老人ホームで暮らす高齢者の方々が、お茶の時間に「わちゃわちゃ
(楽しくおしゃべり)」するための収納付きミニテーブル。
（山口大学 藤田健ゼミ）
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Sカレ実績 Sカレ実績

１からの学生生活
大学生×きっかけ

Sカレ2013 
商品発売

１からの学生生活
企む大学生
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013 
商品発売

１からの学生生活
大学生活に潜む影響力を
学生の視点から徹底解明！

Sカレ2013
商品発売

エソラ
Sカレ2013 商品発売

CONSHELF
Sカレ2013 商品発売

１からの経営学部
Sカレ2013 商品発売

STEP UP 企業研究
Sカレ2013 商品発売

Harful 
Sカレ2013 商品発売

Toki Tate
Sカレ2013 商品発売

UP STAND 
Sカレ2013 商品発売

掛～かける～
Sカレ2013 商品発売

置け枡-Okemasu- 
Sカレ2013 商品発売

木礼
Sカレ2013 商品発売
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Harful 
Sカレ2013 商品発売

Toki Tate
Sカレ2013 商品発売

UP STAND 
Sカレ2013 商品発売

掛～かける～
Sカレ2013 商品発売

置け枡-Okemasu- 
Sカレ2013 商品発売

木礼
Sカレ2013 商品発売
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Sカレ2016活動実績・予定

テーマ決定、探索ステージ
（探索的調査・コンセプトデザイン）

2 0 1 6 . 6 . 1 7
11年目となるSカレの9テーマとそのチームが決定し、
探索ステージ（探索的調査・コンセプトデザイン）の開始。

Sカレ2016サイトオープン
各チームFacebookファンページ公開

2 0 1 6 . 9 . 2 0 Sカレ2016サイト（http ://s-col le .ws .hosei .ac . jp/）オープン。
各チームはファンページを利用して、秋カン・冬カンでプレゼンテーションを行うこととなる。
また、日々の活動報告をファンページにて公開し、評価基準となる「いいね！」数を集めることが
課題となる。

商品化ステージ
（最終仕様決定・販売）

2 0 1 7 . 1  –  2 0 1 7 . 9
テーマ企業との打ち合わせを行う。
商品化達成のチームには優秀賞が授与される。

検証ステージ
（検証的調査・企画書作成・
 商品改良・プロモーション）

2 0 1 6 . 1 0  –  2 0 1 6 . 1 2 秋カンでの反省点から、再度探索的調査、コンセプトデザインを実施し、
検証ステージ（検証的調査・企画書作成）の開始。
また、ファンページを通じて企業やファンからの意見をもとに商品の改良を行う。
応援を得るためのプロモーションも実施。

Sカレ学生委員会
立命館大学 大阪いばらきキャンパスにて

2 0 1 6 . 9 . 1 1
学生委員・教員による会議を開催。
商品化を目指してもらうための施策を企画。

秋カン（Autumn Conference）
立命館大学 大阪いばらきキャンパスにて

2 0 1 6 . 1 0 . 9 テーマ別の報告会と、コンセプト段階での各テーマ1位を選出。
2015年度商品化達成（実際に販売）チームの総合優勝戦により、総合優勝などを決定。
その後、同大学のイベントホールにて懇親会。

秋カン（Autumn Conference）
専修大学 生田キャンパス（予定）

2 0 1 7 . 1 0 . 8 商品化を達成し優秀賞を獲得したチームにより、
市場成果や秋カンでのプレゼンを通して総合優勝戦が行われ、
総合優勝、準優勝、3位が決定する。

冬カン（Winter Conference）
法政大学 市ヶ谷キャンパスにて

2 0 1 6 . 1 1 . 2 7 テーマ別報告会での予選を行い、テーマ企業・教員から選出された9チームは
プラン決勝戦へ。
その後、審査・表彰を行い、懇親会をアルカディア私学会館にて開催。

Sカレ実績

FLAT
ペットボトルが入るPCバック
Sカレ2006 商品サンプル化
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Sカレ冬カン［プラン発表］の流れ

就活情報サイト
「マイナビ」の
キラーコンテンツ

キットパスで
「楽がき文化」の

創造
枡技術商品 もらってウレシい

段ボール小物 アスレジャー

DHC
フィットビューティー

バック

大学生が
思わず使う
スマホアプリ

介護福祉に
役立つ

マグネット商品
チャックが

主役となる商品

◎テーマ毎で予選を開催（半年間の成果を各企業にプレゼン）

冬カンまでの商品ページへの得票数と当日の担当教員、企業の評価の両方を
合わせて最も評価が高かった1チームがテーマごとに選出される。

プレゼン終了後、企業、教員による投票を行う。

Sカレ総合優勝チームは来年度の秋カンにて実際に商品化したチームの中から決定

Sカレプラン優勝チームを決定（企業賞・学生賞もあり）

決勝に進出すると同時に企業との商品化交渉権を獲得

◎各テーマ1位、計9チームによる決勝戦を開催

就活情報サイト
「マイナビ」の
キラーコンテンツ
1位チーム

キットパスで
「楽がき文化」の

創造
1位チーム

枡技術商品
1位チーム

もらってウレシい
段ボール小物
1位チーム

アスレジャー
1位チーム

DHC
フィットビューティー

バック
1位チーム

大学生が
思わず使う
スマホアプリ
1位チーム

介護福祉に
役立つ

マグネット商品
1位チーム

チャックが
主役となる商品
1位チーム
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マイナビ

就職情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ

就活生が、「これがあれば便利！」「絶対使いたい！」「これがあるから

マイナビを使う！」「友達にも勧めたい！」と思うようなコンテンツを提案

します。商品化は、就職や転職、アルバイトなどの求人情報サービス

や、賃貸、ウエディング、ニュース、出版などの総合情報サービスを提

供する「マイナビ」がサポート。

0 1 4	 つくろう!自分地図

0 1 5	 これで必勝!面接メモ

0 1 6	 マイ面接メモ

0 1 7	 インターンカレンダー

0 1 8	 漫画で知ろう!ビジネス用語

0 1 9	 ES Master

0 2 0	 届け!後悔ボイス

0 2 1	 職業体験シュミレーター

0 2 2	 Future Step Navi

0 2 3	 これでばっちり!面接ドリル

0 2 4	 30秒で就活失敗疑似体験

0 2 5	 !全力応援!マイナビお悩み相談室
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つくろう！自分地図 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
大阪市立大学　小林哲ゼミ/池田静華、山口龍郎、平井千晴

就活生の自己分析の
悩みを解決しよう！

多くの学生の就職活動の第一歩であ
る自己分析は、早い時期から行わなけ
ればならないのと同時にその後の業界
研究や選考対策においても重要である
が、学生の多くは自己分析の方法に不
安を抱えたまま進めてしまっているのが
現実である。このコンテンツでは経歴や
分析結果、さらに自分の活動を時系列
にまとめそれぞれの活動の動機や成果
を整理した年表を作成することによって
一貫する自分の軸を見つけ出し、簡単
かつ高精度に自己分析を行えるようにし
た製品である。

テーマが、マイナビのキラーコンテンツ
であったため、マイナビサイト内のコン
テンツだけではなく他社のコンテンツも
徹底的に分析した。また、マイナビサポ
ネットの調査から、学生が一番不安に
感じることを読み取り、学生にとって本
当に必要なキラーコンテンツが何であ
るかを考えた。その結果、自己分析の
ためのコンテンツの作成に決定した。

カンでは簡単な製品説明のみであっ
たが、冬カンでは、より具体的な使用
イメージが伝わるように工夫した。ま
た、他の自己分析コンテンツと差別
化を図るため、時系列の年表やグラ
フなど図を多く使用した。このように、
一目で分かりやすい見た目にもこだ
わって作成した。

従来のコンテンツである「お願い！他
己分析」で得られたデータを自分
地図の作成に使ったり、自分地図を
使って「かんたん企業研究＆自己分
析シート」を作成するなど、違うコンテ
ンツとの連携を大切にした。このよう
に、学生がよりマイナビのコンテンツを
効果的に、また長期的に利用できる
ように工夫した。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

就活で重要な自己分析を、「自分地図」という自由な空間（要因）の中で多面的に行うこ
とができるよう工夫されている。また、それをシンプルな方法で実現することで、利用する就
活生だけでなく、作成する企業にとってもやさしい仕組みになっている点も評価できる。
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これで必勝！面接メモ 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
関西大学　岸谷和広ゼミ/伊藤加那子、新海裕一、椿山果菜、藤原瑠奈

3ステップで「面接」を
全面的にサポートする

「これで必勝！面接メモ」は、就活生の
面接をサポートするコンテンツである。
面接での失敗を繰り返さず、次回の面
接で一貫性をもった回答をするために
は、忘れる前に面接内容を記録すること
が大切である。電車内などの移動時間
で、面接の記録や復習が可能なので、
手軽に面接対策ができる。このコンテン
ツでは、面接前に質問を予想するメモ、
企業への逆質問メモ、面接後に実際の
面接内容を記録するメモの３ステップで
面接を全面的にサポートする。

テーマがマイナビサイト内のキラーコンテ
ンツの作成のため、これがあるからマイ
ナビを使いたいと思わせるようなコンテ
ンツにすることを目標とした。まず、他社
比較を行い、独自性や実現可能性、
利用の継続性を意識した。そして、就
活生が一番に不安視している「面接」
に注目し、面接を全面的にサポートでき
るようなコンテンツを考えた。

タイトルとコンテンツ内容が一致して
おり、一目でどのようなコンテンツかわ
かるようなタイトルと、内容のシンプル
さを意識した。実際の使用シーンが
想像できるように、且つ具体的な機
能が伝わるように発表資料にペルソ
ナを用いた。また、マイナビのサイトに
馴染むような配色やデザインを心掛
けた。

多くの 人 に 知 ってもらうた め
Facebookの製品ページの拡散を
行い、顧客支持を得るよう努力した。
閲覧者にコンテンツ内容や使用シー
ンをわかりやすく伝えられるよう発表
資料の構成を工夫しながら適切に更
新することを心がけた。また、企業担
当者から発表に対してのフィードバッ
クをコンテンツの改良に活かした。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

就職活動の面接に関する不安の1つとして、いままでの面接との整合性が挙げられる。多く
の面接をこなすなかでどうしても自身の発言や質問の記憶が曖昧になる。それを解決するこ
とがこの製品の特徴となる。それを解決するウェブデザインは、非常に秀逸であった。
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マイ面接メモ 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
関西学院大学　石淵順也ゼミ/板垣和成、白崎ひろ美、鳥越亘

あなたのエピソードをまとめて
面接前に整理するコンテンツ

就活の面接で話したいエピソードを簡
潔にまとめ、身近な人に話して評価をも
らい、それらを保存して振り返られるコン
テンツだ。気軽さを訴求するためにも、エ
ピソードを具体的な内容とそこから伝え
たいことに分けて書けるようにし、それぞ
れに字数制限も設けた。またその話が
実際の面接でどのような質問に使えそう
かも選択できるようにした。記入したもの
は一覧でみることができ、話の内容ごと
にフォルダーで分類もできる。インターン
シップの面接から就活本番の面接まで
長期的かつ継続的に使える製品だ。

就活経験者に調査をしたところ、就
活で1番不安なことが面接であるこ
とが分かった。また、多くの就活生は
面接でエントリーシートに書いていな
いエピソードを話した経験があった。
よってエントリーシートを見返すだけ
でなくそれ以外の話もまとめ、整理す
ることで面接の対策ができると考え、
この製品の開発に至った。

手で触れるものではなくコンテンツの
提案だったため、分かりやすさを重
視した。誰が使っても操作しやすいよ
うにボタン一つでも文言や色合い、
字の大きさなど細かいところまでこだ
わった。また実際に使うことを想定し
ながら、ページの展開などどうすれば
分かりやすい流れになるのかも考えな
がら制作した。

調査結果より、就活生の多くは友人と
面接の練習を行うことが分かった。そこ
で、このコンテンツを用いて友人と面接
練習をしている様子をInstagramな
どのSNSで写真とともに投稿してもらう
ことを考えた。投稿するときは、製品名
「マイ面接メモ」の略称、「マイ面」の
ハッシュタグをつけてもらい、このコンテ
ンツの認知度向上を狙う。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

調査と議論に基づき創造的なアイデアを出し、良いプランに仕上げていた。また「メンディ」
は、「捨てる」ことの大切さをよく知り、ゼミ内でも常に明快なストーリーのプレゼンが出来て
いた。試行錯誤を続けた過程に価値がある。この経験を就活、将来の仕事に活かして。
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インターンカレンダー 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
首都大学東京　水越康介ゼミ/野口綾花、高津戸優介、延対寺拓

インターンをスマートに

インターンシップの合否によって発生す
る未定のスケジュールを管理するアプリ
である。プレエントリーする際、送信ボタ
ンの下に「スケジュールに追加する」とい
う項目を設け、スケジュール機能と連動
させる。日程がかぶっているところは色が
変わる。手動でも編集することができ、色
も自由に選択することができる。また、ログ
インの増加を図りおみくじ機能を追加し
た。ログインをすると1日1回おみくじを引く
ことができ、面接指導やＥＳ添削、マイナ
ビのイベントで受け取ることができる景品
などが当たる仕組みになっている。

テーマがマイナビ様のキラーコンテンツ
であるので、就活生や過去に就職活動
を経験した社会人に、アンケートやインタ
ビュー形式で調査を行った。「インター
ンシップ等、受かるか落ちるか分からな
い予定を書き込むと手帳が見にくくな
る」という声を多々聞いたため、手帳で
の予定管理が出来ずに困っている人を
ターゲットに製品開発を開始した。

ウェブ上のコンテンツであったため、
自分たちで試作品を製作することは
難しく、試作品の製作は行っていな
い。しかしその分、聞く人がイメージし
やすいスライドづくりにこだわった。具
体的には、コンテンツのイメージ図を
作る、使用する際の流れが分かるよ
うに、スライドや発表にストーリー性を
持たせる、といったことに注意した。

TwitterやFacebook、LINEのよ
うなSNSを活用し、主に自分たちと
同年代の就活生をターゲットとし、宣
伝を行った。その方たちに「今」欲し
いと思ってもらえるようなコンテンツを
作るだけでなく、その案を広めてもら
い再度商品に対する意見を聞き、そ
のニーズを満たすよう改善する、とい
う流れで活動を進めた。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

具体的に開発することが難しいアプリにあたって、自分たちの必要から製品コンセプトを考
えることができた。より深く自分たちの必要を再検討し、細かい仕様を考えていくことで、多く
の人々に利用されるアプリの方向性が見えてくる。
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漫画で知ろう！ビジネス用語 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
専修大学　奥瀬喜之ゼミ/井原啓輔、河田佳奈、村山徹

ワンランクアップの就活準備

「漫画で知ろう！ビジネス用語」は、就活
中に見聞きするビジネス用語を4コマ漫
画で勉強できるコンテンツである。漫画
を読んだ後は、ランダムに出題される「5
問クイズ」に取り組むことで、覚えた知識
をアウトプットできる。さらに、情報解禁前
の2月からは「模擬試験」が受験できる
ようになる。出題される50問に解答する
ことで、企業の筆記試験前に自身のビ
ジネス用語の理解度を把握できる。この
コンテンツは就活のあらゆる時期に利用
できるコンテンツである。

現在の就職情報サイトでは、自己分
析など、どこかに偏ったコンテンツばか
りで就活全体を通して使えるコンテン
ツは少ない。また、就活を経験した4年
生へのインタビューから、説明会などで
ビジネス用語の頻出度が高いことが
わかり、学部によってはそれらの用語に
なじみがなく困っている就活生が存在
するため、本コンテンツを考案した。

Web上でのコンテンツ提案であった
ため、試作品の制作はなかった。し
かし、実際の使用の流れに沿ってイ
メージしやすいように、コンテンツのイ
メージを詳細に作成した。また、コン
テンツの流れを企業の方にイメージ
してもらいやすいように手順も意識し
て作成した。

私たちの考えた販売促進は、SNSを
用いたコンテンツの拡散である。ただ
SNS上で宣伝するだけではなく、より
多くの人にコンテンツを利用してもら
い、マイナビの新規ユーザー獲得の
ためにSNSを利用した「ユーザー参
加型コンテスト」を提案した。これは、
ビジネス用語を用いた体験談を学
生から募集するものである。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

就職活動中の学生が経験するビジネス用語の理解というニーズへの着想と、馴染みの薄
いビジネス用語を馴染み深い漫画を通じて学ぶというアイディアはとてもよかった。コンテン
ツの拡散方法については、より多様な方策を講じることができるかもしれない。
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ES  Mas t e r  就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
高崎経済大学　佐藤敏久/梶航平、土橋美緒、渡辺菜摘

ESビギナーからESマスターへ

ES Masterは、エントリーシート作成と
自己分析を掛け合わせた就活コンテン
ツである。コンテンツ上で、いろいろな日
常生活を分析し、その行動分析を参考
に自分の強みを見つけることができる。さ
らに、クリックで色分けし、共通の強みを
見つけたら、カテゴリーごとに区分でき、
一文にまとめることができる。それを基にす
ることで、ES作成の具体的な文章が書
け、あとはフォーマットに合わせて書けば
完成させることができ、パソコン、スマホな
どでどこでも閲覧できる。

これから就活を迎える大学３年生に
アンケート調査を行ったところ、ESが
書けなくてインターンシップの参加を
諦めたという声が多数よせられた。し
たがって、ターゲットを初めてインター
ンシップなどに参加し、ESを書いたこ
とがない大学三年生に設定し、その
問題を解決できるコンテンツの開発
を進めた。

マイナビ様のテーマがコンテンツの提
案であり、具体的な試作品は必要
なかった。そのため、具体的な使用
シーンを想像できるよう、コンテンツ概
要説明には力を入れた。また、細部
のこだわった機能まで知ってもらえる
よう字体やイラストの色付けや大きさ
も工夫した。

Sカレを周知する効果も狙い、昨年マ
イナビのテーマで優勝した「インター
ンシップから始める　就活ノート」の
プレゼントキャンペーンとして、夏季・
冬季インターンシップ時期にこのコン
テンツを利用し、ESを書いて初めて
保存した人を対象にプレゼントするこ
とを提案した。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

学生の今を捉えた現実的な企画案である。就職という未知のことについて地道な探索的
調査を行った結果受け入れやすい案になった。キラーコンテンツをということにこだわり続け
たが差別化に苦しんだ。なかなか効果的な指導ができなかった点が悔やまれる。
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届け！後悔ボイス 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
中京大学　坂田隆文ゼミ/大竹杏果、齊藤梨沙、佐々木唯、出村友妃子、松岡采那

先輩の「後悔」から自分自身の
就活の成功へとつなげよう

「届け！後悔ボイス」は後悔という新たな
視点に着目し、就活経験者の声を年間
スケジュールに盛り込んだものである。実
際の就活経験者の後悔の声を見ること
ができ、自分だったらどうするかを考え、
先輩からのアドバイスを見ることができ
る。頼れる先輩がいない人でもこの「届
け！後悔ボイス！」があることで、後悔とい
う失敗から学び、就活成功へと導けるコ
ンテンツになっている。また、後悔ボイス
の下にマイナビサイトの関連ページへ誘
導する機能があるため他ページへの宣
伝効果も図ることができる。

就活で「就職活動の進め方」に対
する不安を解消するものはスケジュー
ルであると考えたが、マイナビのスケ
ジュールは存在を認知されていても
活用率が低くなっていることがわかっ
た。また後悔していることがある就活
経験者が多いこともわかった。就活生
に響くスケジュールを提案するために
「後悔」という観点に着目した。

実際に大学４年生から社会人２年目
までの方にアンケート調査を実施し、
「後悔ボイス」とそれに対するアドバ
イスを集め、イラストにて試作品を提
示した。自己分析や面接などの項目
ごとに色分けをし、継続効果を図る
ため月ごとに後悔ボイスを表示してい
くことにした。

ツイッターに投稿できる機能をつけ、
SNSを利用した販売促進を考えた。
提案最中にはフェイスブックの閲覧
者に製品がわかりやすく伝わるように
工夫した。また、SNSを活用しご意見
をいただけるようにした。大学１～３
年生にもアンケート調査を実施し、多
くの声を集めた。

指導教員
坂田隆文先生
からのコメント

今回学生たちに欠けていたのは、提案者の視点ではなく提案先の視点から物事を考えるこ
とだった。学生たちはそのことの大切さをしっかり認識せずに活動を続けてしまっていた。マー
ケティングの基本は顧客対応だということを改めて実感できた良い契機になっただろう。
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職業体験シュミレーター 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
東京理科大学　大驛潤ゼミ/山田、濵、村中

今までにない
新しい就活コンテンツ

就活は “情報戦” と言われている通り、
「いかに多くの情報を捉えることが出来
たか」がミソとなる。
短時間に効率的に有力な情報が掴め
るようにマイナビサイトからコンテンツを提
供。
このコンテツにより、業界研究・職種研究
が一挙に行える。インターンシップではな
かなか興味のある業界全てを知るとい
うことは難しいからこそ、この職業体験シ
ミュレーターを使って欲しい。今までにな
い切り口で就活コンテンツであり、新規
性があり差別化も図っている。

現在、業界分析を行うとすれば、イ
ンターンシップに参加をするか、イン
ターネットで調べるしかない。そのよう
な事実は離職率にも響いてくると考
えられる。よってこの職業体験シミュ
レーターを使うことによって体系的に
業界分析及び職種分析を行うこと
ができ、若者の離職率を下げる働き
も期待できる。

ゲーム感覚で身近に就活を感じても
らえるためのコンテンツを作成。イン
ターンシップの導入編として、業界・
業種を自ら選択し体験することが可
能。インターンシップ参加前に具体
的な感覚を掴んでもらう。また、イン
ターンシップでは業種縛りの募集だ
が、営業・ES・人事などの具体定な
職種を何通りも体験できる。

2019年度卒マイナビのHPに掲載

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

このプロジェクトにより、①問題発見、②問題解決、③解決による新しい価値発見、の3つ
のプロセスを踏むことが出来ました。今後に、期待している。
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Fu tu r e  S t ep  Nav i  就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
獨協大学　陰山孔貴ゼミ/栗原那津乃、鈴木優妃、金子美月、京角省吾

キャンバスに描こう、
自分の未来。

Future  Step Nav iは、マイナビ利用
者がキラキラ・ワクワク感じるもの、楽し
いこと、好きなことから就職活動を始め
られるためのコンテンツである。Future 
S t e p  N a v iのコンテンツ内は、“My 
Plan”と“My Favor i te”の２つのタブ
に分かれている。“My P lan”は、長期
的キャリアプランを立て、それに対する具
体策を記入でき、将来のビジョンを明確
に可視化し、就職活動の企業選択の
際にも役立つ仕組みとなっている。“My 
Favor i te”は、自分の興味から企業探
しができることに加え、中小企業から大
企業まで網羅しながら企業研究ができ
る仕組みとなっている。

2017年3月大学卒業予定者を対象
にマイナビサポネットが実施したアン
ケートでは、就職観に最も近いものと
して「楽しさ」を、また、企業選択の
ポイントとしては「やりたいことができ
る」と回答した学生が最も多かった。
この好きなこと(やりがい)や楽しさを
多く求めているというアンケート結果
を踏まえ、コンテンツ制作を始めた。

“コンテンツ”という形にできないもので
あったが、利用者に使用シーンをイメー
ジしてもらいやすいような構図を心がけ
た。試作を重ね、初めての利用者が使
いやすいように選択肢を設定し、流れ
に沿って進められるようにレイアウトを作
成した。これをマイナビのアプリを開く度
に表示される設定にすることで、継続
的に利用してもらえるようにした。

SNSを利用した拡散方法が良いと考
え、Twitterを利用することにした。この
コンテンツを勧めたいと思った利用者
が、コンテンツページ内にあるTwitter
の拡散ボタンを押すことで、Twitter上
で利用者がFuture Step Naviを使っ
て就職活動をしていることが拡散される
仕組みにした。コンテンツ利用を身近な
友人から広げていくことを狙った。

指導教員
陰山孔貴先生
からのコメント

才能あふれる4人組。でも、現時点ではまだその能力を完全には発揮できていない4人組で
もある。上手にまとめることは既にできるので、自分たちで勝手につくっている「殻」を破って
ほしい。そうすれば、もっと面白い企画ができたはず。今後の4人に期待している。
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これでばっちり！面接ドリル 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
南山大学　川北眞紀子ゼミ/西崎沙歩、野村有希、山本真里奈

自分らしく自分を伝えるために

面接ドリルは、就活準備から内定を勝
ち取るまで利用することができる面接準
備コンテンツである。内容としては、「知
る」「練る」「実践」の三段階になって
いる。まず面接に出る質問を知り、次に
フォーマットに沿って自分の考えをまと
め、フィードバックを得るための添削シー
トや実践練習で使う質問リストを作成
し、最後に先生や社会人を相手に実践
練習をする。また、就活が始まってからも
本番の直前に質問を確認したり、面接
後質問を整理することにより、次の面接
はより自信を持って望むことができる。

探索的調査により、就活で最も不安なこと
は面接であることが分かった。そこでなぜ
面接が不安なのか、デプスインタビューを
行ったところ様 な々不安が挙げられた。
また、競合他社比較をしたところ、面接に
不安を感じる就活生が多いという現状に
対して、どの企業も面接準備のコンテンツ
が不十分であったことが分かり、このコンテ
ンツの提案に至った。

初心者でも取り掛かりやすくするため
に、質問に対する回答は穴埋め式の
テンプレートに沿って書くようになって
いる。質問は自分の使いやすいように
フォルダ分けすることができ、効率的に
利用できるようにした。面接ドリルのアウ
トプットである添削シートは、行間を広
めにとることにより、ユーザーと添削者
が利用しやすいレイアウトにした。

他人の意見も参考にしたい質問項
目から構成されている「お願いシリー
ズ」というものがある。ユーザーはこ
れをSNSでシェアすることにより、友
人から意見が聞けるようになってい
る。シェアする際は、＃(ハッシュタグ)
を付けることで他のユーザーにも検
索されやすいようになっている。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

全く手がかからないとは、このチームのことです。３人で着実に、一定のレベルまで、かなりの
スピードで仕上げてくるのです。彼女たちの後でプレゼンするのは、ちょっと気が引けました
よね。少しの疑問点を投げかけても的確に修正してくるのはさすがでした。
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30秒で就活失敗疑似体験 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
法政大学　杉浦未樹ゼミ/高倉想、宗像稜太、福澤衣梨

面白30秒動画で
就活への意識を高めよう

就活意識の低い人向けの30秒動画コ
ンテンツである。就活の時期ごとの動画
を閲覧することが可能で就活の流れを
知ることができ、実際に先輩たちが体験
した失敗談を動画で疑似体験すること
で今後の就活に活かすことができる。項
目を選ぶと動画が始まり、その後その動
画のポイントがでてきて最後にマイナビの
既存のコンテンツにとべる仕組みをとる。
さらに、有名タレントを動画に起用するこ
とによって就活意識が低い人でも気軽
に見やすいコンテンツとなっている。

5月に大学のキャリアセンターで行う
就活情報サイト登録に実際に登録
している生徒が全体の約５０％だと
いうことが調べてわかった。登録に出
遅れてしまった残りの５０％を就活意
識の低い人と定義し、その人たちが
気軽にマイナビを使えるようなコンテン
ツを作成するためコンテンツ開発を
開始した。

動画コンテンツなので、試作品として
実際に動画を作成。動画の前のグ
ラフィック画面では就活の流れが分
かりやすくなるように細部までイラスト
を工夫。動画に字幕を付けることに
より内容が理解しやすくなるようにし
た。ワンポイントのところでは失敗の
重さを印象付けるためあえて暗めの
トーンにした。

登録者数を増やすためには就活意識
の低い人を取り込むことが重要だと考え
た。また、そのような人は就活情報サイト
を見ないと判断。そのため、SNS拡散を
重要視した。先輩の失敗談を動画にし
て危機感を煽り、就活意識の低い人に
もマイナビを使用してもらうものである。ま
た、動画の出演者にはTwitterやvine
で有名なタレントに交渉した。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

企業側の複数のニーズ（登録者数を増加・継続利用・他コンテンツ波及）をかなえようと
最後まで考え続け、なかなかアイディアを一本化できませんでしたが、決まったあとの行動力
とまとめ方がよかったです。インパクトがあり、考えが明解な提案になりました。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 25

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

！全力応援！マイナビお悩み相談室 就活情報サイト「マイナビ」のキラーコンテンツ
流通科学大学　清水信年ゼミ/作倉圭、藤原拓也、清田湧基

一人で就活に悩まず相談しよう

！全力応援！マイナビお悩み相談室は就
活の悩みを解決できるサイトである。コン
テンツ内で自分の悩みを投稿し回答を
得ることで悩みを解決できる。さらに同年
代の悩みが投稿されているので参考材
料が得られる。このコンテンツを使うことに
より不安の解決につながるので自信や
能力向上につながる。回答するのは、子
供の就活に対する関心を持つ親で、就
活を経験している大人としての回答が
期待できるうえ、回答することにより子供
と就活の話ができるきっかけにもなるコン
テンツである。

就職活動や就職に対する不安は感
じているのに就職活動を始める時
期がとても遅い学生が多いことが分
かった。そして就職活動に関する主
な相談相手のアンケートを確認した
ところ、約4分の1の人が相談してい
ないと判った。そうした人のために、
簡単に相談できるコンテンツとして企
画した。

コンテンツなので使用シーンが想像
できるよう使用方法を詳しくした。簡
単に使用できるよう分かりやすいイラ
ストを作成した。また、文字に色を付
けることにより分かりやすくして星マー
クをつけることで重要な部分が一目
で目につくよう工夫しわかりやすくし
た。

Sカレの製品ページに改良するたび
に画像を投稿、製品がわかりやすく
伝えられるようゼミで発表しそれのゼ
ミの仲間のコメント、先生のコメントを
頂くたびに改良を努めた。また、チラ
シを作製することにより製品に興味を
持ってもらえるようイラストを工夫した。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

質問と回答が寄せられるための仕組み、ライバルとなる既存サービスとの差別化、など考え
るのに相当苦労したようだが、何より1年上の先輩が同テーマ1位を獲得したというプレッ
シャーの中、きちんと企画としてまとめることができたことは自信を持ってよいだろう。
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日本理化学工業

キットパスで 「楽がき文化」の創造

ガラスやプラスチック等の平滑面であれば、濡れた布などで消すこと

ができる、環境固形マーカーの「キットパス」。その特徴を捉え、新た

な商品形態・使い方を、学生ならではの視点から考えます。商品化

は、ダストレスチョークをはじめとして文房具・事務用品を製造販売

する、「日本理化学工業」がサポート。

0 2 8	 まほうのおえかき

0 2 9	 Wash me! !

0 3 0	 おふろ de Diary

0 3 1	 マイキットパス

0 3 2	 k i t合格(パス)だるま

0 3 3	 Spr itz

0 3 4	 #motte (モッテ)

0 3 5	 おしゃpic ～気持ち伝える黒板ピック～

0 3 6	 otete a lbum

0 3 7	 Colorfu l  Kitpas

0 3 8	 iPas

0 3 9	 キットKid's

0 4 0	 cotopa
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まほうのおえかき キットパスで「楽がき文化」の創造

関西学院大学　石淵順也ゼミ/池田一樹、菊地りさ子、小路紗彩、仲村優歩

コミュニケーションがとれる
知育玩具

まほうのおえかきは、キットパスの「色が
伸びやすい」という特 性を活かした色
が学べる知育玩具である。あえて付属
の色を減らしているので、専 用の鍋 型
パレットで色を作り出すことができる。キッ
トパスで色を乗せた後、指で直接「ぐる
ぐるまぜまぜ」するところが子どもに好評
だ。また、子どもだけでなく祖父母も楽し
める工夫がある。祖父母用にお題ブック
が付属されており、日常で見かけたもの
(例:みかん)をお題として書きとめておくと
孫と楽しめる。子どもたちの豊かな発想
力で大人も刺激される製品と言える。

企業様から既存のターゲット層（子ど
も）だけでなく新しい層の開拓も求めら
れていた。そこで私たちは最終的にアク
ティブな高齢者に着目した。しかし、複
数回にわたる実地調査の過程からも高
齢者自ら絵を描く人は少ないと実感し
苦戦した。そこで祖父母にとって大切な
存在である孫も巻き込んで一緒になっ
て楽しめるような製品作りを目指した。

製品のイメージや使い方がより伝わる
よう細部までこだわった。特にパッケー
ジのイラストはキットパスの特長である
安全性が伝わるように絵本をモチーフ
にしたかわいらしい絵柄や配色にし、
書店での展開も考えて全体的に本に
見立てる工夫をした。内側も魔法使い
のキッチンをイメージしてパレットを鍋
型にするなど隅 ま々でこだわり抜いた。

まほうのおえかきをターゲット層の高
齢者の目に触れやすくするために販
売チャネルとして書店を想定した。そ
して実際に複数の書店や玩具店に
赴き現場の方に意見をいただくのはも
ちろん、営業活動も行った。また児童
館や公民館、商業施設などで実際に
使用してもらった。そこで得た生の声
を製品に落とし込み磨きをかけた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

試行錯誤は手足か、頭の中のどちらかに偏りがちだが、「ゑもーしょんず」は試行錯誤の量
の多さに加え、手足と頭のバランス、連動が優れていた。そこから生まれた「色を敢えて減ら
し手で混ぜてもらう」というコンセプトのキレが素晴らしかった。商品化目指し頑張って！
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Wash  me ! !  キットパスで「楽がき文化」の創造

神戸大学　栗木契ゼミ/足立陽、小原佑稀、吉田萌未

水で流して伝える
新感覚メッセージカード

W a s h  m e ! !は、メッセージカードのバ
リュエーション不足に困っている女子大
生をターゲットとした水で流して伝える新
感覚のメッセージカードである。黒いカー
ドに白いペンでメッセージを書き、それを
ラミネート加工する。その上からキットパス
でデコレーションを施しプレゼント。もらっ
た人はキットパスのデコレーションを水
で流すと、下からメッセージが現れるとい
う仕 組みである。既 存のものと比べて、
サプライズ感や手作り感の高い商品で
あり、大事な人にオリジナルのメッセージ
カードを渡したいと思う女子大生にぴっ
たりの商品である。

現在市場において浮かび上がるメッ
セージが話題になっていることとキット
パスの水で落とせるという特徴に注
目し、大学生にメッセージカードに関
するアンケートを行うと、九割もの人
がメッセージカードを書いたことがあ
ると答えた。更に、一対一で渡すこと
が多くバリュエーションに悩んでいる
という声も得た。

白い紙にメッセージを書くとキットパス
で文字が隠れないという問題が発生
したが、黒い紙に白いペンで書くことで
解決した。ラミネートはシールタイプで
手軽に手貼りできるものにし、取扱説
明書も付属させた。白いペンや渡す
際の封筒も付属させることで、Wash 
me! !一つで手軽にオリジナルメッセー
ジカード作りができるように意識した。

女子大生がよく使用するInstagramや
TwitterなどのSNSで#wash meと共
に写真を掲載するとオリジナルWash me
プレゼント、というキャンペーンによって、
SNSでの認知、拡散を狙った。また、チャ
ネルである量販店や雑貨店で専用棚を
作ってもらう、サプライズ商品のコーナー
に置いてもらうことによってより人々の目に
触れる機会が多くなることを目指した。

指導教員
栗木 契先生
からのコメント

平凡なアイデアで妥協せず、どこまで考え抜くか。商品企画は時間との戦いなので、これは
難しい判断となる。試されるのは気力。チームWash me ! !は最後まであきらめずに考えに考
えたことで、自信をもって打ち出せるアイデアにたどり着いた。次に活きる体験だ。
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おふろ de  D i a ry  キットパスで「楽がき文化」の創造

近畿大学　廣田章光ゼミ/福永祐也 、山村直暉、 葉室裕太 、岡崎佑紀

おふろで書ける、
続けられる日記。

私たちが紹 介するのは、「おふろ d e 
Diary」という、おふろ場で日記を書くた
めの製品である。なぜ、おふろで日記を
書くのかというと、現 在習慣 化している
行動になかなか続けられない日記を組
み込むことにより続けられるからである。ま
ずおふろに入って日記を手に取り、その
日の出来事を3、4行ほど記入し、スマー
トフォンで写 真を撮って日記を消す。そ
の後、連動アプリで撮った写真をカレン
ダーのように管理が出来て、日付を押す
とその日書いた日記を見ることが出来る。

おふろ de キットパスを使った商品を
開発するにあたり、人々はおふろでど
のような行動を行い、どのような不満
があるのかを分析した結果、人々はお
ふろでその日を振り返り、また浴槽に浸
かっている間の時間がもったいないと
感じていることに気づき、そうであれば
その時間に日記を書けばよいのではな
いかとこのような商品を開発した。

おふろde書けるシートセットを使い、
日記部分を作成し、周りは厚紙、クリ
アファイルを使い水に対応できるよう
プロトタイプを作成した。大きさも、手
のひらサイズにしおふろの中で書きや
すいような強度にした。
また、シンプルな日記にするために外
側の色は黒とし、文字を金色にし目
立たせた。

まず 、ゼミ活 動の１つである、おふ
ろ部を利用し、おふろ d e  D i a r y 
の商 品 化までのプロセスを記 事と
して投 稿 することで 、どのような商
品であるのかを知って頂く。次に、
YouTubeなどでの動画を活用した
アプローチだ。具体的には、認知か
ら購買、その後の変化をストーリーに
したショートムービーの作成を提案。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

徹底的に研究した「おふろ」を組み合わせた企画がユニーク。当初の「書いておく」視点の呪縛から逃
れ、「思いついた時に書く」視点を生み出した。自ら実験を繰り返しブラッシュアップ、さらにその様子をフェイ
スブックでアップするプロモーション手法も新鮮。アプリ開発まで理工学部に依頼する行動力は頼もしい。
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マイキットパス キットパスで「楽がき文化」の創造

首都大学東京　水越康介ゼミ/坂本雄亮、領家春菜、坂本七海

自分だけの
オリジナルキットパスを作ろう！遊ぼう！

「マイキットパス」は、購買者が好きな色
や形を決め、自分でオリジナルのキットパ
スを作ることができる商品である。キットパ
スミディアム８本とシリコン型、説明書を
セットにした。大きな特徴は３点ある。ひと
つのキットパスで様々な色を楽しむことが
できる点。手やシリコン型の汚れも簡単
に落とすことができる点。再び溶かして作
り直せる点である。親と協力して作ること
で、親子のコミュニケーションもとる事が
できる。使って楽しいキットパスを自分の
手で作り、今までにない新しいお絵かき
の楽しさを感じられる商品である。

キットパスのテーマである「楽がき文
化の創造」をもう一度考え直し、こど
もを魅了するお絵かきの新しい楽し
さを生み出せないかと考えた。幼稚
園にインタビュー・アンケート調査を
行ったところ、普段からお絵かきをし
ているこどもは多く、新しいお絵かきへ
のニーズは十分にあると考えられた。

こどもが使いやすく、片付けの負担を
できるだけ減らせるように尽力した。
試作品をまず小学生に使用してもら
い、大きさと厚みの点で課題が残っ
た。そこから使用しやすいように改善を
し、こどもの手にフィットするようにした。
また、作るために使用するシリコンは、
キットパスが水で落ちやすいため片付
けの負担も軽減できると考えられる。

マイキットパスを使った新しいお絵かきの
楽しさを直接伝えるために、販売店舗に
体験ブースを設けることにした。購入者で
ある親に対しては、親世代の利用率が
一番高いFacebookで専用ページを開
設、インスタグラムのハッシュタグを利用し
てプロモーションを行う。また、ホームペー
ジやFacebook上に作り方の動画をアッ
プし、手軽に楽しめることを伝えていく。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

すでに多くのコンセプトが提案されている中、キットパスそのものの新しい形状や使い方を
様々に検討した。最終的なコンセプトでは、実際にこどもに使ってもらうことで新たな発見を
得て、改良を加えることができ、とてもいい経験になったのではと思う。
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k i t合格(パス)だるま キットパスで「楽がき文化」の創造

高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/佐野太朗、花尻涼輔、山口秀人

受験生に心の安らぎを

k i t 合 格だるまは、受 験 生をメインター
ゲットにした合 格 祈 願 商 品で、無 地の
だるま、kitpasミディアム6色、絵馬型の
シートのセットである。商品のセールスポ
イントは二つある。一つ目は「とにかく縁
起がいい」ことである。kit合格だるまは、

“ 五角形 ”のケースに入った、粉が“ 落
ちない”“kitpas”で、だるまに絵付けが
できる。二つ目は「自分だけのオリジナル
だるまを作れること」である。普段売って
いるだるまは、どれも絵付けが済んでいる
ことがほとんどである。オリジナルだるまを
作る作業自体が受験生の心の癒しにな
る。

受験生がメインターゲットであるが、
冬カンの 時 期が 受 験 期 本 番と重
なってしまったために受験生に意見
を聞くことができなかった。代わりに、
塾 講 師に対して受 験 生の雰 囲 気
や心もちについてインタビューを行っ
た。すると、受験の不安を和らげるた
めに受験グッズを持っている生徒が
多いことが分かった。

無地のだるま自体は仕入れることが
できたため、自分たちは「どういう絵
付けをしたらいいのか」が伝わるよう
様々な種 類のだるまを作 成すること
に重きを置いて取り組んだ。だるまの
素材上、多少塗りづらい点もあった
が、トップコートと水筆ペンを使用する
ことで塗りやすくなり、商品提案に活
かすことができた。

販促は三つある。「絵馬コーナーの設
置」「ダルマの絵付け体験」「kit合格
神社のページ開設」である。「絵馬コー
ナーの設置」は塾や学校で、「だるま
の絵付け体験」は他の体験教室と同
様に行う予定である。「kit合格神社の
ページ開設」はQRコードでそのページ
に飛べ、自分で絵付けをしただるまの写
真を“奉納”という形で投稿できる。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

販売促進案はよく練られた説得力あるものであった。商品コンセプトにおける探索的調査、
検証的調査で説得力ある結果を得ることができなかった点が残念であるが、それは最後ま
で追い込めなかった教員の責任である。
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Spr i t z  キットパスで「楽がき文化」の創造

帝京大学　石田大典ゼミ/大西吉夫、糸井晃弘、堀江哲哉

迷わない“楽描き”

Spr i t zは、スプレー型のキットパスであ
る。液体化したキットパスをプラスチック
製の型に向けて霧吹きで吹くことで、普
段絵を描かない大学生がネタに困ること
なく、自分の絵の技量を気にすることなく
楽に楽しく絵を描くことができる。ホーム
パーティーや学 際 準 備などの飾り付け
を主な使用用途とし、キットパスの消せ
る特性により後片付けも簡単にできる。ま
た、缶スプレーではなく霧吹きボトルを採
用しており、中身の液 体の詰め替えが
可能になっているため、ゴミが出ず環境
にやさしい製品である。

我々は大学生向けのキットパスの商品
企画を考えることにした。キットパスの落
書き文化を元に大学生に落書きにつ
いてインタビューを行った。落書き＝スプ
レーのイメージを持つ学生が多く、落
書きで何を描けば良いのかわからない
と言う学生も多かった。ここに着目した
我々はスプレーを使って「迷わない“楽
描き”」をテーマに商品開発を進めた。

試作品を作るにあたって、キットパス
の融解温度が高いのでフライパンで
溶かしたり茹でたりした。しかし、キッ
トパスが爆発したり、水分とキットパス
が分離したりなど苦労した。メンバー
で試行錯誤したが、液体化できても
濃度が薄い、水分量が多くて垂れる
などの問題点はあったが、最終的に
は解決することが出来た。

販売促進としては、イノベーター理論でい
うアーリーアダプターによる拡散力を利用
し、大学生の利用が多いInstagramや
TwitterなどのSNSでの拡散を狙った。
使用風景をタグ付け投稿してもらうこと
で、具体的なイメージが拡散できると考え
た。また、我 で々も公式のページを作り、使
用方法や使用用途を動画や画像を使っ
て拡散するなどの方法を考えた。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

「大学生に落書きをさせる」というテーマのもとに、スプレー型のキットパスのアイデアは生ま
れた。技術的に難しいかもしれないが、何度もテストを繰り返すことでプロトタイプを完成させ
ていた。若者にキットパスを広く普及させる可能性を感じさせた商品である。
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#mot t e（モッテ） キットパスで「楽がき文化」の創造

南山大学　川北眞紀子ゼミ/久野裕貴、服部里帆、波多野喬

いいね！が増える写真を撮ろう

#motteは何度も描き直せるフォトプロッ
プスである。写真を撮る際に吹き出しや
旗の形になっているボードに、キットパス
でシーンに合わせた文字や絵を描いて
持ち、写真を撮る。フォトプロップスの「デ
ザインを変えられない」という弱みを減ら
すことができ、よりS N Sで拡 散される商
品になっている。「消せる」、「粉が出な
い」、「 発 色が良い」というキットパスが
もともと持っている強みを活かし、現 在
ブームになりつつあるフォトプロップスをよ
り写真映えするアイテムへ進化させた。

大 学 生などは絵を描く機 会が少な
く、観 察 法から窓に自由に描けると
伝えても、何を描こうか迷っている様
子が見られた。そこで、吹き出しや旗
などの形にして写 真を撮るシーンに
合わせた内容を描けるようにした。ま
た、アンケートやヒアリングを行ったと
ころフォトプロップスがブームになりつ
つあることを確認できた。

最初にフォトプロップスのボードとして
最も適した材料を探した。プラ板や段
ボールに黒板テープを組み合わせた
ものなども試したが、日本 理 科 学 工
業様のリバーシブルパネルが消しやす
く、発色も良かった。また、持ち手を取
り外し可能な物にし、クリーナーもより
小さいものを採用することで、持ち運
びやすいA5サイズに収めた。

ターゲットであるSNSユーザーが写真
を撮りSNSに投稿することが多い飲食
店や観光施設に販売して、より多くの
人の手に触れる機会を創りSNSによっ
て拡散されることを狙った。実際に飲
食店や観光施設にヒアリングを行った
ところ、宣伝になって良い!と言ってもら
えた。そこで実際に設置させてもらい
お客様に使用してもらった。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

とても楽しそうに作業をしていたチームです。見ているだけで元気が出てきます。Facebook
の投稿をうまく活用して、友人だけでなく企業やブロガーの人たちにも沢山使ってもらってい
ました。行動力があり、しかも、継続出来て、本当にSカレを堪能できてよかった。
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おしゃpic ～気持ち伝える黒板ピック～ キットパスで「楽がき文化」の創造

日本大学　横山斉理ゼミ　/松本拓、青山ひな、清水慎

普段見過ごしがちな小さな嬉しいことを
みんなでお祝いしませんか？

#おしゃpicとは普段祝うような大きなイ
ベントだけでなく、見過ごしがちな小さな
嬉しいことをお祝いする為の商 品であ
る。ターゲットは、流行に敏感で拡散力
のある女子高生、女子大生である。具
体的な使用方法としては、小さい黒板
に食べ物用のピックがついており、その
黒板にキットパスで楽がきをしてケーキな
どに挿して使用する。キットパスである理
由として、食べ物についても安心安全、
何度でも書き直せることなどが挙げられ
る。またSNSに投稿することにより、簡単
に思い出に残すことが出来る。

ターゲットである女子高生、女子大生
に723件のアンケート調査、高校のロン
グホームルーム内でのインタビュー調
査などを行った。そこで、食べ物をSNS
に多く載せるという意見や流行りのモノ
をSNSに載せたいけれど、個性も出し
たいというニーズがあることが分かった。
そこから私たちは食べ物と個性を出す
ことを結び付けることに成功した。

何度も書いて消せるということを前提に、
ミニ黒板に食べ物用のピックをネジでつ
けダーティープロトタイプを作成した。黒
板の重さやピックの長さによってスイーツ
などにさした際の安定感が変動するた
め何度も繰り返し調節した。そして商品
化した際には、他会社様に作成を依頼
しオリジナルで製作して頂く約束を取り
付け、実現可能性を高めた。

販売場所として、#おしゃpicとコンセ
プトと似ていて共感した、お祝いに関
する雑 貨を取り扱う雑 貨 用 品 店に
商品を置いて頂けないかという依頼
をし、商 品 提 案をさせていただく機
会を頂いた。また商品名は、SNSで
拡散されやすいよう#(ハッシュタグ)
をつけた。これにより不 特 定 多 数の
ターゲットへの広がりを可能とした。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

コンセプトがとてもよかった。日常生活に流され忘れ去られがちな「ちょっとうれしいこと」を後
から思い出すことは難しい。その点で、この商品でお祝いし記録しておくことはとても貴重だ
と思う。商品化されなくて残念。Sカレの難しさを改めて実感した。
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o t e t e  a l bum キットパスで「楽がき文化」の創造

兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/田中沙季、土居安奈、吉倉涼佳

子供と思い出を残しながら、
思い出に残せる手形アルバム

子供の成長記録も手軽にたくさんの思
い出を残 せるデジタルでの記 録が 一
般化している中で、時間をかけて自分な
りに残せる“アルバム”ならではの暖か
さや良さを再提案しようと考えた商品が
「ote t e  a l b um」である。手に落書き
をする感覚で、簡単にカラフルで可愛い
手形をとることができ、継続して手形を残
すことで、子供とコミュニケーションをとり
ながら子供の成長を記録することができ
る。今まで、アルバムを作るのは親の仕
事であったが、このote t e  a l b umなら
ば、子供と一緒に楽しみながら思い出に
残すことができる。

子供を持つ親にアンケートを行ったとこ
ろ、思い出はデータで残している人が
多かったが、手作りの形に残るアルバム
の良さを感じている人も多くいた。アルバ
ム作りにかかる手間や面倒さがネックに
なっていると考え、また継続して手形を
残していける商品がなかったため、子供
の写真とともにキットパスを使って手軽に
手形を楽しむアルバムを考えた。

当初、白紙の画用紙で作成した試作
品を親子で一緒に使用してもらったと
ころ、「可愛らしく仕上げたいが自分
では上手くできない」という意見から、
全ページにオリジナルのデザインを施し
た。また、「増えていく思い出を飾り切
れない」という意見から、立てて飾るの
ではなく保管型のアルバムにして、持
ち運びに便利なゴムバンドを付けた。

主にSNSのタグを利用した口コミによ
る商品の知名度の向上を想定してい
る。またタグを利用したコンテストなどを
開催することで、さらなる拡散が期待
できる。雑貨店のアルバムコーナーで
の販売や、家具屋さんのディスプレイ
の一部として使用してもらうことで、この
商品が提案する家族の素敵なライフ
シーンを連想させることができる。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

キットパスの特性を研究し、商品アイデアが生まれた。デジタル写真やＳＮＳが普及する中
で、紙の思い出アルバムとの組み合わせを提案した点がユニークである。実際にインスタグ
ラムのアカウントを作成し情報発信を試みた。女性らしい視点による心温まる商品である。
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Co l o r f u l  K i t p a s  キットパスで「楽がき文化」の創造

法政大学　西川英彦ゼミ/川野里紗、日野倖一、山本健太

出して使って片づけやすい
カラフルなキットパス

「使いやすい・取り出しやすい・片づけや
すい」、ペンとケースがセットの高齢者向
け文具である。ペンは、ペン軸の太さにこ
だわり、力が弱い方でも使用することが
出来るだけでなく、ペン軸とペン色を統
一させ、一目でわかる仕様にした。ケー
スは、ケース本体を立てることが出来るよ
うにすることで、取り出しやすい仕様にし
た。また、ペン色とケースの中敷きの色を
同一化することで、「同じ色のところに戻
さなければいけない」という意識付けを
し、片づける習慣を作ることができる。高
齢者だけでなく介護士にも役立つ商品
である。

観察法を通じ既存のKitpasホルダー
は、ケースからの取り出しづらさ、色の
識別のしにくさ故に、高齢者にとって扱
いにくいことを発見した。また色鉛筆は
お絵描き後によく机上に散乱しており、
多忙な介護士の方々が片づけに困っ
ていた。以上のことから、より高齢者が
使いやすく、同時に介護士の方の負担
が減る商品開発を行うに至った。

簡易的な試作品を作り、メンバーで
何度も話し合った後に、製品の微調
整を行い、最 終 試 作 品を作り上げ
た。商品名にふさわしいカラフルな原
色を中身に使用し、パッケージ自体
も厚紙を利用する事で強度を高くし
た。また、高齢者の方に実際に使っ
てもらう事でより使用者にとっての使
い心地やすさを追求した。

Colorfu l  Kitpas専用Facebook
ページを利用する。介護士の方々に使
い方などを書き込んでいただくことで、
様々な使用法を紹介することが出来
る。他の施設の介護士の方に生の声
を届けることができるため、介護士のコ
ミュニケーションの場にもなると考えられ
る。このページを見ることで認知度アッ
プを図り、購買に繋げることが出来る。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

数多くの介護施設への訪問観察やインタビューを実施したからこそ、現場の課題に答えた
商品企画となったのであろう。さらに単にアイデアだけに終わらず、試作品を実際に使っても
らい、太さやパッケージを改善していくという姿勢が、このアイデアを魅力的にしたといえる。
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i P a s  キットパスで「楽がき文化」の創造

立命館大学　吉田満梨ゼミ/寺本沙世、菱本佳奈、野村成美

ひらめきを邪魔しない
クリエイティブボード

クリエイティブな仕事をする方の、「アイデ
アを仲間に伝えるときにストーリー性を持
たせたいが、うまく説明ができる手段が
ない」という意見から、ターゲットを「0か
ら1を作る人」とした。商品のポイントは、
①白・黄色が活きる、②紙が無駄になら
ない、③アプリを併用するとデータ化でき
る、④分解できるので自由自在である、
⑤場所を選ばない、以上の5点である。
2辺に磁石がついているため、ノートとし
ても、一枚の大きなキャンバスとしても、グ
ループワークのツールとしても使うことが
できる。

「クレヨン＝子どものおえかき」という固
定概念を覆す、大人がクレヨンを使い
たくなるツールを作るため、ビジネスマ
ンが集まる施設を訪問し、調査を行っ
た。その結果、アイデア出しの際にホワ
イトボードなどの媒体だと思うように描
けないことが判明。そこで、クレヨンで描
くことで発想の邪魔をせず、持ち運ぶ
ことができる媒体が必要だと考えた。

日本理化学工業で扱っているKitpas
ホルダータイプ、クリーナー、リバーシ
ブルパネルA2サイズ2枚、100円均一
で購入した磁石、透明ケースを用い
た。リバーシブルパネルを半分に切り4
枚にし、2辺に2つずつハサミで切り目
を入れ、そこに磁石をはめ込んだ。そう
することで、ノートのような形に組み合
わせることができるようになった。

Facebookで商品の説明やできた
経緯について、随時更新するように
努力した。また、ターゲットとなる「０か
ら１を創り出す」特にビジネスマンが
行きそうなコワーキングスペースや、
雑貨屋量販店のロフトに商品を置い
てもらえないか交渉し、商品に対する
アドバイスを得たり、販売の約束を得
たりした。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

異なる個性を持つ3人が意見を合わせ、それぞれの良さを発揮してくれたと思います。ター
ゲットニーズの深堀に苦労をしたと思いますが、学内の多くの人を訪れ、フィードバックを得
ながら、アイデアを価値ある製品の形に仕上げました。最終プレゼンは、勇ましかったです。
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キットKid’s  キットパスで「楽がき文化」の創造

流通科学大学 清水ゼミ/ノ・スンヒョン、本江真彩、鶴園僚太、當津徳己

紙の塗り絵にはできない
アクリル板の塗り絵

キットKid’sは、窓ガラスにも書きやすく
消しやすいというキットパスの利点を活か
して、窓ガラスの表面と似たようなアクリ
ル板を使った塗り絵の商 品である。既
存の塗り絵は一回塗ってしまうと、消せ
ずにリサイクルができない。しかし、キット
Kid’sはアクリル板であり、発色が良く
何回使っても水拭きで簡単に消せるとい
うメリットがある。ターゲットは個人向けで
はなく、子供が集まる団体施設などの場
所で導入されることを想定した商品であ
る。

キットパスのファンページには窓ガラ
スに描くシーンが多くあったので、窓
ガラスの素 材のような物でできる物
は何かという発 想から出たアイデア
が、アクリル板であった。アクリル板
の、何回も使えるという特徴を生かす
ために、小児科の待合室のように子
供が出入りする場所を考えた。

既 存のキットパスとキットパスクリー
ナーを利用し、アクリル板を組み合
わせたセットの商 品を考えた。最 初
はA 4 用 紙ぐらいのサイズを考えた
が、 それを4枚に分けた小さいサイズ
で試作品を製作し、子供たちにとっ
て楽しく、また設置場所でもコンパク
トに使える塗り絵として仕上げた。

キットKid’sは個人をターゲットにし
た商品ではなく、小児科の待合室な
どで楽しく使ってもらい、人が次々と
入れ替わる場所に置かれることを想
定した商品なので、たとえば小児科
の待合室に1週間という期間で無料
提供し、試用して気に入ってもらえた
らネット販売サイトで購入してもらう、
という流れを考えた。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

キットパスの特性を生かせるアイデアを探るために紆余曲折していたが、メンバーの人柄が
表れているようなやさしいコンセプトの商品にうまくまとめることができた。試作品も何度か作
り直したり、病院まで観察にでかけたりした努力を評価したい。
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co t opa  キットパスで「楽がき文化」の創造

和歌山大学 柳　到亨ゼミ/高家 陽香、林野 有希、松井 萌佳

家族をつなぐ
新コミュニケーションツール

夕食で家族のコミュニケーションを取る
きっかけを与える商品であるcotopaは、
キットパスホルダー６色とランチョンマット
を付属させている。使用シーンはまずラ
ンチョンマットに子どもとお母さんがお父
さんに向けてメッセージや絵を描き、その
上に料理を乗せる。仕事から帰ってきて
一人で夕食を食べるお父さんがそのラン
チョンマットを見て驚き、夕食を家族揃っ
て食べられなくてもcotopaによってコミュ
ニケーションが取れ、ランチョンマットの
表には日付が書けるため写真を撮って
おけば日々子どもの成長を感じられる。

小さいお子さんを持つお母さんへの
インタビュー調 査により、父 親の帰
宅時間が遅いことと子どもの就寝時
間が早いことから、父親と子どものコ
ミュニケーションの時 間がなかなか
取れないことが分かった。そのお母さ
んの悩みを解決したいと思い、製品
企画を開始した。

cotopaは家族のコミュニケーション
をとることを目的としたものであるの
で、パッケージを家の形にした。また、
写真に撮って思い出として残すこと
ができるように、日付を書くスペースを
設けている。さらに、力の加減が難し
い子供でも、クレヨンを折ってしまうこ
とがないように、キットパスホルダーを
使用している。

実 際にご家 庭でお父さんに向けて
使って頂いたり、お宅訪問をしたりし
て、使 用した感 想や商 品について
のご意 見を伺った。また、より多くの
方にc o t o p aを知って頂くために、
NPO法人グループ方にご協力を依
頼し、フリーペーパーへの記 載や、
イベントへの出展をお約束して頂い
た。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

お父さんの帰りが仕事で遅く、家族全員で揃って夕食が食べられないという点に着目し、
仕事で疲れて帰宅したお父さんを嬉しい気持ちに変える心の優しい商品である。cotopa
は、行動力抜群で明るくて創意的な３人の人柄がよく反映された商品でもある。
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大橋量器

枡技術商品

古くから計量器として日本人の生活に親しんできた枡。ここでは学生

たちが現代の生活と照らし合わせ、既存の用途にとらわれず、枡の

新たな形・用途の可能性を再発見し商品を提案しています。商品化

は、枡の製造から販売までを手がけ、海外にも枡商品を広める「大

橋量器」がサポート。

0 4 2	 Masmoke

0 4 3	 華枡

0 4 4	 PHOTOMASU

0 4 5	 食枡

0 4 6	 家族の思い出つくり枡

0 4 7	 植木マス

0 4 8	 枡デコレーションキット

0 4 9	 贈りマス

0 5 0	 枡学

0 5 1	 macure

0 5 2	 カスタ枡
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Masmoke  枡技術商品
専修大学　奥瀬喜之ゼミ	 ／飯田萌、飯田里彩、高橋礼奈

ちょっとした贅沢な時間を大切
な人とともに…

M a s m o k eは、枡（M a s u ）と燻製
（Smok e）を組み合わせた、枡ででき
た燻製器である。ふたを開けると、4つの
枡がマトリョーシカのように重なっている。
大きい2つの枡と、付属の網・スモーク
ウッドが燻製器になり、小さい2つの枡で
お酒を楽しむ。一つの枡にコンパクトに
収まるので、持ち運びがしやすく、また、ス
タイリッシュでもある。ヒノキの枡でお酒を
飲むことで、贅沢な時間を演出でき、大
切な人との仲をますます深められる。さら
に、祝い事のプレゼントとしてMasmoke
を贈ることで、受け手も贅沢な時間を送
ることができる。

枡技術を広めるというテーマなので、現
代における枡の一般的な使用方法の、
酒の器という要素を活かした商品を考
案した。実際にアンケートを取ったとこ
ろ、枡の認知率や使用率が低かったた
め、燻製という今までと異なる入り口から
枡に出会うきっかけを作ろうと考えた。枡
の特徴を活かしながら既存商品を超え
るような枡の新しい可能性に挑戦した。

はじめは食材を炙ることを考えていた
が、何度も実験を重ね、直火ではな
く、スモークウッドによる燻製（温燻）
に辿り着いた。さらに、大橋様からい
ただいたヒントをもとに、燻製の熱から
枡を保護するための石膏をつけた。ま
た、商品のサイズは既存の枡の大き
さを活用し、温燻に必要な空気の通
り道を確保するように工夫した。

ターゲット世代からの意見を収集する
ために、実際にフィールドワークを行っ
た。30代から40代の夫婦を中心に、
商品を提示してインタビューを行い、
商品の改良に努めた。改良した商品
をよりわかりやすく知ってもらうために、
具体的なコンセプト案や、実際に使用
するイメージが浮かぶように実験の動
画をFacebookにアップロードした。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

内側に石膏を塗布する点を除けば、既存の枡をさかさまに重ねただけの簡単な構造であ
り、枡そのものの新しい使用方法を提案したという意味で貢献は大きい。本来の用途である
飲用目的のための枡が加わることで、Masmokeが想定する使用状況が明確になっている。
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華枡 枡技術商品
大阪市立大学　小林哲ゼミ	／石上晴生、久保春比、中村彩名

成人式の髪飾りとお酒を飲む枡
をセットにした贈り物

華枡は、枡を使った髪飾りと酒器の枡を
セットにした、成人祝いの贈り物にぴった
りな商品である。内側の三勺枡には花
を詰め込み、裏底にバレッタをつけること
で華やかな髪飾りに。外側の八勺枡は
酒器として使用できるうえに、内底には
焼印でお祝いのメッセージを刻むことも
でき、気持ちが伝わる贈り物になってい
る。さらに重ねることでインテリアにもなる。
お酒解禁の節目にも当たる成人式、そ
のおめでたいムードを盛り上げながら、
若い世代に枡をアピールできる商品だ。

枡の新商品を考えるにあたって、若
い世代の枡に対する認知を高めるこ
とをひとつのテーマにしたいと考えた。
そこで枡が酒器として用いられている
こと、めでたい意味があることに注目
し、成人式で身につけられる商品を
考案した。また贈り物にすることで、若
い世代に商品が普及しやすくなると
予想を立てた。

第一段階では豆枡を使ったピアスを制
作したが、大橋量器様の店舗で枡を
使ったピアスが既に販売されているとい
うことで、髪飾りに変更した。八勺枡と
三勺枡を使用し、髪飾りとなる三勺枡
の中にはスポンジを敷き、造花をスポンジ
に挿して固定した。八勺枡の内底面の
焼印は実際に入れることが難しかった
ため、イメージイラストで代用した。

ネット販売においては、華枡専用の
オーダーページへとアクセスできるバ
ナーを大橋量器様のHP内にイメージ
画像として制作した。WEBから閲覧
した際に一目で魅力を感じてもらえる
よう、商品の写真撮影にもこだわった。
また大橋量器様の本社があり枡の名
産地として知られる大垣市の成人式
で、特設ブースを出すことも検討した。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

枡を髪飾りとして使用するというアイデアは斬新で面白い。ただ、枡よりも中の花が目立ち、
枡をいかに主役にするかが課題か。また、成人式での使用を想定しているが、単なるプロ
モーションだけではなく、枡の髪飾りを流行らせる仕掛けがあれば、なお良かったと思う。
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PHOTOMASU 枡技術商品
関西大学　岸谷和広ゼミ	 ／梅本茅帆、草薙舞、仲島諒

思いをカタチに ～大切な人へ
感謝の気持ちを贈ろう～

PHOTOMASUは、敬老の日に普段
は言えない祖父母への感謝の気持ち
や思いをカタチにして贈ることができる写
真立てである。私たちの調査によると、敬
老の日に贈り物をしたいと思っている人
は多いものの、実際に何かを贈っている
人は少なかった。その原因を調査したと
ころ、何をプレゼントしていいのか分から
ないということが最大の原因であると判
明した。そこで、PHOTOMASUを敬老
の日の贈り物として使ってもらうことで、こ
の問題を解決し、感謝の気持ちや思い
を贈り物というカタチにすることで、多くの
人々の幸せを生み出せると考えた。

私たちはアンケートやインタビューなど様々
な方法を用いて意識調査や試用調査
を行った。そこで得られたターゲット層の
声に耳を傾けることで、枡の厚みという短
所を、写真を何枚も入れ替えることができ
るという長所に変え、新たな価値を生み
出すことができた。こうした調査を繰り返す
ことでPHOTOMASUをターゲット層が
求めるモノに近づけることができた。

初期の試作品では写真を１枚しか入
れることができず、枡の厚みなどをうまく
活かすことができていなかった。その後、
調査などを経て写真入れの部分を引
き出し型に改良したことで、枡の厚みを
うまく活かし、多くの写真や手紙などを
入れることが可能となった。これにより、
私たちのコンセプトに沿った魅力的な
商品を完成させることができた。

まず、SNSで販促動画を配信した。また
PHOTOMASUに込められた長寿・気を合
わせるといった思いや、誕生秘話などを掲
載したミニパンフレットを作成した。これらは
PHOTOMASUのターゲット層がプレゼント
選びでよく訪れる生活雑貨店の販売ブースに
設置する。多くの方に直接手に取って頂くこと
でPHOTOMASUに込められた思いを知っ
て頂き、敬老の日に枡を贈る文化を作りたい。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

現在、感謝の思いを伝えるギフト市場が成熟しているにも関わらず、敬老の日に関しては、
定番と言われる商品が少ない。そこに焦点を当てながら枡の特徴を活かす製品化の工夫
がなされていた。それは、フィールドでの調査が非常に優れていたからだと思う。
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食枡 枡技術商品
関西大学　徳山美津恵ゼミ	／小西沙也加、小川りな、伊崎一帆

ワンランク上のフォトジェニック料
理で差をつけよう

食枡は、5号枡の形をそのまま活かした、
枡の器である。そもそも日本の伝統的な
食文化と共にあった枡であるが、現代の
ライフスタイルで、日常的に使うシーンは
めったに無い。一方で、現代の食生活と
切っても切り離せないのがSNS。枡本来
の美しさや質感の良さを活かし、思わず
写真を撮ってみんなに見せたくなる”フォ
トジェニック料理”のための器として考
案されたのが、この商品なのである。

20代の男女にとって枡は身近なもの
ではないという調査結果から、若者
にリーチできる枡商品が必要と考え
た。また、Ins tagramにおける料理
写真投稿の流行や、枡を器に用い
た抹茶ティラミスの人気をヒントとし、
伝統工芸品と食の親和性を武器
に、写真SNSありきの商品を企画し
た。

器としての利便性や、ホームパー
ティーでの使用などを考慮し、大きさ
は5合枡に決定した。また、あらゆる
食品を想定して、内側の表面にはウ
レタン加工を施すべきだとわかった。
底面を黒く塗ることで、料理の色彩
がより一層引き立つ効果を狙った。

“中川政七商店”のような、伝統工
芸品のセレクトショップを販路とする
ことで、少し良いものにお金を出すこ
とは厭わないが、枡を使ったことがな
い、使い方がわからない人たちに手
に取ってもらえると考えた。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

Ins t ag ramなど今時の若者の行動に注目している点は鋭いと思いますが、桝についても
真剣に研究してもらいたかったと思います。そうすると、より現代的な桝の使い方を提案でき
たのではないでしょうか。
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家族の思い出つくり枡 枡技術商品
四天王寺大学　天野了一ゼミ	 ／川本藍、橋本博人、野坂龍馬、門野凌太

家族の絆、思い出、人生の節
目、誕生から死までを重ねる枡

誕生日、記念日、家訓などを本体に記
し、思い出に繋げていくことができる枡で
ある。結婚など人生の節目や、新しい家
族ができた時、亡くなった時などに、枡を
追加し、世代を超えて積み重ねていくこ
とで、家族の記録を永遠に残し先祖と
現代を繋ぐ架け橋となる。本体に書かれ
た文字だけでなく、内部にメッセージカー
ドとして隠された第二のメッセージを入
れることで、タイムカプセルのような存在
になる。名前や人生の節目のイベントの
際に枡を贈り合うという習慣を広め、日
本の新たな美しい「和の文化」へと繋
げていく商品である。

枡は頑丈で、落ちても壊れず、色々情
報が書け、小物も入る。位牌に比べ悲
しいイメージがなく、仏壇や宗教に馴
染まない家族のペットも、写真や思い
出の品とともに記録、保存する。恥ずか
しくて伝えられない家族への感謝の言
葉を忍ばせておくと、写真を何年か後
入れ替える時や、偶然に落ちた時など
に、「時が流れて伝わる」ことができる。

透明アクリル板の蓋、連結させる両面
テープ、メッセージカードと枡にぴったり
収まる柄の紙がセットになっている。ニス
塗装しておくとマジックで字を描いた時
に滲まないことも判明。中学生、高校生
の子供と一緒に取り組んだところ、入
学や卒業、旅の思い出やペットの思い
出、亡くなった先祖の話などをしながら
家族の絆を深める機会になった。

冠婚葬祭の引き出物として提供、販売
するほか、出産祝いとして産院で、お守
りとして神社や寺、教会で、写真店や
ギフトショップで、幼稚園、小学校の入
学祝いの記念品として、入社祝いに会
社から、など。販促商品として広告の効
果は、消耗品と異なり半永久的。値段
は５個セットと筆ペンつきで2000 円程
度、追加単品500円程度。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

大学の校訓である「和のこころ」とは何かを考え、家族を大切にすべき、という点から企画を
スタートさせた。中高生の子供達が、家族やペットの写真を入れて作ることで楽しく家族の
絆が深まることが証明された。製品としてさらに加工度を高め高付加価値化の工夫を。
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植木マス 枡技術商品
首都大学東京　水越康介ゼミ	 ／橋目勝太、出本悠帆、中川潤

世 界 中で馴 染んで使える
MASUを

私たちは枡技術をガーデニングと結び
付けて製品を企画した。コンセプトは
和室、洋室どちらにも合う卓上型プラン
ターである。なぜこのようなコンセプトにし
たかと言うと2020年に行われる東京オリ
ンピックにおける訪日外国人のお土産
需要が高まると考えたからである。普通
の枡では外国人の方に母国に帰ってか
ら使ってもらえないと考え、デザイン性、
機能性も伴った台形型にした。また、
機能面では根腐れしないように台形型
西、防腐剤を塗り、撥水のための穴を底
に開けた。

私達はモノを入れるという枡本来の
用途から離れないことと、外国の人
でも使える製品にしたいという2つの
点を重要視した。そこで周辺の商業
施設などを観察していき、どのようなも
のならば上の2点に合致し、今回の
テーマである枡の技術を応用できる
かなどを考え、植木鉢の製品開発を
開始した。

まず寸法を決めてダンボールを使っ
てどのようなサイズ、デザインにするか
を模索した。その後大学の木工室を
利用して実際に木材のカッティング
加工を施した。小型で倒れにくい、且
つ植物の根腐れを防ぐシンプルな台
形のフォルムでどのような部屋コンセ
プトにも使えるようなデザインにした。

私たちは訪日外国人にまず枡言うもの
を知ってもらうためにTwitterで英語
の製品ページを開設した。フォロワーは
外国人のみで2000人以上に達し、リ
ツイートによる波及効果も考えると世界
各国10000人以上の方々に枡と植木
マス、そして日本を知ってもらうことができ
た。今回、資金や人手では最適のプロ
モーション活動ではないかと考えた。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

ターゲットを検討する上で海外顧客を念頭に置いただけではなく、ソーシャルメディアを用
いて実際のターゲットにアプローチし、マーケティングを十分に展開することができた。重要
なのは製品そのものではなく、一貫したマーケティング戦略であることが確認できた。
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枡デコレーションキット 枡技術商品
帝京大学　石田大典ゼミ	 ／福原花音、高寧、森美陽

枡を自分流にDIY!

枡デコレーションキットは枡の本来の形
を壊さずに、様々な使い道を提示するた
めに企画したものである。自然な香りを
楽しめるのはもちろん、デコレーションした
枡に愛着を持てるのがこの商品の最大
の特徴である。枡は縁起物であるため、
お祝い事がある時に最適な贈り物とな
る。気持ちを込めてデコレーションした枡
をプレゼントすれば、自分の思いも相手
に伝わりやすくなるだろう。プレゼントとし
ても自分用としても使えるようになる枡デ
コレーションキットは、枡の価値をより多く
の人に知ってもらえるような商品である。

企業様の既存の商品である枡のさ
らなる売り上げが期待できるものを考
えた。調査の中で、枡の知名度は高
いのに対して、実際に買いたいという
購買意欲が低いということが分かっ
た。原因として枡の使い道が狭すぎ
るという事が挙げられた。そこで枡の
使用方法を増やせる商品を開発し
た。

枡の新たな一面を見せられるように
和柄をはじめ、ピンクにフリフリの素
材など、様々なパターンを制作した。
実際に枡にデコレーションすること
で、商品のイメージがしやすいように
工夫した。試作品製作の中で自分
たちが感じたことや、気づいたことを
受けて、商品をより良いものにすること
ができた。

Facebookでのいいね！数の獲得に
力を入れた。その結果、７００以上の
いいね！をもらうことができた。試作品
や制作過程の写真を載せ、商品の
魅力に気付いてもらえるように心がけ
た。特に海外の方からの反応が多
かったため、英語・中国語での投稿
やレスポンスをし、海外のユーザーに
も分かりやすいようにした。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

枡に飾りをつけることでオシャレな小物に生まれ変わらせるという、女性チームならではのアイ
ディアだった。秋カン後に方向性を転換させたため、少ない時間でのコンセプト開発だった
が、結果的に彼女たちが消費者として欲しい枡の企画を提案できたのではないだろうか。
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贈りマス 枡技術商品
獨協大学　陰山孔貴ゼミ	 ／中村英也、佐藤大樹、斉藤多栄、樋口誼美

思いやり　シューズと枡で　結
びマス。

「贈りマス」は赤ちゃんが初めて履く靴で
あるファーストシューズを贈る際のギフト
ボックスとして使用する枡商品である。
枡を制作する際に発生する削りかすを
シューズ内に入れる事によって型崩れ
を防ぐシューキーパー的役割を果たす。
また、ヒノキに含有する成分である「ヒノ
キチード」の効能によって化学物質を
使わずに防菌・防臭を行うことができる。
二次利用として履き終わった靴を枡の
中に収納し玄関などに飾ることができる。
商品には誕生日や名前、写真などの印
字も可能であるため、世界に一つだけの
モノを贈ることができる。

量器として利用される枡であるが、今
回着目した点は出産祝いなどの祝い
事に枡を贈るという文化面である。また
ファーストシューズは、欧州ではお守り
として扱われ、日本でも初めて履いた
靴を保管する世帯が多いことが調査
で判明した。これらの点から枡を用い
てファーストシューズを贈る文化を創
出できると考え商品企画を行った。

実現可能性を高めるために枡その
ものを利用し、飾った時にファースト
シューズが目視できるようにフタを透
明にした。枡の寸法に近い段ボール
を使用していくつかサンプル品を制
作し、その後枡と乳児用シューズを
購入し、実際に飾った時に適度な大
きさとなっているか検証を行った。

ターゲットは赤ちゃんをもつ親御さん
や祖父母の方になるため、赤ちゃん
製品販売店にてチラシ配布の交渉
を行った。また、販売方法は大橋量
器ホームページだけでなく、ファースト
シューズを扱うお店でも販売が行え
るよう交渉を行った。一つ一つ可能
であるお店を増やすことを行なって
いった。

指導教員
陰山孔貴先生
からのコメント

日本の枡の文化と欧州のファーストシューズの文化を掛け合わせた面白い企画となった。た
だ、見た目が既存の枡と変わらないのは少し残念だった。4人の個性を知る私としては4人
全員の力が出しきれれば、もっと良い企画になったと感じている。今後の4人に期待している。
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枡学 枡技術商品
中村学園大学　明神実枝ゼミ	 ／天野延彦、麻生紗世、中村楓

枡で伝える伝統

これは商品ではなく、販売促進方法の
提案である。大橋量器様の二合枡の
形は何も変えずに販促方法だけを変え
た。その販促方法とは、小学校に枡を購
入してもらい、その枡を使った授業を行う
というものである。枡が縁起物であること
から、６年生の卒業制作で枡のボックス
アートを作り、枡をもっと身近に感じても
らうことを目的とした。また、大橋量器様
の工房のある大垣市の小学校を対象と
したもので、小学生の頃から枡に触れ、
もっと枡の良さを感じることが伝統工芸
品の衰退という大きな社会問題解決に
も繋がるのではないかと考えた。

現在、日本の伝統工芸品産業は衰退
していることが分かった。そこで伝統を学
ぶ機会がある小学校の授業に着目し
た。私達は観察から小学校の授業で
伝統を学ぶ機会のある授業がある事を
知った。その授業を活かし枡の事を小
学生に知ってもらう事で、日本の伝統工
芸品衰退の社会問題も解決でき、枡に
ついて興味を持ってもらえると考えた。

実際に大橋量器様の一合枡を使用
して制作をしたが、枡のサイズが小
さく小物等が入らなかったため、ワン
サイズ大きめの二合枡を使うことにし
た。二合枡を使うことにより、小物が
入りやすくなり、色も塗りやすいため、
ターゲットである小学生も作業しや
すいように配慮している。

販促方法は小学校側に６年生の生
徒分の二合枡を購入して頂き、大橋
量器様は二合枡と授業で使う配布資
料を同封のうえ、小学校側に提供して
いただく。授業時間は3時間を想定し
ており1時間は資料を使って枡につい
て学び、その魅力を理解して興味を深
め、残りの2時間を使って、実際に各自
オリジナルのボックスアートを作成する。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

伝統ある枡の新しい商品ではなく、新しい使い方を企画したことは斬新で、なるほどと思わ
された。また、新しい使い方を実践するプロセスが丁寧にシミュレーションされ、必要なグッズ
も準備されている点で、完成度も高い。「いいね」数が少なかったことは悔やまれる。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 51

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

macure  枡技術商品
日本大学　横山斉理ゼミ	 ／鶴内吾央、東晋平、東和田美彩

どんなシーンにもマッチする
カトラリー置き

macureは、和と洋のカトラリーが同時
に食卓に並ぶことで発生するカトラリー
渋滞を解決する新しい箸置きである。従
来のカトラリー置きとは違い枡本来の形
のまま机の上に置いてもインテリアとして
活用できるので収納場所を必要としな
い。macu r e最大の特徴は、あられ組
の組み合わせを自由に変えることで、菜
箸置きや薬味置き、コースターなど様々
な形に姿を変えられることである。つまり、
macureはターゲットのアイデア次第で
何度でも生まれ変わる商品なのである。

日本の今の食卓では和洋様々な食
事を同時にとるため、カトラリーが混
雑する状況が見受けられた。また、イ
ンスタグラムで晩ごはんと検索したと
ころ、今でも家庭で箸置きが多用さ
れており、様々なカトラリーを置けるも
のがあればいいのではと考察した。

商品自体が小さく、あられ組を作るの
に大変苦労した。また商品自体がシ
ンプルなためただの枡で終わらない
ような工夫が必要だった。そこで窪
みを作ることで箸置きだけでない他
の用途にも対応できる商品に改良し
た。これはプロトタイプを作る上での
気づきがあってこそできたこだわりの
ポイントである。

箸置きというハッシュタグも存在し、お
しゃれな料理とともに箸置きをワンポ
イントとして画像をアップしている家
庭が多いことから、インスタグラムでの
販促を想定する。また、ターゲット層
の主婦が多く購読する主婦向け雑
誌、それに付随するネット掲示板にお
いて多様な使用方法を紹介すること
が効果的であると考えられる。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

「伝統のいまのカタチ」というテーマをよく体現できていたと思う。最終的なコンセプトを定め
るのに時間がかかったため、細部の作りこみが足りなかったか。ただ、このチームは一貫し
て粘り強く真摯にテーマと向き合っていたので、教員としてはそこを高く評価したい。
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カスタ枡 枡技術商品
流通科学大学　東利一ゼミ	／立山祐希、小吉慶、内田優希

自由に組み換え、形を変えること
が出来る小物入れ

「カスタ枡」は、枡技術のあられ組を応
用した組み立て式の小物入れである。
その特徴は、消費者の気分やニーズに
合わせた形にパネルを組み換え、オリジ
ナルの小物入れを組み立てることが出
来る点で、シンプルなデザインからインテ
リア用品としての機能も持ち合わせてい
る。また、材質がヒノキで作られているた
め、香りや肌触りが良いのも特徴だ。利
用してもらうことで、消費者にオリジナル
の小物入れを組み立て、工夫する楽し
さと便利さを提供が出来る商品だ。

私たちは、枡技術商品を開発するに
至って、テーマである枡技術の現代
活用に着目し、若い年代を対象に観
察調査を行った。大学生の部屋の
様子を観察していく中で、多くの学
生が整理整頓を出来ていないという
問題を発見した。その問題を解決す
るため「小物入れ」をテーマに製品
開発を開始した。

試作品制作は、ダンボ―ルを使用した
プロトタイプでおおよその形を考え、それ
をもとに木材で制作し、実際に組み合
わせられるのか検証するなどのテストを
実施する形で進めた。パネルの種類も
当初は四角形のみの予定だったが、
開発を進めていく中で、様々な消費者
のニーズに対応するためにパネルの種
類を増やし、より工夫できるようにした。

Sカレの製品ページに制作状況や
画像を投稿し、閲覧者に製品のこと
を分かりやすく伝えられるように構成
した。また、LINEとFacebookを活
用することで製品ページを多くの人
に見てもらえるように努力した。その他
にも、ターゲットである大学生へのア
ンケートを実施した際に、紹介ビラを
配布した。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

自分の好みで組み立てる「トランスフォーマー小物入れ」。小物入れなのに組合せ次第で
は「小物置き」にも「小物台」にもなる。市場調査でも芸術系の学生から圧倒的な支持を
得られたエッジの効いた商品と言えよう。そのクリエイティビティは脱帽もの！
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美販

もらってウレシい段ボール小物

手のくわえ方によって、さまざまな姿を見せる段ボール。A４サイズの

シート状段ボール“a SHEET”を１枚〜複数枚組み合わせ、受け

取った人に新しい価値や喜びを届ける段ボール小物を提案します。

商品化は、様々なパッケージデザインで段ボールケースや美粧ケース

などの企画・製造・販売をトータルに行う「美販」がサポート。

0 5 4	 gp

0 5 5	 すくすく知育

0 5 6	 DONEポスト

0 5 7	 G-connect

0 5 8	 虫滅ランプ

0 5 9	 OH!面

0 6 0	 段トラッシュ

0 6 1	 編みmaker

0 6 2	 もぐらたたキット

0 6 3	 Poi  Poi

0 6 4	 fumando

0 6 5	 カンボルダー

0 6 6	 Rol l -Fits

0 6 7	 はなまるクラフト

0 6 8	 ぼうかつカメさん
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ｇｐ もらってウレシい段ボール小物

青山学院大学　小野譲司ゼミ/齋藤雅也、前田麻衣、花井里帆、西村貴恵

キャンプ料理をもっとおいしく

ｇｐはキャンプ初 級 者に、キャンプで卵
料理を作れるという気づきを与える商品
である。段ボールの"衝撃に強い"という
特徴が市販のケースやパックより卵を割
らずにキャンプ場まで運ぶことを可能に
している。また、クーラーボックスに収まり
やすい長方形であること、使用後にリサ
イクルできるという点が、キャンパーにとっ
て魅力的である。ｇｐは、キャンプ初級者
のキャンプでの朝ごはんへのこだわりを
生み、キャンプ料理を今までよりもっとお
いしくする商品である。

段ボールの性質やノベルティというも
のの特性を踏まえてアウトドア業界に
着目した。はじめはBBQ場や公園で
の観察や、アウトドア用品店でのイン
タビューを行い、週 末はキャンプ場
に宿泊しての観察やインタビューを
続けた。そこでキャンプ初級者と上級
者の間にある"卵を持って行かない"
というギャップを見つけた。

卵を守れる構造を第一に考えた。段
ボールの性質を活かしつつ、運ぶ際
にかかると考えられる負荷（ 圧力や
落下の衝撃）に耐えうる構造に工夫
した。また、ｇｐは雑 誌の付 録として
考えているため、編集者の方にアド
バイスをいただき、よりキャンパーに興
味を持ってもらえるようにキャンピング
カーの形に設計した。

フェイスブックの更新の担当者を決
め、定期的に更新することで顧客と
のコミュニケーションを心掛けた。ター
ゲットの意 見を聞くためにアウトドア
ショップやキャンプ場でのアンケートも
積極的に行った。また、キャンプ上級
者であるアウトドアメーカーの方や編
集者、プロダクトデザイナーの方にもア
ドバイスをいただき、制作に活かした。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

ダンボールの特徴を引き出したこの企画は、アウトドア市場の丹念なリサーチから捻り出さ
れた。粘り強い落下実験やノベルティとしての可能性をチーム全員で探った力作である。ど
うやってキャンプの経験を変えられるか、これからが楽しみである。
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すくすく知育 もらってウレシい段ボール小物

大阪市立大学　小林哲ゼミ/爰河香織、志摩菜月、鈴木あさひ、竹原かほる

知育と出会う

私たちは、商品の販売を促進するので
はなく、お店の販 売を促 進するノベル
ティーを考えた。季節ごとに3歳以下の
幼児を対象とした知育のイベントを企画
し、そのイベント内でこの商 品を使用す
る。それにより、ノベルティーを必ず使って
もらうことができ、このイベントによる集客
がお店の売上をアップさせる効果が期
待出来る。この商品は段ボールに絵の
具を使って手形を押し、組み立てて立
体が完成する。様々な色彩に触れ、指
先を使うことは、色彩感覚の養成や大
脳の発達を促進させる。

少子化が進み玩具の市場規模が縮
小する中で、知育玩具の市場規模
は拡大していることに着目した。さらに
多くの母親が子育てにおいて自由時
間が少ないことを負担に感じており、
実際、赤ちゃん用品店では、母親の
子育てを助けるイベントを店頭で行っ
ている。そこで、店頭でのイベントと知
育を組み合わせた商品を考えた。

企業に訪問し、子育ての実態や商
品へのアドバイス、店頭イベントの目
的と効果についてうかがった。さらに
いくつかの試作品を保育園児に体
験してもらい、商品へのリアルな反応
を見た。それぞれの商 品への反 応
の違いや、機能性等を参考にしなが
ら、プロトタイピングを重ねていった。

商品のターゲットは、子育てをする親
世代であるため、私たちと同世代の
人だけでなく、幅広い世代の方にファ
ンページを認知してもらった。さらに、
この商品を使用したイベントを認知し
てもらう方法として、インスタグラムや
フェイスブックなどのSNSを利用しよ
うと考えている。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

母親にとって関心が高い知育に注目し、店のプロモーション・イベントに段ボールを利用し
ようという発想は興味深い。ただ、このイベントで、段ボールを使用する必然性、さらに言え
ば、この企画である必然性をもう少し説明できれば、なお良かったと思う。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 01656

DONEポスト もらってウレシい段ボール小物

神戸大学　栗木契ゼミ/石津谷有里乃、梅澤拓希、嶋泰寿

子どもの”できた！”を
親に届けるポスト

DONEポストは子供と保護者を繋ぐ工
作キットである。Ａ４の２枚のシート状ダ
ンボールを使い、型抜き、お絵描き、組
み立てのステップで簡単に作ることがで
きる。親子で一緒に作り、楽しむことがで
き、完成した後も手紙交換用のポストと
して使うことができる。このキットは、組み
立てによる子供の知育の手助け、お絵
描きによる子供の個性磨き、手紙交換に
よる親子交流の広がりという３つのメリッ
トがある。また、子供に手紙交換の楽し
さを知ってもらうことで、手 紙 文 化の振
興を進める効果も期待できる。

メンバーの一人が卒園した幼稚園にご
協力いただき、園児による工作過程の
観察、保護者へのアンケート調査を行っ
た。商品へのお絵かきには個性が観ら
れ、また先生からは、平面から立体へと自
らモノを制作することは知育につながると
いう評価を頂いた。アンケートでは、ポスト
を介してもらった子供の手紙に感動した
という好意的意見が観られた。

企業様から、とにかくプロトタイピング
を繰り返すべし！と言われたので、とに
かくプロトタイピングを繰り返した。ポス
トという機能を果たすためにモノが入
るサイズを確保しつつ、幼児が十分
に扱えるサイズでもある必要があると
いうトレードオフの関係をうまく調整す
るのが難しかった。

テーマが販促ノベルティ商品であることと
いう制約から、日本郵便や神戸のスポー
ツチームに訪問し、営業活動を行なっ
た。商品を企画するだけでなく、商品を売
る経験もできたのは有意義だった。
売る際には、どのように使えば効果が最も
発揮されるのか、相手企業にとってのメ
リットは何かを考える必要があった。

指導教員
栗木 契先生
からのコメント

郵便ポストに手紙を投函する時に感じる、託す気持ち。ウェブにはないリアルの手紙ならでは
の心の動きだ。幼稚園の子供たちに段ボールを使ったポストのキットを提供し、この楽しさを
体験してもらう。子供たちの反応は上々。反省点は、段ボールを使う必然性の掘り下げか。
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G - c onnec t  もらってウレシい段ボール小物

近畿大学　廣田章光ゼミ/中野僚、渡辺勇次、森田将行

ギター初心者が
弦の張り替えに感じる不満を解消

G-connect (ジーコネクト)はギターリスト
の永遠の悩みである弦の張り替え作業
時のあらゆる不満を解消する商品であ
る。初 心 者であれば、その作 業の不 満
ゆえにギターをやめてしまうこともあるほど
の現状から脱却するための史上初のソ
リューションアイテムである。設 計はA 4
段ボール1枚でできており、組み立てて
使用する。上部と下部にパーツが分か
れており、下 部は広 告スペースとしても
活用可能。開発過程で検証を行ったギ
ター初心者55人の全員が欲しいと答え
る本当にもらってウレシい商品である。

ターゲットを自分たちに設定し、自ら
の不満を徹底的に洗い出した。その
中でも特に限定された、しかし確かに
ニーズのあるギターの弦の張り替え
作業に着目。ギターリスト70人に対し
てアンケート調査を行い不満部分の
確認を行った。その中で初心者によ
り大きな不満とニーズを発見し、ター
ゲットを特定した。

アイデアを素早く試作品作成に繋げ、実
際に弦の張り替え作業で効果を検証。そ
こで見つかった課題を素早く改善し、再
び試作品を作成し効果を検証するとい
う作業を徹底的に繰り返し最善の形を
追求した。試作品はターゲットに実際に
使用してもらい、その都度満足度を確認。
またBtoB商品であるためコストダウンを
考慮し、A4一枚での設計にこだわった。

販売先と想定した楽器店を訪問し、
商談を行った。楽器店で期間を限定
したキャンペーンを開催し初心者向
けのスタートキット購入で無料配布さ
れる販促ノベルティとして展開。広報
活動の一環としてクラウドファンディン
グを活用。ネットを介し認知度を高め
ると共に、近畿大学のネームバリュー
を活かした宣伝効果も考慮した。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

学生の商品企画の可能性はまさにこの勝ち方しか無いというモデル的な展開。解決課題の
明確さ、企画のシャープさ、試作品の完成度は抜群。楽器店を訪問し商談までまとめ上げ、
クラウドファンディングへの話を付ける行動力はどのチームにも負けない。世界を変える商品。
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虫滅ランプ もらってウレシい段ボール小物

四天王寺大学　天野了一ゼミ/宇野貴之、木崎慎吾、西祐輝

アウトドアで蚊をキャッチする、
段ボール製使い捨て捕虫器

キャンプ場、バーベキューなどアウトドア
では、夏 場 、蚊に悩まされることが多い
中、本 品は気になる蚊を捕虫できる段
ボール製の捕虫具である。内部に市販
のランプが入っており、ムーディーな照
明としても楽しめる。殺虫剤や蚊取り線
香と違い、薬品も火も使用しないので、ア
レルギーの人や、赤ちゃんや子供がいて
も火事にならず安心。子供がお絵かきを
して、様々な形の窓をあけ、家族の思い
出として楽しみながら工作することができ
る。使用後は簡単にバーベキューの炭
とともに焼却破棄できるため、環境にもや
さしい。

蚊の生態を調べたところ、吸血するハ
マダラカやイエカは夜行性で、夜間の
かなり早いうちから室内に入ってきて潜
んでおり、主に深夜に活動することがわ
かった。また、昼光色や電球色よりも、
紫外線領域である360nm波長に反応
して集まることが判明している。可視光
線に加えて、紫外線波長を含むLED
ライトを探し、試作することにした。

A4サイズの段ボールを四つ折りにし、
内部には蚊を捕まえる両面粘着テープ
を貼り、逃げないよう流し台用ネットで
上下を覆った。本体には星型などの楽
しい切り抜きを入れ、周囲にサインペン
で絵を描いた。光源には、百円ショップ
などで簡単に手に入る、市販の暗記用
あるいはレジン固化用のLEDランプ、
LED 蛍光灯を使用した。

アウトドア用品店、ディスカウント店な
どで、バーベキュー用木炭のノベル
ティ商品、店のノベルティ商品として
提供する。商品やお店のロゴを入れ
ることにより、様々な販 促ツールとな
る。L E Dライトの売り場で組み合わ
せての販売も可能であるほか、キャン
プ場などで親 子の楽しい実 益を兼
ねた工作材料としても販売できる。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

ハエやゴキブリの捕虫器具はあるのに、蚊に使用できるものが市販されていない、というとこ
ろから発想をスタートした。冬場に入り蚊がいなくなったため実験できなかったが、捕虫効
果がどれだけあるか、どんなな光源が適しているかを実証していく必要がある。
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OH！面 もらってウレシい段ボール小物

専修大学　奥瀬喜之ゼミ/山本真梨南、千葉誠、早川直毅

家飲みで楽しいを演出し
ビール市場の活性化を促す

O H！面は大 学 生の家 飲みを楽しく演
出できる商品である。ビールを包んでい
る段ボールにはミシン目で切り込みが入
れてあり、切り抜くとお面として使うことが
できる。普段の何気ない家飲みに遊び
感覚を与え、非日常的な写真も撮れる。
梱包されるビールは大学生でも飲みや
すい、匂いや苦さがないビールとする。
このようなビールの存在を知ってもらい、
ビールを飲むきっかけになれば、大学生
のビール消費量が上がり、ビール市場
の活性化につながると考える。ビールは
スーパーで梱包する。

まず、もらってうれしいとはどういうことか
を検討し、「楽しい」ことであると考えた。
またゼミナールOBの方にいただいたア
ドバイスを踏まえ、お酒は嗜好品であり
市場が成長し続けているため、この市
場に焦点を当てた。さらにアンケート調
査を行い、大学生の苦手なお酒の種
類と理由を調べた結果、ビール市場に
市場開拓の余地があると考えた。

段ボール自体の特性の調査や競合
商品との比較を行なったうえで、どの
ように楽しさを演出するかを重視し、
イメージを固めた。試作段階で最も
困難だったことは、スーパーでビール
3本を梱包する作業を簡単にすること
を想定して、シンプルな構造にするこ
とだった。また、楽しさを演出するデザ
インを考えることの考案にも苦労した。

大学生のSNS利用率は非常に高く、写
真を撮って投稿する行為が頻繁に行わ
れている。
その投稿は他の大学生に同じ行為をした
いという気持ちを起こさせる。それほどまで
にSNSが大学生に与える影響力は強いこ
とがアンケート調査により示された。この影
響力を利用することでターゲットである大
学生自身に商品の拡散が期待できる。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

梱包材として使用された段ボールが、飲み会を盛り上げるためのアイテムになるというアイ
ディアは面白い。ただ、そのようなアイテムはお面に限らないはず。家飲みについてのリサー
チをもう少しするとよかった。お面のデザインに関してももう一工夫ほしかった。
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段トラッシュ もらってウレシい段ボール小物

帝京大学　石田大典ゼミ/張旭東、堀江慎、井上怜奈

ゴミ捨ても勉強も効率アップ

机の上に置くことでいちいちゴミ箱のとこ
ろへ行かなくて済む簡易的なゴミ箱であ
る。これを活用することで椅 子から立ち
上がるという手間が省けるのはもちろん、
机の上が散らからないことがこの商品の
利 点である。また、ゴミ箱を組み立てる
際、A４サイズのダンボールを最大限に
生かした設計なのでゴミが出ない、のり
やセロハンテープなどの接着材を一切
使わず、切れ込みの部分を交差させる
だけの簡単な組み立てという２点がこの
商品の最大の特徴である。さらに、持ち
運べるので図書館などで勉強する際に
持っていくという活用法もある。

テーマがもらってうれしいダンボール小
物なので実用的で尚且つ一番身近な
大学生に向けたものが良いのではない
かと考えた。大学生ということで家で勉
強する際に不便なことはないかと話を聞
いたところ、消しゴムのかすなどで机の
上が散らかる、ゴミ箱が遠くて捨てに行く
のが面倒という問題が分かった。それら
を解決するため商品開発を進めた。

ゴミ箱ということで組み立てる際にゴ
ミが出ないような設 計にした。また、
使い捨てのゴミ箱なのにわざわざの
りやセロハンテープを使うのは商品と
して需要がないと考え、接着剤がなく
てもきちんとゴミ箱としての役割が果
たせるデザインで見栄えが良くなるよ
う工夫した。

友人に実際に使ってもらい、貰った
感想をもとに商品の改良に努めた。
また、改良するたびにSカレの製 品
ページに画像を添付して更新し続け
た。さらに、Twi t t e rやFacebook
といったSNSを使って、友人だけで
なく全国各地の大学生にこの製品
を知ってもらうように呼び掛けを行っ
た。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

小型のゴミ箱は、大学生の勉強机の写真を分析するという観察法のもとに生み出されたア
イデアである。この商品の大きな特徴は、A４の段ボール・シートを余すことなく使って組み
立てられる点である。この設計は、試行錯誤を繰り返した彼らの努力によって実現された。
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編みmaker  もらってウレシい段ボール小物

獨協大学　陰山孔貴ゼミ/大久保昂輝、黒川瞳冴、宮嶋彩乃

超カンタン、「編みmaker」で
毛糸小物を

「 編みm a k e r 」は初 心 者 向けの編み
物キットである。A4サイズのシートを線に
沿って切り、組み立てると完成する。説
明書を付属させることで毛糸があればマ
フラーなどの小物を手軽に編むことがで
きる。段ボール製であり簡単に使い捨て
ができるため手芸用品店に売られてい
る他の編み物キットと競合せず、気軽に
編み物を楽しむことができる。「お金がか
かる」という編み物に対するイメージを払
拭し、編み物をこれから始めようとする人
の背中を押すことを目標とした商品であ
る。

近年、「minne」を代表とするハンド
メイドアプリが大人気となっている。ま
た、連続テレビ小説でも編み物が登
場するなどハンドメイドブームが高まっ
ている。しかし、編み物を始めるために
は多くの用具や本を購入する必要が
あり、編み物を気軽にはじめることは
難しい。そこで、毛糸を買うだけで編
み物を体験できる商品を提案した。

切り取り線を入れることで簡単に組
み立てることができるようにした。より
手軽さを求めて接着剤を使用せず、
切込みに「はめこむだけ」で完成す
るように試作を重ねた。また、シートの
余っているスペースを活用して、マフ
ラーに付属させるボンボンが作れるよ
うにした。

実際に「編みmake r」の使い方を
動画でファンページにアップすること
で顧客が簡単に編み物をできること
をイメージしやすくした。また、ワーク
ショップの企 画 書を手 芸 用 品 店に
持参し、交渉を重ねた。これらの取り
組みで「編みmaker」の商品化をよ
り実現性の高いものにした。

指導教員
陰山孔貴先生
からのコメント

一生懸命、3人で時間をかけてアイデアを出していた。途中はどうなることかと思ったが、最
後には面白いアイデアにまとめたと思う。また、3人のまじめなキャラクターが商品に反映され
ている。今後は、さらなる「枠を越えた」3人の「行動」を楽しみにしている。
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もぐらたたキット もらってウレシい段ボール小物

中村学園大学　明神実枝ゼミ/田中杏佳、堤文香、古川修一

にゃんこと飼い主の
Happy Life！

もぐらたたキットは「猫ともっと遊びたい！」
という飼い主たちの声から生まれた猫向
けのおもちゃである。多数の穴が開いた
箱状の段ボール「もぐらたたキット」の内
側から飼い主が指や猫じゃらしを出した
り、引っ込めたりすることで猫がそれをもぐ
らたたきのようにパンチして遊ぶ。飼い主
もスリルを味わいながら楽しめる。従来の
猫向けの段ボールおもちゃの大きくて折
りたためない、塗料が使われている、作
ると手間がかかるという三つの不満を解
決した商品である。

私たちは、既に段ボール製のおもちゃ
や爪とぎの商品がある「猫」に着目し
た。猫カフェや猫の飼い主に話しを聞
くと、既存の段ボールおもちゃに対し
て大きくて折りたためない、塗料が使
用されている、買うと高価だが作ると
手間がかかるという不満があることが
分かった。この問題を解決するために
製品開発を開始した。

コンパクトさと強度を重視し、何度も
試作品を作成した。猫カフェで試作
品を検 証し、実 際に猫の反 応や飼
い主の意 見を取り入れて改良を重
ねた。その結果、独自の展開図を考
え出した。収納性、簡単に組み立て
られる、猫が遊んでも壊れにくいとい
う強みを持った商品となった。

販売促進にはSNSを利用し商品の専
用のアカウントを作成した。twitterなど
にリンクを張り、商品の認知向上に努め
た。また、閲覧者に活動内容が分かりや
すいように商品の説明や実際の使用動
画や写真を多く使用し、配信した。猫の
飼い主達に商品を使用してもらったり、猫
カフェやペットショップの販売企業とコン
タクトを図ったりして、改善していった。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

猫の飼い主の話をよく聞き、彼らの立場に立って考え、既存品では満たされていない細か
なニーズをよく見つけ出した。試作と試用調査を繰り返し、猫に関わるあらゆる方々にインタ
ビューを行い、複数あったアイデアから１つに絞り込んでいった行動力は素晴らしかった。
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Po i  Po i  もらってウレシい段ボール小物

南山大学　川北眞紀子ゼミ/稲毛美紀、木下奈々、小西圭香、市川智奈仁

ナプキンも悩みもいっきにポイ！

P o i  P o iは、女 性が使用済み生 理用
ナプキンを捨てられない時に使用する、
持ち運び用簡易サニタリーボックスであ
る。一人暮らしの男性の家や女性が数
名の企業に行ったときなど様々な捨てら
れない場面で活躍する。段ボールのその
まま捨てられる、破れにくい、ニオイをきに
しなくていい、中身が見えないといった特
徴を生かしている。そのため、使用済み
ナプキンをPoi Poiにポイ、さらにそのまま
ゴミ箱にポイでき、持ち帰りやすくかつ捨
てやすい商 品である。人の家などで使
用済みナプキンを捨てられない女性の
悩みを解決する商品である。

現在人の家などで使用済み生理用ナ
プキンをどうしているか調査したところ、
約半数もの人が捨てられず持ち帰って
いることが分かった。また、持ち帰り方や
持ち帰る際の悩みなどを調査すると、ニ
オイやビニール袋の破れやすさ、不衛
生なものだからもう一度触りたくないとい
う意見があり、その悩みを段ボールの
特徴を生かし解決しようと考えた。

生理独特の臭いを段ボール特有の密
閉性を高めることによって防臭する為、
匂い漏れがしないようミリ単位で試作品
を作成し、蓋や接合部分は隙間が出
来ないように計算した。また、持ち運ぶ際
に鞄の中で形が崩れないよう、組み立
てた時の形は最も強度が強い形を考
え、組み立てやすさ、大きさにも実際に
女性の声を取り入れながら作成した。

企 業に商 談を持ちかけ、生 理 用ナ
プキンやインナー、サニタリー商品の
販促ノベルティ商品として販売する。
Poi  Po iは、既存商品になく認知度
も低いため、初めはイベントなどでの
無料配布で認知度を上げノベルティ
としての価 値を高める。その後 店 頭
POPなどを使用しつつノベルティとし
て商品購買の活性化を狙う。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

メンバーが留学に行ったり、体調を崩したりと、いろいろありましたが、それでも粘り強く続ける
ことができました。B to  Bのユーザーを探そうと、お店や企業をたくさんあたり、たくさん玉砕
したけど、逆転のように良い話に繋がったのは、諦めなかったおかげですね。
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f umando  もらってウレシい段ボール小物

阪南大学　水野学ゼミ/土谷幸誠、大谷風花、山本裕介

手軽にハイクオリティな燻製を

最近よく耳にする燻製。やってみたいが
難しそう。そんな燻製を初心者でも簡単
で手 軽に挑 戦することが出 来るノベル
ティ商品。使い方は簡単。家庭のキッチ
ンにあるアルミホイルと竹串を本 製 品と
一緒に使用することで本格的な燻製を
楽しむことが出来る。本製品の組み立て
にはカッターナイフや接着剤などは要ら
ないので手軽に組み立てることが出来
る。本 製 品はシート状なので、キャンプ
などに持っていく際にもかさばることがな
い。さらに、使用後はダンボールなのでそ
の場でゴミとして処理することが出来る。

燻製の加工食品が近年増えてきて
いることに気が付き調べてみたとこ
ろ、燻製が流行り出していることがわ
かった。しかし、燻 製自体を実 際に
挑戦する人は少ない。その原因は、
燻製機が高価格だからだ。そこで、
燻製機をノベルティにすることで今ま
で燻製をしたことの無い人が簡単に
挑戦することが出来ると考えた。

試作品にはハイクオリティと丈夫さ、
そして手 軽さの追 求を行った。ダン
ボールは火に燃えやすいのが問 題
であったが、どこの家庭にもあるアルミ
ホイルを使用することで問題を解決。
さらに網を使わなくても燻 製 出 来る
準備の手軽さを考え、こちらもどこの
家庭にもある竹串を使用することにし
た。

小売店が燻製ウッドの各メーカーに
協賛を求めることで、ノベルティに掛
かる費用の負担を軽減することが出
来る国民共済方式をとる。協賛に参
加してもらう企 業のロゴを製 品にカ
ラーで印 刷を行う。協賛により費用
の負担が軽減することで、ハイクオリ
ティで効 果の高い高 価なノベルティ
商品を販売することが出来る。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

最後の最後でようやく、勝ちに行く商品から自分たちの欲しい商品に。試作の精度も高かっ
たが時すでに遅し。マーケティングプランに手を付ける時間がなく、「机上の空論」になって
しまった。結果＝才能×努力。努力係数をもっと高めて欲しかった。
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カンボルダー もらってウレシい段ボール小物

法政大学　杉浦未樹ゼミ/田澤雅也、高田悠乃、山田絵里子

缶ビール+ダンボールで
リアルなジョッキ体験！！

カンボルダーは、バーベキューや家での
飲み会など、缶飲料が多いイベントを盛
り上げる商品であり、そのための機能が
２つある。１つ目は、拡張現実を用いた
デザインにより、アプリで表面のマーカー
を認識するとリアルなジョッキに変化する
というものである。このジョッキを使って飲
み会などで体を動かしながら盛り上がる
ゲームをすることができる。２つ目は、ダン
ボールの素材特有の保冷機能である。
ペットボトルホルダーと同程度の保冷機
能があるため、飲み会を楽しんでいる間
も、飲み物を冷たいまま保つことができ
る。

渋谷駅、横浜駅、そして下高井戸駅の
三か所で無作為に選んだ男女７０名に
ノベルティに関するアンケートを実施し
た結果、飲料に附属しているノベルティ
に最も需要があることが分かった。また、
ノベルティには機能性や実用性を求め
られていることも分かったため、段ボー
ルの特性を活かした機能を持つノベル
ティを考案することにした。

私たちの考案したノベルティを実際
に商 品に付 属させると考えた場 合
に懸念される点や改良すべき点はイ
オン株式会社マーケティング本部の
方々にノベルティのプレゼンをした後
直接ご指摘いただいた。そのご指摘
を考慮したうえでコスト計算からディ
スプレイの仕方まで綿密に販売計画
を立てた。

デザイナーと何度も話し合いを行い、
空気の対流が少なくかつ安定性を
重視した上で組み立てが容易にでき
るよう試行錯誤した。また、AR技術
を専 門とする大 学 研 究 室とともにア
プリ内容を考えつつ、そのアプリと連
携できるようなデザインにするため工
夫を凝らし、た。実際にアプリのプロト
タイプを共同制作しプレゼンした。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

先入観を持たず街頭アンケートでノベルティの王道を探り、ターゲットを絞る中で保温から
保冷へと切り替え、さらにビールに焦点を定めました。秋カンあとコストの点を流通業企業様
から指摘され、ＡＲ技術を強化し共同開発しました。明快なプレゼンが強みでした。
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Ro l l - F i t s  もらってウレシい段ボール小物

山口大学　藤田健ゼミ/松原孝也、鯉谷美緒、大田理花

すっきりまとまるベルトの居場所

この商品はベルトを丸めて収納するため
のケースである。消費者はベルトの収納
について問題点を抱えているが、ベルト
専用の置き場所がないといった理由か
ら、ベルトを放置にしていることが多い。こ
の商品はベルトの居場所を提供すること
で、ベルトがすっきりまとめて収納できるよ
うになる。そして、使わないベルトが無造
作に広がったり、ハンガーから滑って落
ちたりする心配がなくなる。さらに、色の
違うケースを並べて「見せる収納」にし
たり、ケースの向きを変えることで普段使
わないベルトを「隠して収納」したりする
使い方もできる。

消費者の現在のベルトの収納に関
する問題点を調査したところ、①引き
出しに丸めて収 納しているがベルト
が広がって洋服の保管場所を奪っ
てしまう、②ハンガーに掛けて収納し
ているが滑って落ちてしまうといった
問題点があがった。そのような収納
を続けている理由は「ベルト専用の
置き場所がない」からであった。

段ボールの「安っぽさ」をうまくカバー
し、もらってウレシいと思わせる商品と
するために、企業や消費者の意見を
多く取り入れた。デザインはベルトの
丸めた形に沿わせ、形状はプラスチッ
ク製の書類ケースを参考にし、構造
的に無理のないものにした。さらに複
数色展開をすることで、部屋に置いて
も違和感ないようなデザインにした。

私たちはこのケースを「ベルトの販
売 促 進をするノベルティ」と位 置づ
け、アパレルショップを中心に営業を
行った。その際、企画書を作成し、店
頭でのプロモーション方法と企業に
対するメリットも提案した。実際には、
企業のニーズにマッチせず、ベルトに
ノベルティをつけて販売したいという
企業を見つけることができなかった。

指導教員
藤田 健先生
からのコメント

この商品案は消費者の「あったらいいね」という思いを形にしたものである。残念ながら、ノ
ベルティとして使ってくれる企業を見つけることができず、商品を世に送り出すことができな
かった。消費者・企業の異なるニーズに対応することの難しさを学んでくれたと思う。
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はなまるクラフト もらってウレシい段ボール小物

立命館大学　吉田満梨ゼミ/石田悠真、上田茜、根木萌恵子

Crafted message for your one.

大切な誰かへの贈り物をいつもよりほん
の少し特別にしてくれる、段ボールで作
るデコレーションメッセージである。まず
様々な形がデザインされたシートから好
きな物を選び、その次に、人それぞれ大
切な誰かを想ってメッセージを書く。最
後に段ボールの中芯を利用し、竹串をさ
す。３つの簡単な工程により、その人オリ
ジナルのメッセージカードが完成する。そ
の後、出来上がった花束に添えるという
ものである。竹串ははさみで簡単に長さ
調節が出来るため、ブーケなどの小さい
花束にも使用することが出来る製品であ
る。

近年DIYという言葉をよく耳にするよう
に、自分でものを作るということが楽し
いと思う人が増えてきており、段ボール
の色である「クラフト色」が流行傾向
にあることに着目した。物を運ぶというイ
メージしかない段ボールだが、クラフト
素材のデコレーションメッセージカード
にすることにより、魅せる段ボールという
新しい可能性があると考えた

試作品は、花束と合うようなデザイン
にするため、実 際に、商 品を花 屋さ
んで置いてもらいフィードバックをい
ただき、シンプルかつデザイン性があ
るものを作 成した。１つの段ボール
シートに大きい物から小さい物まで
１２個デザインすることによって、選ぶ
人が花束の大きさに合わせて作成
できるように心がけた。

販 促ノベルティとなりうるものとして、
はなまるクラフトを花屋さんの店頭に
おいてもらい、花束を買っていく人達
に、直接おすすめしていくことで、知っ
てもらう。珍しい素材のカードである
ので、花束をあげる人、もしくはもらっ
た人がSNSで拡散することも想定し
た。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

全員での共同作業が難しい環境で、アイデアの検討を繰り返すことに苦労をしたと思います
が、最終的に自分たちが納得できる魅力的な提案をしてくれました。ユーザーとしての自分た
ちのインサイトを大切にした包装材としてのダンボールの可能性を広げてくれる提案でした。
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ぼうかつカメさん もらってウレシい段ボール小物

和歌山大学　柳到亨ゼミ/石井拓也、雑賀愛莉、松本陽菜

家族で簡単　
防災用品を楽しく揃えるパズル

ぼうかつカメさんは、防災用品の準備が
できる商品だ。カメの甲羅には災害時に
必要になる最低限の防災用品が描か
れている。また、甲羅はパズルのピースに
なっており、防災用品を揃えることでその
ピースを裏返す。裏返すと文字が書か
れており、全ての用品を揃えることで、何
が書かれているのだろうと、楽しみなが
ら全ての用品を揃えることができる。ター
ゲットは小学校低学年の子どもである。
恐怖心を煽りながら色々な用品を用意
させるのではなく、手 軽に楽しみながら
用意ができるということが、この商品の特
徴だ。

テーマがダンボールなので、ダンボー
ルがどういった場所で使われている
かを考えた。その中でも災害や防災
に着目した。調べたり話を聞いて行
くうちに、防 災用品の準 備について
「しなければいけないと思っているが
できていない」という現状が分かり、
解決するための製品開発を開始し
た。

私たちが掲げる「楽しみながら防災用品
を揃える」という目的を達成できるよう子
供が取っ付きやすく、簡単にできる工夫を
した。試作品のデザインには縁起が良い
と知られている可愛らしい亀をモチーフに
した。このデザインにより子供の目を引く事
を狙った。また仕掛けをパズルにすること
や、試作品自体に色塗りなどのアレンジ
ができる点において楽しさを取り入れた。

ターゲットが小学校低学年のいる家
族のため、そのような家族が参加する
イベントや地域の小学校に協力しても
らい、商品を広めた。ページにアクセ
スしやすい工夫を凝らしつつ、ページ
を見ていて飽きないように、高めの頻
度で自分たちの進捗状況を報告し
た。多くの子どもたちに無償で配布で
きるように、市にも協力をお願いした。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

誠実かつ忍耐強い３人組の人柄がよく反映された商品企画である。東日本大震災以降、防災
意識の関心度が高いものの、防災対策が進まない現状課題に真正面から取り組んだ意欲的商
品である。特に、防災用品を簡単に、家族で楽しみながら用意させる仕掛けが非常に面白い。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 69

絆工房

アスレジャー

「アスレチック」と「レジャー」をミックスした、新しいファッションジャン

ル『アスレジャー』。スポーツのできるストレッチ性・速乾性と、レジャー

シーンにもマッチするファッション性を兼ね備えた企画を提案します。

商品化は、30年以上の経験と技術を活かした圧倒的高品質なス

ポーツウェアを提供する「絆工房」がサポート。

0 7 0	 MAMA LEISURE（ママレジャー）

0 7 1	 Pajamist

0 7 2	 AGRIFREE

0 7 3	 Beaware

0 7 4	 Perfect TSUNAGI

0 7 5	 サプリフレスポーツインナー

0 7 6	  Fhi - fh i  crew neck

0 7 7	 ぴったみん

0 7 8	 ワークユニ

0 7 9	 BATHREFREE

0 8 0	 Connec-T

0 8 1	 おまもりフレ

0 8 2	 Sレジャー
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MAMA LEISURE (ママレジャー)  アスレジャー
南山大学　川北眞紀子ゼミ/渡部将成、大谷悠花、山本彩友美

輝くママの着るサプリ

絆工房独自が開発した「サプリフレ」と
いう肌荒れ予防・免疫力向上などが期
待できる今までにない生地を使用したマ
タニティウェアである。サプリフレによって
マタニティウェアを着るママさんたちの悩
みである肌トラブルなどを解決できる。ま
た絆工房の強みである「昇華プリント」
という生地の繊維を染色する印刷技術
を使用することで、デザインの幅が広が
り、通気性も良くなる。ママさん達からデ
ザインを募ってそのまま商品にするオー
ダーメイドも可能だ。

絆工房独自が開発した「サプリフレ」という肌荒れ
予防・免疫力向上などが期待できる今までにない
生地を使用したマタニティウェアである。サプリフレ
によってマタニティウェアを着るママさんたちの悩み
である肌トラブルなどを解決できる。また絆工房の
強みである「昇華プリント」という生地の繊維を染
色する印刷技術を使用することで、デザインの幅が
広がり、通気性も良くなる。ママさん達からデザインを
募ってそのまま商品にするオーダーメイドも可能だ。

カシュクールタイプのマタニティウェア
は型の面から試作は困難だと考えら
れた。そのため、同じ型の既存商品
で代用しママレジャーの機能性を伝
えた。また、デザインの幅というママレ
ジャーの強みを伝えるために実際に
私たちが数種類のデザインを作成し
スライドで紹介した。

販促ではウェブサイトを使う。絆工房の
公式サイトに、ママレジャーのページを
掲載する。ページ内には、参加者商品
型企画（絆工房とママの共同開発）
や、ヨガママグランプリ（全国のヨガスタ
ジオからチームウェアを集め一位を商
品化）、ママのお悩み相談所（ママキュ
レーターが育児等の記事を載せ、悩
みをシェア）コンテンツを用意する。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

最初から熱心に外部とつながりに行きましたよね。最初はママさんたちに、なかなか出会えな
かったけど、途中から一気に広がりましたね。諦めずにコツコツつながろうとしたこと、そして
皆さんの暖かい協力のおかげです。努力量はかなりのものでしたね。報われてよかった！
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Pa j am i s t  アスレジャー
関西大学　徳山美津恵ゼミ/丹羽沙矢香、中西可南、田中雄大

睡眠が楽しくなる。肌に優しく、
親子の絆深まるアニマルパジャマ

Pajamis tは、肌の弱い小学校低学年
の子供とその親をターゲットにした動物
をモチーフにしたフード付きのパジャマの
ことである。動物をモチーフにすることで
子供でも親しみやすく、また、著作権など
の心配がない。フードにウサギや猫の耳
をつけることで、着ぐるみ感覚で子供に
も着てもらえるデザインにし、また、プリント
には昇華プリントの技術を採用する。絆
工房さんの名前にもある絆に着目して、
親子で同じフードを身に着けてもらい、
一緒に遊んでもらうことで親子の絆を深
めることができると考えている。

サプリフレの素材を利用するということ
で、低学年の子供の、最も着用時間の
長いパジャマが良いと考えた。過去にアト
ピーに悩んでいた経験のある人に話を
伺ったところ、「少し高価なものでも、肌
に良いと感じる物であれば、親は率先し
て試してくれた」という意見を頂き、サプ
リフレの効果を推していけば、親が子へ
推奨するのではないかと考えた。

試作品は制作せず、デザインや形態
など見た目でどのようなものか想像で
きるようなイラストを作成した。特に、
アニマル柄のズボンと、フードのデザ
インに関しては低学年の子供とその
親が手に取って家で楽しんで着てく
れるような複数の案を考え、イラストに
した。

子供用のフード付きパジャマの場合
8000円、親、子供共にフードのみの場
合1000円、親子で購入した場合、親
子割として8500円として提供する。また、
衣服ということで、実際に試着してから
購入していただきたいと考え、ネット販売
は考えず、イオンモールなどの親子連れ
が気軽に足を運ぶであろう大型ショッピ
ングモールでの販売を考えている。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

ターゲットとなる小学校低学年の子どもについての調査をもっともっと極めて欲しかったと思
います。彼らが何を好きで、どこにこだわりがあって、何を楽しいと思うか。そういうところから
商品の具体的なアイディアが生まれてくるのではないでしょうか。
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AGRIFREE アスレジャー
神戸大学　宮尾学ゼミ/青井健二、谷本勝、三宅希咲。村山廉

持続可能な絆をつくる
アグリウェア

農業女子の作業効率向上に資するハ
イウエストスカート、ライト層の農の探求
における起爆剤となりえるスカーフとアー
ムカバー。これがAGRIFREEである。
ハイウエストスカートは農業女子に対し8
つの強力な誘因を有する。（写真参照）
そのうちの一つカスタム面ではオリジナル
デザインを作成でき、創造の場を顧客
に対して提供する。具体的な場は企業
と顧客がふれあうワークショップだ。ここ
で絆工房と顧客は持続的な絆を育み、
その絆は恒久的拡大を遂げる。つまり、
AGRIFREEはユーザーイノベーション
の端緒となりうる包括的な財でありサー
ビスなのだ。

二つの農業団体を訪問した。女性農
業経営者の集まりである兵庫アグリプリ
ンセスの会で取材を行い、接客時に印
象を良くしたいなど、農業女子の様々
なニーズを得た。また、直売農家と非
農家をつなぐことを目的として朝市やイ
ベントなどを開催するEAT LOCAL 
KOBEにおいて、食育や就農に興味
がある農のライト層を発見した。

基本的には話し合いの都度簡単なス
ケッチを描き、イメージのすり合わせや
改善点を考えた。例えばスカートのどこ
が外見に影響を及ぼし、どうすればサ
プリフレの機能が生かせるか？など確
認し最終的なデザインの着想を得た。
また、企業訪問の際にはコストや技術
面における実現可能性を実際の生地
を組み合わせながら確認した。

前述のEAT LOCAL KOBEが主催す
る朝市において、ビラ配布・イベント開催・
出店を行い商品の認知度を高めるという
計画を立てた。運営者に企画を提案し
一定の理解を得ることに成功している。神
戸大学の園芸サークルに対しても商品
説明を行い、若年層の関心を得ることに
努めた。またインターネット上では多くのコ
ミュニティに商品ページの宣伝を行った。

指導教員
宮尾 学先生
からのコメント

農業女子という未知のターゲットを見いだし、現地調査を何度も繰り返してそのニーズを掘
り起こしたユニークな企画。商品の提案だけでなく、それを広め、かつユーザーイノベーショ
ンを生み出すためのワークショップを企画した点も高く評価できる。
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Beaware  アスレジャー
近畿大学　廣田章光ゼミ/森集、山本将、小出大道

広がり続ける絆を創出する
今までにない車椅子バスケウェア

このBeawar eは絆を作るウェアだ。機
能面として車椅子バスケ特有のアン
ダーの腕部分が擦れて破れやすいとい
う問題に注目し、腕の部分にサッカーの
キーパー服のようなクッションを付加し
破れにくくした。また、プレイ中、筋肉に負
担のかかる動作を繰り返し疲労が蓄積
されるため、サプリフレの効果によって
筋肉疲労の原因である乳酸の蓄積を
抑えることも可能である。さらに、車椅子
バスケを知らない人達向けにチャリティイ
ベントを行い、イベントを通じて新たな絆
やコミュニティを創出、広め続ける仕掛
けのタネになっているウェアだ。

隠れたニーズを探すためにインタ
ビュー調査を行った。実際に車いす
バスケのチームに何度も訪れ、協力
関係を築きつつ、より深い調査に結
び付けた。そして私たちは「腕の部分
の擦れにより、すぐに破れてしまう」とい
う固有のニーズを発見できた。これは
足を運ぶことでしか得られないもので
あり、私たちの商品の軸となった。

障がい者スポーツを広めるための足
がかりとして、一目で障がい者スポー
ツであると分かるようなロゴを作成し
た。また、作成したウェアをアスリート
だけではなく、一般イベントの参加者
にも着用してもらうために、普通の生
地を使用した同じデザインのレプリカ
を作成しイベント参加者には無料で
配布するようにした。

障がい者スポーツ内のみを盛り上げ
るのではなく、それ以外のコミュニティ
に新たな障がい者スポーツのコミュ
ニティを形成するために、近畿大学
で車いすバスケのイベントを開催す
る。イベントを通じて学生には障がい
者スポーツアスリートの凄さを体感し
てもらい、拡散してもらうことで障がい
者スポーツの輪が広まっていく。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

現地に何度も足を運び、そこでの気づきから企画を展開。ムーブメントを起こすのに判りやす
いアイコンを使うことの気づき、車椅子バスケを表現するウェアとイベントをつなぐすばらしい企
画力。車椅子バスケ専用ウェアとレプリカで実践的な展開が可能な世界を変える商品。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 01674

Per f e c t  TSUNAGI  アスレジャー
四天王寺大学　天野了一ゼミ/酒井祐佳、井藤佑人、杉山皇太、瀧善実

サプリフレを使った
ツナギ服による新たなファッション

アトピーを防ぎ、肌に優しい素材「サプリ
フレ」の特徴を生かしたツナギ型の男
女服である。全身が同一素材でできた
ツナギであるため、上下の組み合わせ
を悩む必要がない。締め付け感がない
ため、ゴムアレルギーやメタボ体型の人
も快適に着用できる。オプションでドレー
プや、フードを装着することで、様々なパ
ターンが可能。ファスナーで脱ぎ着が容
易であるだけでなく、着たままでトイレも
可能であるため、子供、介護にも便利。
昇華プリントを利用したデザインにより、
ファッション性を高めた新時代のファッ
ションとして提案したい。

ツナギは作業着として販売されファッ
ションアイテムとしてはとらえられてい
ない。しかし室内着としてはごく一部
で販売され、着やすいことから熱心
なファンがいる。SFの絵で描かれた
「未来の服」としても、ツナギが描か
れており、デザインや素材をお洒落に
改善すれば、アスレジャーのファッショ
ンとして需要が生まれると考えた。

パジャマや下着として市販されている
ツナギ服をベースに、様々なデザイン
の変更やオプションの装着について試
みた。既存の女子用４way 商品とし
て、ドレープのついた服がある。これを
ツナギに装着し、５way商品とすること
で、デザイン性を高めて需要層を広げ
る。さらにスカートを装着することで、後
ろのファスナーを隠すこともできる。

ケータイの専用アプリを使い、自分で
様々なデザインを考え、自分の写真と
合成して着用時のイメージをバーチャ
ルで、よりリアルなものとして膨らませる。
注文時にはサイズと画像データを送
信、昇華プリントによりデザインされて到
着する。もともと目立つものだけに、オフ
会の開催などで知名度を高め、有名
人の力も借りてファンを増やしていく。

指導教員
天野了一先生
からのコメント

従来の価値観では反ファションとされる実用的なものが、未来のファッションとなるのではな
いか。スティーブ・ジョブズもザッカーバーグも、いつも同じ服を着ていることが逆に知性を示
すシンボルになっている。ツナギ・ファンの一人として今後の進化に期待したい。
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サプリフレスポーツインナー アスレジャー
帝京大学　石田大典ゼミ/岩岸美沙、河原優樹、松本達也

敏感肌でも
スポーツがしやすくなるインナー

サプリフレスポーツインナーは、アトピー
の方の肌荒れを緩和しスポーツがしや
すくなるインナーである。肌荒れ予防や
疲労回復などに効果のあるサプリフレと
いう特殊な生地を使い、肌への負担も
少ないインナーだ。それに加え、日焼け防
止機能や通気性に優れている点が商
品の特徴と言える。スポーツをする際に
直に着用し、その上からスポーツウェアを
着ることで肌荒れの原因である日焼けや
蒸れなどから肌を守り、なおかつ肌に優
しいインナーである。

アトピー性敏感肌の方は日焼けや汗
で蒸れてしまうと患部が悪化する原
因になってしまうということが調査で
わかったので、首元をハイネックにし
袖を指先まである長袖にして日焼け
をカバーできるようにした。そして背中
の肩甲骨あたりに切込みを入れるこ
とで通気性をよくした。

試作品を作る際、いかに通気性をよ
くするかについて試行錯誤した。袖
にマジックテープやボタンを付けて袖
を取り外せる構造の試作品を何度
も作ったが、試作品テストでは良い
結果が得られず苦労した。最終的に
切込みを入れることで肌荒れを気に
せずに着てもらえるインナーになった。

商品を知ってもらう第一歩として小
学校に営業活動をし、学校指定の
体操着などを購入の際に一緒に検
討してもらうことを考えた。なぜかとい
うと敏感肌に悩む子どものためなら
肌に優しい服を買ってあげようという
親心をつかむためである。商品の価
格設定が高かったため、このような
販促を提案した。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

アトピーなどの肌の弱い人が運動時に着用することができるインナー。これはサプリフレノの
特徴を最大限活かした商品コンセプトである。運動はしたいけれども肌がかゆくなるのが怖
いという消費者にとって、この商品がもたらすベネフィットは大きいだろう。
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 Fh i - f h i  c r ew  neck  アスレジャー
東京理科大学　大驛潤ゼミ/ 大木祐也、田山諒、平井真太朗

Feel lovely 
赤ちゃんを想う循環

私たちの開発したハイハイクルーネック
は赤ちゃんを思う気持ちの循環をテーマ
に作られた。
2つのシルエットから選べ、またデザインも
自由に自分自身で作れるため、世界に
一つだけの物を作ることに私達は成功し
た。
その物を赤ちゃんにプレゼント・ギフトとし
て送ることで赤ちゃんだけでなく、送った
側も嬉しくなる、気持ちが明るくなることを
目的に私たちは製作した。
そういった循環で家族全体が幸せに
なって欲しいという私達の願いが詰まっ
た商品こそハイハイクルーネックである。

テーマはアスレジャーであるが、絆工
房様の強みと言えるサプリフレ生地
は、他にもっと効果的な使い方があ
るのではないかと考え、テーマである
アスレジャーとは少し離れ、肌の弱い
幼児をターゲットとすることによって、
ニーズとシーズをマッチングさせた。そ
して、この製品をどのように活用すれ
ば絆が生まれるかを考えた。

   企業様から試作品の作成は指
定されていなかったため、試作品は
作るに至らなかったため、アイディア
重視で企画案のみを作成した。アイ
ディアでは街頭アンケートなども駆使
し、お客様としての意見をたくさん頂
き、シルエットを選ぶことが出来たり、
デザインを自分で創造できるような商
品の考案をすることができた。

 販売促進としての行動はしていない
が、近くの保育園や託児所などに赴
き商品の説明をし、提案したこの製
品が商品化した際に、どれくらいの
需要が出てどのように改善すれば良
いかなどの意見を頂いたため、製品
化しても他社製品に劣らないところま
で詰めることができた。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

デザインでなく素材にこだわった赤ちゃん服Fhi-fhi crew neckやさしい素材を用いた実践性
を包摂している。探索的調査及びコンセプトがしっかりしており市場性を持つ点が評価となった。
そこには本当に赤ちゃんの用途に繋がる素材を用いて服を広めたいという思いがあった。
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ぴったみん アスレジャー
獨協大学　陰山孔貴ゼミ/上野華乃子、古川万喜、本間友梨

「ぴったみん」で
アトピーに悩む親子の絆づくり

「ぴったみん」はアトピー性皮膚炎で悩
む親子に快眠を届ける布団である。アト
ピーによる痒みを鎮める効果を持つサ
プリフレを、副交感神経が作用し痒み
を増発させる睡眠時間に子供の肌と触
れさせることで高い効果が得られると考
えた。また、昇華プリントを使い子供が描
いた絵を布団に印刷し、この世に１つし
かない布団を届けられるようにした。アト
ピーの症状を和らげ、親子共に安らか
な睡眠を実現することによって、親子の
「絆」が深まることを目指した。

はじめに、サプリフレを使い既に多く
の商品化がされている衣料品では
ない商品カテゴリーは何かと考えた。
その次に、アトピーの有症率の高い
子供にターゲットを絞り検討を行っ
た。その結果、子供の肌と長時間接
する布団という商品カテゴリーが浮
かび上がり、これに着目し開発に取り
組んだ。

アトピーによる痒みを鎮める効果を持
つサプリフレをはじめて布団に使用
する点と、昇華プリントを使うことによ
り布団デザインのオリジナル化を実
現するという本商品の２つの特性に
ついてイラストを作成し、プレゼンする
ことで、本商品の特徴が一目で伝わ
るように工夫した。

既に行われているインターネット販売
と同時にB t o  Cの販売方法を提
案した。具体的には、販路開拓のた
め、30年もの間、保育園・幼稚園児
用お昼寝布団専門店として素材・
規格・縫製にこだわり、手作りしてき
たお昼寝布団本舗への協力を依頼
し、前向きな回答を頂いた。

指導教員
陰山孔貴先生
からのコメント

最初はどうなるかと思ったが、なんとか企画としてまとめてきたので安心した。ただ、どうして
も雑なところが多い3人組なので、今後は「きっちり」と最後までやりきる癖を身につけてほし
い。丁寧に最後までやりきることができれば、つかめるチャンスは今後増えると思う。
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ワークユニ アスレジャー
阪南大学　水野学ゼミ/吉野憲人、渡部凌平、阪本優誠

「支える人を支えるモノ」

日本の土台を高度経済成長期より代々
支えている職人さん。その職人さんを支
えるモノが「ワークユニ」。サプリフレとい
う新素材を使うことで蒸れにくく、体の芯
から温める遠赤外線効果で手足の冷え
を軽減。さらに、一日中日光に当たり弱っ
た皮膚の保護ができる。絆工房の昇華
プリントを使うことによってインナーにも社
名、職名、名前も記入することができ、イ
ンナーのユニフォーム化を実現。脇腹サ
イドにメッシュ生地を使うことにより、通気
性の向上、作業効率アップの期待がで
きるインナーである。

テーマがサプリフレで、条件が・アス
レジャースタイル・無縫製であること
から、外で活動する人のための物と
考えた。実際に現場作業職人に話
を聞くと、夏は暑く、冬は寒いため、
汗疹、発疹、乾燥によるかゆみなど
問題を抱えていた。それらの問題を
解決するため製品開発を開始した。

企業様からは顧客のニーズに応えら
れるのならば「アスレジャースタイル」
「無縫製」どちらかに重点を置いて
もよいとのことがあったため、一目にし
てわかるよう、目の粗いメッシュ生地
を使い、さらにサプリフレのシャツを使
うことで、完成品の想像が簡単にで
きるようにした。

新たな市場である職人たちのイン
ナーとターゲティングし、他のインナー
との差別化を図ることによって購買
者の目に停まりやすく、B to Bからの
B t o  Cを挙げることで口コミなどの
広告効果で商品が広まるように考え
た。

指導教員
水野学先生
からのコメント

アイディアが二転三転。この案に固まるのも冬カン直前であったため、マーケティングプラン
にまで手が回らなかったことが悔やまれる。枝葉末節ではなく、企画の「根幹」にあたる部
分により多くの時間を使えばもっと良い商品になったと思われる。
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BATHREFREE アスレジャー
法政大学　杉浦未樹ゼミ/仲野和哉、中居建人、新井詩歩　

優雅で且つ機能的、
わがままなお姫様へ。

女性が半身浴時に着用するワンピース
で、ひらひらしているスカート部分が水に
揺らぐことにより、視覚で楽しむことができ
る優雅な商品だ。着用することで上半
身の寒さを軽減でき、また、サプリフレ生
地を使用しているので、様々な効能が期
待できる。例えば、半身浴によって引き起
こされる代謝向上・リラックス効果・睡眠
促進等、これらの効果を高めることがで
きる。他にも、代謝向上により時間短縮
になり、また、体温が維持されることにより
お湯の温度が保たれ結果的に節約に
も繋がる。

美や健康のために努力を惜しまない女
性は多い。私たちはそんな頑張る女性
に気楽に、簡単に美しくなって欲しいと
考え、リラックス効果と美容効果が共存
する半身浴に着目した。アンケートを取り
半身浴をする女性が多いとわかったが、
「上半身が寒い」や「時間がない」と
いった問題がでてきた。それらの問題を
解決するために商品開発を始めた。

家で半身浴をする時しか着ないもの
なので、地味で機能性だけを求めた
デザインをしていた。が、それでリラッ
クスすることができるのだろうかと考
え、優雅さを演出できる商品にしよう
としたのである。機能性と優雅さを
両立させるデザイン開発は難航した
が、試行錯誤を重ねて、ついに、この
商品にたどり着いたのである。

SNSに自分の写真を載せる女性は多
い。入浴時の写真を載せている人も意外
と多かった。が、もちろん入浴時は裸なの
で顔・手・足だけの写真だ。そこで、このよ
うな人たちがSNSに載せ、勝手に広まり、
販売促進に繋がると考えた。入浴時でも
全身を見せることができるし、優雅でまわり
にアピールしたくなるような工夫が私たち
の商品にはほどこされているからだ。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

サプリフレ生地に驚きの入浴水温維持機能があることが見つかったのが冬カンの数日前。
この点を早くから実験・実証し、検証調査が行えていたら、画期的な商品が生まれていた
可能性がある。プロトタイプが作れなかったことも残念だ。
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Connec -T  アスレジャー
法政大学　西川英彦ゼミ/秋山佳菜、西岡愛、森下宣洋

ココロとカラダを健康にする
アスレジャー

Connec -Tは、長期在宅療養児とその
家族を支えるワンマイルウェアである。形
状はママたちの意見を参考にし、ゆった
りとしたシルエット。診察時には服がめく
りやすく、七分袖で運動や作業の邪魔
にならない。さらに、生地のサプリフレと
無縫製技術で子供たちのかぶれや乾
燥等の肌トラブルを解決する。デザイン
は子供が描いたぬりえを使用。家族全
員横並びになると一つのぬりえが完成す
るものとなっている。家族での時間を大
切にしてほしいという願いを込めた、病気
と付き合う子供たちとその家族を心身共
に健康にする商品である。

テーマ条件にあるサプリフレと無縫製技術から
医療福祉現場に着目し、入院経験者や病院
関係者にデプスインタビューを行った結果、「家
族との絆」がキーワードであることに気づいた。
しかし、市販品では品質・デザイン・絆という３
要素すべてを揃えた商品がないことが問題
だった。
それらの問題を解決するべく製品開発を
行った。

病気がちなお子さんを持つママ７名
に対するデプスインタビューをもとに、
既存品に対する不満点である裾リブ
や丈感の改善を行った。また絆を感
じるデザインを作るにあたり、企業様
独自の印刷方法を活用できるぬりえ
を採用。ボランティア団体や子供た
ちへのインタビューから図案を作成
した。

ワークショップの開催とリーフレットの設
置を提案。
絆工房様でのワークショップに乗っ取り
つつ従来とは異なるセグメント（新規顧
客）を取り込めるワークショップを考案。
また、認知度を効率的に上げるために、
ターゲットとの接触機会が多い小児クリ
ニック・薬局などにリーフレットの設置を
考えた。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

長期在宅療養児と家族をターゲットに、無縫製という製品特徴や企業コンセプトの「絆」を上
手く活かせた商品である。入院患者や家族だけでなく、病院関係者やボランティア団体への
丁寧なインタビューをしたからこそ、独創性と市場性を兼ね備えた企画になったのであろう。
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おまもりフレ アスレジャー
立命館大学　吉田満梨ゼミ/神野愛実、南野乃香、山崎康平

家族の伝えたい想い、届けます。

オーダーメイド形式のベビーウェアであ
り、特徴は4つある。1つ目は、デザインを
選ぶことができる。生まれ年と縁起物の
どちらかのデザインを選ぶことができる。2
つ目は、生まれてくる子供への温かいメッ
セージを生地にプリントすることができる。
3つ目は、安心できる素材である。サプリ
フレという肌に優しく速乾性のある素材
を使用している。また、無法製技術によ
りストレスフリーな着心地を体感できる。
4つ目は、時代を超える想い出商品とな
る。保管用の箱をセットにしているため、
使用後も想い出として保管できる。

育児経験のある男女100人の方に妊
娠中、不安や悩みを伝え合っていたの
かインタビュー調査を行った。すると夫
婦ともに伝え合えていないが7割を超え
た。しかし、お互いの本音は、伝えたい
が機会がない、夫に心配をかけたくない
という声が多かった。このことから、私達
の商品で夫婦お互いの気持ちが伝わ
るきっかけ作りにしてもらいたいと考えた。

オーダーメイド形式であるため、定
型は存在しないが、サンプルとして赤
ちゃんを運ぶ安産のシンボルとされる
コウノトリをモチーフとした試作品制
作を行った。生地はサプリフレを使
用し、縫製は肌のストレスを考え表面
にした。それに加え、メッセージカード
付きの保管用の箱を配送用の箱とし
て使用できるようにデザインした。

絆公房様が現在行われているオン
ライン販売に加え、地元豊岡で妊
婦向けに整体を行われている整体
院や子宝神社として知られている
久々比神社と提携を行うことで豊岡
を盛り上げる提案を行った。その他
にも不特定多数に情報発信できる
Twitterを現状以上に更新すること
の必要性を訴えかけた。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

自分たちの企画の課題に直面した時にも、その都度方向転換を行いながら、いつも前向きに
取り組んでくれました。周りの人たちからのフィードバックに素直に向き合う姿勢と、持前の自
由な発想力を活かし、アイデアを常に進化させることのできる改善力の高いチームでした。
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Sレジャー アスレジャー
流通科学大学　清水信年ゼミ/橋田一樹、岡崎徹、前内晴貴

お年寄りもアスレジャー計画

私たちのチームでは、アスレジャーは若
者に現在流行っているが若者だけでな
くお年寄りにも流行るものだと考えた。お
年寄りに流行るにはどうしたらいいかと
考えた結果、まずターゲットをお年寄り
の中でも日常的に運動するお年寄りに
絞り、着替えやすいように手首から脇に
かけてチャックをつけ肩への負担を減ら
す、腰回りをゴムにしてスムーズな脱ぎ履
きができ足腰の負担を減らすことができ
る、アスレジャーらしさを演出できるレギ
ンスにサプリフレを取り入れることで健康
促進に繋がる、という様々な特徴をもつ
商品となった。

実際に私たちのチーム三人の祖父、
祖母計６名に関して一日のスケジュー
ルを調査したところ、平均で一日に５回
の着替えをしていることが分かった。朝
は寝間着から部屋着に着替え、普段
着に着替えてお出かけを済ませ夕方
に運動着に着替え、帰宅して部屋着
に着替え、就寝前に寝間着に着替え
るというスケジュールになっている。

調査の結果、お年寄りにはシンプルな
デザインが良いとの意見があったため、
あえてカラーはブラック、グレー、ホワイ
トの三色に設定した。絆工房にちなみ
「絆」のロゴを左袖に印刷したシャツ
やパーカー、パンツを販売する。シャツ
やパーカーにはチャックをつけ、パンツ
は腰回りをゴムにして、肩や足腰の負
担を軽減するなどの工夫を施している。

お年寄りに人気のスポーツクラブで
直接宣伝をしたり、地域の婦人服
専門店などにポスターを張らせてもら
い宣伝をする。また、母の日、父の日
の健康促進グッズのギフトとして雑
誌に掲載することも想定する。雑誌
は無料配布されている通販雑誌に
記載することで、主婦層などから関
心が得られるのではないかと考える。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

最新ファッションがキーワードになるテーマであり、その流行のポイントをどう捉えるのかという
点でかなり苦労していたチームだが、メンバーの身近にいるシニアについての調査をふまえ
た手堅い商品企画ができたのではないかと考える。
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DHC

DHCフィットビューティーバッグ

“美”と“健康”のために努力する女性が、毎日をもっと楽しく、もっと

美しく、もっと健康的に過ごせるような、スポーツバッグ〜フィットビュー

ティバッグ〜を提案します。商品化は、化粧品、健康食品、ダイエッ

ト、ファッションなど、あらゆる事業から女性の美と健康を支えている

「DHC」がサポート。

0 8 4	 カル肩クッショントート

0 8 5	 美ランバッグ

0 8 6	 風を味方にするバック

0 8 7	 Be l ight bag

0 8 8	 ヨガリラトート

0 8 9	 ビューティウォークトート

0 9 0	 りーらっくすリュック

0 9 1	 天使のバッグ

0 9 2	 ヨガスターターバッグ

0 9 3	 トリプルビューティーバッグ

0 9 4	 リュックの歩姿美さん

0 9 5	 骨盤矯正ウォーキングポシェット

0 9 6	 To-tock

0 9 7	 ジムらくバッグ

0 9 8	 Fityou
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カル肩クッショントート DHCフィットビューティーバック
南山大学　川北眞紀子ゼミ/荒川誠、石田温香、楠えりか

大容量でも肩にやさしいバック

軽肩クッショントートは、持ち手の部分が
肩にフィットする幅、クッションで構成され
ていて、荷物を持つ際にかかる肩への
負担を軽減し、「肩にやさしい」コンセプ
トを実現した。ジム通いやお買い物など
重い荷物を抱えながらもアクティブに生
活する30代～50代の女性に向けて作
られたバックである。ジムに行く際必要
な荷物は全て入るよう設計され、収納力
も兼ねそろえている。また、デザインはシン
プルで、使用シーンを選ばず、どんな時
でも活躍できる製品である。

テーマでは30～50代のジム・フィットネス
に通う女性をターゲットにした。実際に
ジムやヨガスタジオでのヒアリングを実
施した。バックについての要望で、荷物
が多くて肩が凝る、収納力が必要との
点が挙がった。ジム・フィットネスで使用
でき、かつ普段使いできるバックでこの
2点の問題点を解決するものは既存に
なかったため商品企画を開始した。

試作品ではキャンバス生地を使用し
た。また、女性の肩にフィットする持ち手
の幅、クッションを調査するため、名古
屋市立大学芸術工学研究科の皆
様にご協力頂き、筋電図を用いてバッ
クを使った時の肩の筋肉の動きを調
査し、結果の良いもので試作品を作っ
た。そこから実際に女性たちに使っても
らい、よりベストな持ち手にした。

Facebookのファンページの更新を
頻繁に行い、閲覧者に商品をより理
解してもらえるよう心掛けた。また、販
売はカタログ、ネット通販と決まってい
たため、実際のカタログページを考
え、顧客に製品が伝わりやすいよう
に4コマ漫画や、人間工学にフォー
カスした特集を取り入れるよう工夫し
た。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

メンバー間でうまく連携できている様子でした。秋カンでがっかりしていましたが、その後諦め
ずに、やれることをやりました。外部へつながる努力とともに、みなさんからの協力も得られまし
た。感謝ですね。私もこき使われましたね～。
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美ランバッグ DHCフィットビューティーバック
大阪市立大学　小林哲ゼミ/京井正太、末井周、横山博己

身に着けるトレーニング

商品名は「美ランバッグ」。キャッチコ
ピーは「身につけるトレーニング」。バッ
グの形状はウエストポーチであるが、ベ
ルト部分にはゴムを使用し、腹部圧迫ベ
ルトとしての役割を果たす作りになってい
る。バッグを身につけることで美しい姿勢
でウォーキング・ランニングを行うことがで
き、その運動効率を高めるという目的が
ある。美や健康を求め、日常的に運動を
行う女性をターゲットとして、バッグを身
につけることでそのような人々をサポート
したいという想いで考えた商品である。

ターゲットが30代後半～40代前半
のアラフォー女性という自分たちに馴
染みのない層であったため、アンケー
トを実施した。そこから、ウォーキン
グ、マラソンをしている人が過半数を
超えていたため、それらの運動の効
果を最大限に引き出せるようなバッ
グを考えた。

試作品製作にあたっては、DHC側
から値段設定が決められていたの
で、その範囲の中ですべての機能を
取り込む点に力をいれた。すべての
部品の値段和細かに設定すること
で値段設定を守ることができた。また
顧客層を考え、すべてのユーザーに
長く使ってもらえるシンプルなデザイン
とした。

販売において、広告媒体はDHCで
刊行されている会報誌DHC Style
と定められていたので、お客様は商
品を触って確かめることはできない。
そのため、商品を手に取らずともその
特徴や魅力を紙面だけで人々に伝
えることができるように商品のキャッチ
コピーを工夫して考えた。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

身に付けることで美しくなるトレーニング・バッグというコンセプトは悪くない。ただ、美しさをも
たらす「腹部圧迫ベルト」と「ウエストポーチ」が一体化していなければならない理由が曖
昧。この点がもう少し明確になれば、なお良かったと思う。
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風を味方にするバック DHCフィットビューティーバック
関西大学　岸谷和広ゼミ/小島弓佳、爰河里穂、榮井誠也

風を味方にして
活発大人女子に

この商品の最大の特徴は、風を味方に
することでカバンの背面部を蒸れなくす
ることである。そのための工夫として、バッ
クの背面部の生地に、DHCの既存商
品である「ひんやりしっとり枕カバー」を
使用した。この商品は接触冷感という
機能を用い、熱を素材に伝え逃がすこと
ができる。さらに、背面部に効率的な溝
をつけているため、風の通り道ができ熱
がたまらないようになっている。このバック
は、日常生活のなかでウォーキングを取
り入れたい30～40代の女性を中心とし
たキャリア・ウーマンをターゲットとしてい
る。

ターゲット層の需要を把握するため
に、まず30～40代の女性のアンケー
トを行い、さらにDHC様の顧客層の
消費行動を理解するためにカタログ
での人気商品を調べた。その結果、
顧客層が重要視している「お得感」
「機能性」を兼ね備えた商品のニー
ズを見出し、既存商品を転用した風
を味方にするバックを考案した。

試作品を制作する上でバックのデザイ
ンはDHCの既存商品であり、人気商
品の３wayキルティングバックを参考と
した。チャック部分はパソコン等を出し
入れしやすいように四角く改良を加え
た。風を味方にするバック最大の特徴
である背面部の生地にはDHCの既
存商品であるウェアラブルコスメ「ひん
やりしっとり枕カバー」を使用した。

DHCのアパレル商品は、活字媒体
のみでの販売になるため、使用写真
などを大きく掲載し目を引くデザイン
にすることで顧客層が重要視してい
る「お得感」を訴求するよう工夫し
た。さらに「活発大人女子」というラ
イフスタイルを提示することで、オフィス
カジュアルとしてリュックを選択するこ
とに違和感がないようにした。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

オフィスカジュアルという学生という立場では容易に想像できないターゲットには悪戦苦闘し
たと思う。しかし、「活発大人女子」というコンセプトを提示し、実際の製品テストとして実験
を繰り返すことで、想像力を活かした製品になったと思う。
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Be  l i g h t  b ag  DHCフィットビューティーバック
関西学院大学　石渕順也ゼミ/金澤里奈、園田彪元、田籠祐樹、松尾郁佳

Be(美)Light(軽い)bagを持って、
Bright(輝く)で美しい人生を。

日本には、肩には神様が乗っているとい
う言い伝えがあるにも関わらず、女性は、
日々肩に負担がかる生活を送っている。
そこで、私たちは、女性の肩にかかる負
担を少しでも軽減したいという思いで商
品提案をした。最大のポイントは、荷重
分散の原理と、負荷の軽減に効果的な
クッションにこだわった持ち手である。ま
た、その他にも、日々忙しい女性が使い
やすいように、バッグの中を仕切りで二
分化し、整理整頓しやすいつくりを心が
けた。健康のためにスポーツを行う女性
のスポーツライフの質の向上を期待でき
る製品である。

現在、バッグの機能は飽和状態であ
る。そうしたことから、私たちは斬新性で
はなく、より女性の細かなニーズを汲み
取ったバッグを製作しようと考えた。そ
こで、スポーツを行う639人の女性にア
ンケートを行った。アンケート結果から、
肩への負担、使い勝手の悪い収納ス
ペースといった問題点を発見し、それに
基づいて製品開発を行った。

私たちが提案するバッグを体感していた
だくため、試作品を制作した。持ち手の
有無によって、肩への負担の軽減を実
証するため持ち手を取り外し可能な構
造にした。実証の結果、私たちの提案す
るバッグでは、通常のバッグより約1kg軽
いと感じることが分かった。また、DHCらし
い色味であり、整理整頓しやすい明るい
色の裏地を採用するなど工夫した。

Sカレの製品ページに、ミーティング
の様子を日々更新し、閲覧者に私
たちの取り組みの様子を伝えていっ
た。沖縄地方を除く全国各地の
方々にアンケートにご協力いただき、
また、ヨガ教室やスポーツ施設を訪
れ、実際にターゲット層からのフィー
ドバックを頂き、その都度、改善に努
めた。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

Be Light Bagは、複合素材の持ち手、荷重分散を考えた設計などの機能面と、スポーツを
通じ輝き続ける女性をサポートするというコンセプトの情緒面のバランスがとても優れた商品で
ある。試行錯誤を続けた過程に大きな価値がある。この経験を就活、将来の仕事に活かして。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 01688

ヨガリラトート DHCフィットビューティーバック
神戸大学　栗木契ゼミ/吉岡詩織、小清水祐生、孝田結衣

ヨガリラトートで叶える
ビューティライフ

ヨガリラトートはヨガのリラックス効果を
長持ちさせるバッグである。上下二段構
造になっており、上の段には財布や水な
どを収納、下の段には衣類やタオルな
どヨガでしか使わないものをいれる。そう
することで荷物をすぐに取り出すことがで
き、使用済みの衣類のにおい移りの悩
みを解決することができる。また、下段に
かさばる衣類をいれることで脇がしまり
やすく、姿勢をキープすることができる。ま
た、ヨガマットが収納できる構造になって
いるので、今まで別々に持っていたヨガ
マットをまとめて持つことができる。

ヨガの人気が急上昇していることと、
現在のヨガバッグ市場には女性らしさ
とリーズナブルな価格のものがないこ
とに着目した。そこで実際にヨガ教室
に体験に行き、自ら効果を体感したこ
とでこの効果を長持ちさせることはで
きないか考えた。また、教室の前でイ
ンタビューを行い、悩みを聞くことでそ
の悩みを解決できる案を考えた。

神戸大学発達科学部の学生に手
伝ってもらい、試作品を作成した。上
下二段構造の下段はファスナーで
開けるようになっている。ヨガマットを
外した時にスペースが邪魔にならな
いようサイドに止めることができるよう
な工夫や、肩ひもを太くして肩の負
担を削減できるようにするなど、細部
までこだわった。

企業様から通販とカタログでの販売
と聞いていたので、実際のカタログ
紙面を作成した。現在ヨガをしてい
る女性はもちろん、していない人でも
ヨガに興味をもち、ヨガを始めるきっ
かけになるようにヨガの効果を書い
た欄つくるなどの工夫をした。また、
写真やイラストを入れることでバッグ
の特徴を分かりやすくした。

指導教員
栗木 契先生
からのコメント

現場に出かけ、体感することで、ユーザーの声の見え方が変わってくる。無味乾燥としてい
たデータの意味がつかめるようになる。チームYYYは、メンバーでヨガ教室に参加したこと
で、それまで甘かった企画のツメが一気に進んだ。体験から学ぶことは大きい。
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ビューティウォークトート DHCフィットビューティーバック
滋賀県立大学　山田歩ゼミ/小川萌香、服部紗英子、林晶、福本真生、本保絵莉子

背中にフィット、美しく歩ける
トートバッグ

「ビューティウォークトート」は、背中に
フィットすることで「美しく歩ける」を追求
したトートバッグである。支点の位置が
身体の中心に近く、半身で支えることが
でき、腕に干渉しないボディの形状の効
果と、持ち手に半回転のひねりをつくり、
ボディの底を引き上げるベルトの効果に
よって、バッグが身体の軸に寄る。それ
により、荷物がしっかりと支えられ体が傾
きにくくなり、バッグが腕に干渉しないた
め、正しい姿勢で歩くことができる。これら
の効果から、美しく、そして、健康的に歩
けるようになるのである。

まずショッピングビルで観察したとこ
ろ、半数以上の女性はトートバッグを
使用していること、トートバッグのせい
で体が傾いてしまっている人が多いこ
とに気がついた。続くアンケート調査
では正しい姿勢が美しさに繋がると
考える人が9割を超え、これらのことか
ら私達は姿勢に関する悩みを解決
出来るトートバッグを作ろうと考えた。

背中にフィットしつつ、肩からずり落ちな
い仕様と形を追求し何度も試行錯誤を
重ねた。試作品はまず新聞紙での制作
から始め、そこから実際に布を用い様々
な形を作ってこの形に行き着いた。内
部構造にもこだわり、ポケットを荷物が取
り出し易い角度と大きさになるよう工夫し
た。コストは原価で744円に抑え、3900
円での販売が可能な範囲に収まった。

通販カタログ「DHC Style」の誌面
イメージを作成。一見ファッション性の
高い新型のバッグとして注目させるレ
イアウトだが、女性達が漠然と感じて
いる「トートバッグの持ちにくさ」と「トー
トバッグがもたらす姿勢の歪みが身
体にもたらす悪影響」について指摘
し、ビューティウォークトートの使用によ
り問題解決を促す記事にした。

指導教員
山田 歩先生
からのコメント

秋カン１位おめでとう。冬カン敗退残念でした。独創性と実現可能性のトレードオフとの戦
いでした。自らハードルを高く設定しましたね。結果、敗れてしまいましたが、ハードル高めで
全力に取り組んだことで得たものも大きかったはずです。今後も全力で頑張ってください。
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りーらっくすリュック DHCフィットビューティーバック
専修大学　奥瀬喜之ゼミ/加藤真応、外塚幸、横田悠

体感する健康、
目に見える美しさ。

私たちが考案した、りーらっくすリュックは
「背負う“だけ”で美しくなるリュック」。
様々な文献から、多くの女性が体の歪
みを感じており、それが片方の肩にかか
る負担によって生じていることがわかっ
た。体の歪みは加齢とともに進行し、誰
にでも起こりえる現象である。それを解決
できるのはリュック型バッグである。提案
商品では、体感する健康面では脇下ぎ
りぎりを通り背筋を伸ばす肩ベルトと背
中のＳ字カーブを埋める衝撃吸収材の
採用、目に見える健康面では華奢に見
えるデザインの採用により差別化を図っ
た。

ＤＨＣのお客様の特徴やフィットビュー
ティーというジャンルから、出来るだけ
楽に「健康的に美しく」の実現を目指
すことを考えた。既存のバッグの調査
から、バッグを持つことで体の歪みが
生じるという問題点が浮かび上がっ
た。そのため、逆に背負うことで体の歪
みを改善することができ、さらに見た目
もスリムに見えるものを作ろうと考えた。

試作品はナイロン生地を使って製作
した。背中のＳ字カーブにフィットす
るように、厚みを変えた衝撃吸収材
を様々なサイズにカットし、腰に当て
て適切なサイズになるように工夫し
た。肩紐も脇下ぎりぎりを通り、胸を
広げて正しい姿勢になるように、長さ
やリュックの縫合部の位置を考慮し
た。

ＳカレのＦａｃｅｂｏｏｋに、完成したプロ
トタイプの写真やＤＨＣの会報誌風
に作った画像を掲載し、閲覧者に
実際に売られているイメージが浮か
ぶよう工夫した。また、ターゲットとな
る年代の女性の生の声を聞くため
に、ヨガ教室やスポーツ施設に行き、
アンケートを実施した。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

インタビュー調査、質問紙調査から浮かび上がった「背負うだけで美しくなるリュック」とい
うコンセプト、そしてそれを製品に機能として落とし込む作業はうまくできていた。それだけに
本当に「美しくなる」かどうか、検証段階まで踏み込めなかった点が残念だった。
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天使のバッグ DHCフィットビューティーバック
首都大学東京　水越康介ゼミ/大里麻綾、菅谷大雪、三浦光陽

使うことでもっと綺麗を後押し！

４層形式のリュックで中心にヨガマットを
収納できる。ヨガマットが中心にあること
で重心が安定し、体への負担が少なく
なる。ヨガで使用する物と貴重品を分け
たいというニーズを反映。上層にバスタ
オルやウェアなどの重い物を入れる設計
で重心を上にし、軽く感じられる。さらに、
外側のポケット内には3つのポケットが付
いており、用途に合わせて収納が可能。
肩紐部分には会員証を収納することが
でき、利便性も高い物になっている。

作成にあたりヨギーニのニーズを満
たすために実際にヨガ教室に赴き生
徒やインストラクターの方にアンケー
ト調査を行った。その結果多くの方が
「重さ」、「バッグが複数になる」とい
う点について不満を抱いていた。そこ
で、それらの不満を解消するためのヨ
ガバッグの開発に着手した。

肩への負担軽減、軽量感を持たせ
るためにトートバッグ型ではなくリュッ
ク型のヨガバッグを製作した。ヨガの
ための必要な収納力を保持する大
きさを確保し、且つ一般的なリュック
と比較し、大きすぎないサイズにする
よう調整を行った。製作は全てメン
バーだけで行い、ミシンを活用し効率
よく製作を行った。

商品に合わせたコーディネートを誌
面およびウェブサイト上で展開する。
これにより顧客に持ったときのイメー
ジを湧かせやすくする。また、ヨガマッ
トとのセットプランを売り出し、お得感
を持たせる。さらに、インストラクター
の先生の口コミなどのコメントを付加
し専門家による権威付けで購買意
欲を高める。

指導教員
水越康介先生
からのコメント

実際にバッグを用いるユーザーのニーズを探求し、美容や健康に結びつけた開発を進め
ることができた。リードユーザーとなりうる人々へのヒアリングや、彼らの意見をもとにしたプロ
トタイプの制作など、重要なポイントを押さえて開発を進められたといえる。
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ヨガスターターバッグ DHCフィットビューティーバック
高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/伊達遥香、高橋伶奈、宮本茉佑

ヨガで健康美人に。
ヨガスターターバッグ

ヨガスターターバッグは、ヨガを始めたい
と考えている人向けのバッグである。この
バッグは、２つのバッグに分かれる2層構
造で出来ており、ヨガマットを取り付けて
持ち運べる構造となっている。持ち手は
通常のバッグより長めで太くすることで、
肩への負担を軽減する。中は用途が明
確な仕切りポケットをつけることで、整理
整頓を容易にする。カラーはブラック、ネ
イビーと落ち着いた色にし、アラフォー女
性のニーズに応える。素材はDHC既存
商品の生地と同じものを使用する。ヨガ
スターターバッグは、日常使いにも適し
た製品である。

ヨガバッグの開発なので、ジムやヨガ
スタジオに足を運び、実際にヨガスタ
ジオに通っている人のバッグの観察
を行い、さらにインタビューとアンケー
ト調査を行った。ヨガで使用している
バッグの悩みをまとめ、それらの悩み
を解決するための製品開発を開始
した。

試作品を制作するにあたって、ヨガ
マットが持ち運び可能なバッグのサイ
ズ、持ち手の長さ、生地感を市販の
バッグと比較して検討を行った。ヨガ
マットが派手なカラーだった為、バッ
グの色味をネイビーにし、ヨガマットを
持ち手に差し込む点がわかりやすい
ように持ち手のカラーは白で作成し
た。

DHCの通販カタログに掲載してある
ヨガのページ数を増やし、まずヨガに
興味を持ってもらう。そしてその後にヨ
ガでこのバッグを使用している写真、
普段の生活で使用している写真を
掲載し、ヨガとデイリー使いのスタイル
を提案する。ヨガマットとバッグのセッ
ト購入ができるため、これから始める
人もすぐヨガを始めることができる。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

Sカレ開始当初から熱心に取り組んだチームである。コツコツと一つ一つをクリアすることが
できた。商品コンセプト、ビジネスプランともに「これ！」という点を表現しきれなかった点に教
員の至らなさが出てしまった。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 93

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

トリプルビューティーバッグ DHCフィットビューティーバック
東京理科大学　大澤潤ゼミ/浅見菜織、内田里奈、外山寛之

ウォーキングで姿勢美人に！
サプリも使って内側も美しく！

東京理科大学大驛潤ゼミ考案の「トリ
プルビューティーバッグ」。このバッグは
運動、骨盤矯正、サプリと３つの要素か
ら美しくなるきっかけを提供するものであ
る。人間の骨盤には普段の生活の中で
予想以上に負担をかけている。それを骨
盤矯正ベルトを使用したこのバッグで負
担を和らげつつ、さらにバッグがランニン
グ等運動のきっかけにもなるようにしてい
る。運動をすることで心肺機能の向上
など心身ともに健康になることができるの
で、このバッグを使用することで身体の
充実に加えて生活の充実につなげるこ
とができる。

アンケートで運動をしている人の中で
ウォーキングが一番人気であること
が分かった。他社分析をした結果、
ウォーキングが用のバッグで付加価
値があるものが少なく、売上が高いも
のが少ないことが判明。既存商品を
駆使し、企業にとって製作コストが少
なく、顧客に需要があるものに焦点
を当て、商品企画を進めた。

秋カンではイラストを使用していた
が、実物がないため具体的なイメー
ジが伝えにくいことがわかった。その
ため冬カンでは、プレゼンテーション
中に審査員の方々に見て頂けるよ
う、バッグを制作した。実際にDHC
の骨盤矯正ベルトを購入し、試作品
のベルトとして使用した。

DHCのカタログを用いて、ウェアラブ
ルコスメ強力骨盤ベルトの効果の視
覚的説明をメインに、DHCのサプリや
必需品のみが入るサイズのバッグで
ウォーキングをすることのメリットを説明。
実際に着用シーンを写真付きで説明
することによりイメージをしやすくする。さ
らに、既にベルトを使っている顧客に対
しても、メールでアプローチを図る。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

骨盤ベルトにウエストポーチを組み合わせた物。目的はバッグをきっかけに運動をしたくなる
という事である。プロモーションは、美に加え健康コンセプトの構築の提案にある。ポイントと
して、機能面や価格面の優位性だけではなく、健康という経験価値の高揚に力点がある。
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リュックの歩姿美さん DHCフィットビューティーバック
日本大学　横山斉理ゼミ/福井香理、惣川美玖、小川秀星

上気分でお出かけに！
猫背矯正で美人スタイルを。

リュックの歩姿美さんは、歩く姿勢を美し
く魅せるリュックである。最大のポイント
は、リュックの背面に8の字になったゴム
が付いていることだ。これにより、リュック
を背負うだけで肩甲骨が引き寄せられ、
簡単に姿勢が綺麗になる仕組みとなっ
ている。さらに、きちんと収納できるポケット
や、リュックを背負いながら物を取り出せ
る横チャックなど、リュック本体の機能性
もバッチリ。チャックをゴールドにしたり、
日常使いも出来るよう心がけた。楽に綺
麗を手に入れたい、でも機能性も譲れな
いDHCユーザーにぴったりの商品だ。

DHCの雑誌を見ていたところDHC
は姿勢を美しくキープできる商品が
あった。そこで姿勢に関して調べてい
くとDHCのターゲットとしている、30
代後半から40代の女性は姿勢を気
にしている方が多いと調査で分かっ
た。以上からDHC既存商品の機能
をカバンに応用できないかと考え、製
品開発を開始した。

たすき掛け効果を兼ね備えたリュック
は他にはないものなので、その魅力を
体感してもらうため、いかに完成度を
高く制作できるかにこだわった。たす
き掛けがついたリュックをスムーズに
背負えるように、たくさんの試行錯誤
を重ねた。また、たすき掛けだけでな
くサイズ感や中の機能にもこだわりを
持って制作した。

Facebookでの更新をこまめに行い、画
像や動画を使用し、閲覧者に製品をわ
かりやすく伝えられるよう文章や構成を
工夫。また検証結果や比較実験をペー
ジに載せることでより実現可能性を閲
覧者に伝えた。その他にもターゲットで
あるDHC会員の顧客に、より親近感を
もってもらえるように、実際のカタログやサ
イトに似せた資料を作成した。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

すばらしい機能を備えた商品。背負いにくいなどの弱点はあるが、背筋を伸ばす効果を知
ると「絶対に欲しい！」となる人は必ずいるはず。しかし、実際に背負ってみないことにはその
効果を実感するのは難しい。そこを伝える工夫もよくできていたと思う。おつかれさま。
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骨盤矯正ウォーキングポシェット DHCフィットビューティーバック
兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/東優花、稲垣香織、原田麻衣

美boneでReborn　
巻くだけ習慣持ちはこ美

私達はウォーキング人口の多さやウォー
キングしている人のポシェットの需要度、
また、DHC社のヒット商品でもある骨盤
矯正ベルトに注目し、付けるだけで骨盤
矯正ができるポシェットを考えた。いくつ
になっても美を求め続ける女性に、骨盤
の歪みを正すことによって得られる引き
締め効果や基礎代謝の増加などを施す
ことが出来るポシェットを提案する。また、
このポシェットを使用して筋肉を付けるほ
ど、骨盤周りの支えを向上する相乗効
果も得ることが出来る。ポシェット部分は
着脱式で、ウォーキング時に必要な最
小限の便利機能を備えている。

実際にウォーキングを行う方々の観
察とインタビュー調査を行った。また、
整骨院を訪問し骨盤矯正の専門
家の意見も頂くことが出来た。その結
果、ウォーキングには必要最低限の
荷物を所持していることや、骨盤ベル
トとポシェットを組み合わせてもベル
トの効能は充分に働くことが分かっ
た。

調査で得たウォーキングをしている
人の必要充分を満たすため、イヤ
フォンを通す部分や、スマートフォン
等タッチパネル対応のポケット、小銭
入れポケットを付けた。また、ペットボ
トルを持ち歩かない人も多数いること
が分かり、ボトルホルダーは収納でき
る様にし、ジェル飲料にも対応出来
る大きさにした。

DHCの会報誌である「DHCスタイ
ル」での通信販売。カタログでしか見
ることの出来ない会員様に対し、商
品詳細を細かく記載することはもちろ
んのこと、骨盤矯正とウォーキングの
相性の良さや、骨盤矯正をする事
で解決される身体の悩みなどを説明
し、情報誌の様な楽しさを感じてもら
える様工夫を施す。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

近年のウォーキング人口の増加を受けて、ウェアやグッズも充実化しつつある。そのようなト
レンドをとらえ、美・健康・楽しい生活の提案というDHC社のコンセプトを具体化する商品と
して考案された。ターゲットが明確で、使用シーンがイメージできる商品である。
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To - t o ck  DHCフィットビューティーバック
法政大学　西川英彦ゼミ/岩嵜巧、小川栞、地神直樹、林青空

瞬時に切り替えのできる
お買い物バック

日常をスポーツにという新たな観点から
捉え、「買い物」をスポーツの一つとして
考案した商品である。
このTo-tockは、ターゲットとなる主婦さ
んの日常の中でも日課である買い物をサ
ポートしてくれるカバンである。
取っ手を引っ張るだけで簡単にトートと
リュックサックの切り替えが可能だ。ま
た、中身が大容量かつ、締め口が巾着
式であるため、スーパーで物をたくさん
買っても入れることが可能だ。持ち手が
幅広であること、背中面はキルト素材で
できていることで体への負担も軽減してく
れる。

DHCユーザーにデプスインタビュー
を行った結果、ジムやヨガなどをする
余裕がないほどに忙しい事が判明
した。そこでフィットビューティーという
テーマを日常のスポーツと捉えた。荷
物が食い込んだり、両手が重い荷物
で塞がることなどから、買い物がかな
りの重労働でありスポーツであると捉
え、買い物にフォーカスした。

買い物に特化したバッグのサイズを実
現させるために、繰り返しダーティプロ
トタイプを作成した。本番用のプロトタ
イプでは、底のマチを付け、脇はマチ
を付けずに縫い合わせた。リュックとし
て使用する際に背当てとなる部分は、
DHC様の既存バッグの材質に似たも
のとした。サイズは、ファミリーパックの
お肉が横に入るよう意識し設計した。

DHC様の販売ルートは通信販売と予
め決まっていたため、会報誌の誌面を
提案した。見開き一枚のページレイアウ
トにし右面には実際の使用シーンを、
左面には使用方法や商品特徴を掲載
してある。また、買い物の消費カロリーが
実際のスポーツのどの程度に相当する
かを、早見表として掲載する事で日々の
家事がスポーツになることを強調した。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

「買い物」を日常のスポーツと捉えた視点は、先見の明があり秀逸であろう。それが、逆に現
状の企業の立ち位置からは、先を行き過ぎたのかもしれない。さらに、アイデア先行型ではな
く、繰り返しの試作品作成により、実現性の高い企画に着地させたことは評価できる。
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ジムらくバッグ DHCフィットビューティーバック
立命館大学　吉田満梨ゼミ/西村七海、若松孝子、山本脩太郎

楽に楽しく簡単にジム通いを
始めることができるバック

ジムらくバッグは、素材やサイズ、ポケット
などに工夫を加えた、機能性抜群かつ、
快適に運動するためのバッグである。さ
らに、ジムのロッカーの扉にかけておくこ
とができる吊り下げバッグや、新たにジム
に通い始める女性の不安をサポートし、
より楽しく、効果的にジムに通うための
ジムマスターブックがある。このバッグと
ポーチがあることで、このように、ジムにつ
いてから着替える際、さらに、トレーニン
グが終わって着替える際の両方を、快
適に行うことができる。

運動をしている40～50代の女性にア
ンケート調査をしたところ、ジムに通っ
ている女性が多数いたことから"ジムな
どの運動をする場所へ持っていくバッ
グ"の開発を始めた。ジムの体験や見
学を通して、更衣室内での着替えや
荷物の出しれがしづらい、ロッカーのサ
イズによってバッグのサイズが合わない
などの問題を解決する機能を考えた。

顧客とのコミュニケーションがカタログ
に限られていた為、バッグだけでなく
カタログの試作品も作成した。40代
ならではの身体の問題や必要な運
動量を伝え、ジムに通うことが大切で
あることを専門家のコメントを掲載す
ることで啓蒙を試みた。バッグは生
地やサイズ感にこだわり完成度の高
いものを作成した。

バッグとウェアを一緒に販売すること
で、ウェアの売り上げアップに繋が
る。また、ジム友キャンペーンというも
のを実施し、友人、知人と一緒に、こ
のバッグを購入されたお客様には、
ポイントをプレゼントする。このキャン
ペーンにより、バッグを安く購入できる
と同時に、一緒にジムに通えるジム友
を作ることができる。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

最終プレゼン前に大きな方向転換がありましたが、そこからの追い上げが目覚ましかったで
す。当初はアイデア開発やグループワークの進め方など、悩むこともあったと思いますが、1
人1人が懸命に取り組んでくれた結果、大きく成長したことを実感し、嬉しく思いました。
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F i t y ou　 DHCフィットビューティーバック
和歌山大学　柳到亨ゼミ/浦嘉一、太田泰子、木村陽子

見(魅)せてオシャレ！
分けられて便利なヨガバッグ

Fi tyouはヨガの荷物がひとつに収まり
便利で且つヨガマットがバッグから見え
るヨガバッグである。着替えや会員証、
マットなどのヨガの荷物に合わせた専用
の収納スペースがあり、付属のミニバッ
グには財布や携帯等の貴重品を仕分
けし、必要なものだけを持って手軽に移
動することができる。そして一番のポイント
は、バッグからマットが見え、このバッグを
もった姿がヨガをしている自分をアピー
ルできるところにある。

品を仕分けし、必要なものだけを
持って手軽に移動することができる。
そして一番のポイントは、バッグから
マットが見え、このバッグをもった姿が
ヨガをしている自分をアピールできる
ところにある。

単なる構造把握をするためではなく実
際に商品として売り出すことを想定し
た完成度の高い試作品を企業様か
ら求められた。バッグの細部まで作り
込む必要があったために手縫いやミ
シンを駆使して試作品を3つ作った。
バッグの素材もヨガをする女性が好む
ような天然素材を採用しナチュラルな
イメージを持ってもらえるようにした。

Sカレの自分たちの製品ページに、バッグ
制作の進行状況、ゼミ内の活動の様子
を随時記載し見ている人たちに楽しみな
がらバッグの良さを知ってもらったり、イン
タビュー先で積極的に製品ページを広
報することに注力した。商品化された際
には、誌面上でヨガ特集を組みFityou
と既存商品のヨガウェア等を共に紹介
することで売上の相乗効果を狙った。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

近年のウォーキング人口の増加を受けて、ウェアやグッズも充実化しつつある。そのようなト
レンドをとらえ、美・健康・楽しい生活の提案というDHC社のコンセプトを具体化する商品と
して考案された。ターゲットが明確で、使用シーンがイメージできる商品である。
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インテリジェント・サイエンス

大学生が思わず使うスマホアプリ

スマホ世代である学生ならではの視点から、スマホアプリの課題発見

と解決方法を提案します。商品化は医療分野とビジネスソリューショ

ン分野を2本の柱としてシステム開発を行っている「インテリジェント・

サイエンス」がサポート。

1 0 0	 おカンカン

1 0 1	 Taskful

1 0 2	 Listap

1 0 3	 Photra iL

1 0 4	 男気道場

1 0 5	 パティすけ

1 0 6	 Trip leWake

1 0 7	 k isekaeru

1 0 8	 学割.com

1 0 9	 Pinc .

1 1 0	 Jグル

1 1 1	 Wait ing Party !

1 1 2	 メモ電

1 1 3	 engine（エンジン）
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おカンカン 大学生が思わず使うスマホアプリ
兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/鶴原駿太郎、名村早耶香、田中愛

スマホ世代のコンプレックスを
楽しむアプリ

おカンカンは、使い過ぎて悩むという“ス
マホ・コンプレックス”を楽しく克服でき
る、使用時間抑制アプリである。初めに
計測時間を設定し、実際の利用時間に
応じたリアル行動の代替案を関西キャ
ラの“おかん”が通知する。事前の調査
から、２時間半より短い代替案の数を多
く設け、内容も面白くなるよう工夫した。
大学生は新たな代替案を見るために時
間を抑制しなければならない。最長計測
時間を５時間に設ける等きちんと抑制す
る仕組みや、新規の代替案を投稿する
機能をアプリ内に設け、ユーザーを飽き
させない仕組み作りを行っている。

兵庫県内にある7大学、総勢210名の
大学生にアンケート調査を行ったところ、
全体の７割がスマートフォン利用時に後
悔した経験がある中、その対策を行う学
生はほとんどいない事が分かった。私達
は学生がスマホの使い過ぎに漠然とした
後悔を抱いているのではないかと考え、
既存商品にはない面白いスマホ使用時
間抑制アプリの開発に着目した。

アプリの試作品製作は難しかったた
め、発表時点では具体的な企画案の
み提案した。そのため、一目で実際の使
用シーンが想像出来、且つ具体的な
機能が伝わるよう操作画面のイラストを
作成した。製品のメインキャラクターであ
る、“おかん”は関西のお母さんをイメー
ジし、大学生が気軽に・思わずアプリに
手を伸ばせるようポップさを演出した。

大学生の口コミを主な販促方法と
する。想定している口コミ方法として
は、友達との会話やSNSでの投稿、
特にスクリーンショットが当てはまる。
代替案の面白さと表示された結果
が記録に残せないという点から、大
学生は思わず操作画面をスクリーン
ショットし、twi t t e rなどのSNSで発
信するのではないかと考えている。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

大学生への広範なリサーチ結果をもとに、スマホ利用時間の抑制に着目したユニークなア
プリである。インパクトのある関西のおかんキャラクターの採用など、直感的に“思わず”使
える数々の仕掛けを施した。他のキャラクターによるシリーズ化など展開可能性もある。
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Task f u l  大学生が思わず使うスマホアプリ
大阪市立大学　小林晢ゼミ/中村あやめ、松井彩織、吉村春輝

タスク全体の把握を
ルーティン化

タスクそれぞれをシャボン玉の形で表現
し、締切が近づいたり優先度が高いと
シャボン玉は大きくなっていく。それをタッ
チするとシャボン玉が消えてタスク完了
となる。一画面でタスクの数と優先度を
確認でき、タスクを楽しくこなせる感覚的
なタスク管理アプリである。また、タスク
を確認すべきタイミングは起床時と就寝
時であり、そのタイミングで自動的にタス
ク確認画面を起動させ、タスク管理を
ルーティン化させることができる製品であ
る。

大学生は授業以外にアルバイト、就
職活動、部活動など様々なタスクを抱
えていると感じたが、実際にはタスク管
理を効率的に行えている学生は少な
かった。多くの学生はスマホを持ってい
るにも関わらず、習慣がないなどの理
由で荷物が増えるにも関わらず紙媒
体を使用していた。これらをより効率的
にするために製品開発を開始した。

企業様から試作品の製作ではなく、
具体的な企画案のみの提出を求め
られた。そのため、パワーポイントのス
ライドにおいて、具体的な使用感が
わかりやすいようにデザインを制作し
た。Task f u l lでは、タスクの項目を
一画面で把握し、タッチで消せるとい
う爽快感を重視したため、その部分
がうまく伝わるようにした。

Sカレの製品ページにおいて、ページ
の閲覧者にアプリの使用感やタスク
管理自体の重要さが伝わるようなデ
ザインやプレゼン資料の作成を心掛
けた。また、製品ページや製品にお
いて他大学の学生にも直接伝える
ことで、フィードバックをいただくととも
に、ターゲットとなる学生に広く認知
されるようにした。

指導教員
小林 哲先生
からのコメント

タスクの期限が近づく緊迫感をシャボン玉の大きさで表したり、シャボン玉を消すという行
為で、その達成感を表すというアイデアは、ささやかながらタスクを実行するモチベーション
につながり興味深い。また、目覚まし機能とリンクさせるという考え方も面白い。
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L i s t ap  大学生が思わず使うスマホアプリ
関西大学　岸谷和広ゼミ/岩本佳穂里、加藤令菜、小山裕也

クリアなリスト、スムーズな検索、
リストにするワクワク

「Lis t ap」は欲しいものや行きたいとこ
ろに関する写真を保存する女子大生向
けのリストアプリである。オシャレな写真を
目立たせるシンプルなデザイン、投稿順
ではなく自由にリスト整理ができる機能、
商品の詳細をわかりやすく表記するタグ
付け機能、欲しい情報だけがすぐに出
てくる検索機能といった４つの特徴があ
る。欲しいものや行きたいところの写真
がカメラロールに埋もれているといった悩
みを解決するだけでなく、他のリストアプ
リにはない機能で差別化を図っている。
女子大生ならではの悩みを解決し、その
需要に特化したアプリである。

女子大生がよくする行動として、欲しい
ものや行きたいところを調べて保存し、
実際にお店を訪れ、その写真をSNSに
投稿するという流れがある。アンケート
調査より女子大生の約９割は欲しいも
のの画像をカメラロールで管理してい
た。しかし、写真が多く埋もれてしまい見
たい時にすぐに見つけられないという悩
みを解決するリストアプリを企画した。

今回、試作の必要はなく企画案の
みの発表であったため、アプリ画面
のイメージ図を制作した。イメージ図
は女子大生が思わず使いたくなるよ
うに写真を目立たせるシンプルなデ
ザインにした。また、写真が埋もれな
いようにタグ付けをしてカテゴリー別
に画像を分類することで、一目で分
かりやすく使えるように工夫した。

女子大生は、SNSの使用率や閲覧
率が高い。よって、写真を投稿する
際に、アプリ名のハッシュタグを付け
ることで、アプリを普及させることを考
えた。またMERYのような情報サイト
にアプリに関する記事を掲載すること
を企画し、女子大生が自らアプリを
知るキッカケにしようとした。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

女子大生は、行きたいところや欲しいものを、スクリーンショットで保存し、人によっては、その
写真の数は一万を超えるらしい。男性にはほとんど理解不能なニーズは、ターゲットを重要
視するマーケティングによって解決されなければならない重要な課題である。
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Pho t r a i L  大学生が思わず使うスマホアプリ
関西大学　徳山美津恵ゼミ/大江菜緒、八木日向子、糸数浩之

“行ってみたい”“また行きたい”を
写真で地図上に残そう！

Photra iLは趣味を写真と地図使って
一括で管理できるアプリである。このアプ
リの特徴は主に２つある。まず１つ目はカ
テゴリーである。「イマドキスポット」のよう
なカテゴリーをアプリに用意しており、趣
味を持つ、もしくは持ちたい大学生にア
ピールできるようになっている。２つ目の
GPS機能はいちいちインターネットを使っ
て検索せずともアプリ上で簡単にお店な
どの住所を登録することができる。これら
の機能があることで「これから行きたい」
「また行きたい」を簡単に手軽に管理
することができるアプリになっている。

テーマが「大学生が思わず使うスマ
ホアプリ」なので、大学生の実用性
に適ったアプリを創ろうと思い、調査
を行った。調査をしていくと、趣味を
持っている大学生が大勢いるのにも
関わらず、その趣味を管理できてい
ないことが分かった。それらの問題を
解決するためにアプリ開発を開始し
た。

企業様から試作品の製作ではなく、
具体的な企画案のみの提出を求め
られた。そのため、一目で実際の使
用シーンが想像でき、且つ具体的な
機能が伝わるようアプリの画面のイ
メージ図などを作成した。また、製品
に明るいイメージをもってもらえるよう
にイラストの色味や字体を工夫した。

販売促進方法としては３つ考えている。
まず１つ目は登録の際に SNS へのシェ
ア機能を付けることでユーザーの周り
の人にもアプリを知ってもらうようにする。
次に２つ目は影響力を持った大学生に
SNS 上でアプリの評価をしてもらう。最
後に３つ目はバイラル動画の作成です。
これを作成することによってターゲットの
母体数増加と認知度向上を目指す。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

地図と写真を組み合わせてオリジナルのマップを作るというアイディアは素直に面白いと思いま
した。ただ具体的な使用方法を考え出すまでは苦労したようです。三人で議論を重ね、大学
生の趣味の管理に最適のアプリという最終的な形を出せたことは素晴らしいと思いました。
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男気道場 大学生が思わず使うスマホアプリ
神戸大学　栗木契ゼミ/松下将大、久保田潤、白川夏美

男気じゃんけんを
より楽しめるアプリ

男気道場は男気じゃんけんをより楽しい
ものにするためのアプリである。主な機
能は4つあり、1つ目はランキング作成機
能で、男気じゃんけんで支払った金額を
記録する機能である。2つめはルール決
め機能で、トーナメント戦などの様々な
試合形式を楽しめるようにする機能だ。
3つ目は罰ゲーム機能で、ルーレットによ
り男気のない行為をした人に罰ゲーム
を与える機能である。4つ目はアルバム
機能で、男気じゃんけんの結果を簡単
に振り替えられる機能とした。男気道場
はこれらの機能で男気じゃんけんを促進
するアプリである。

「大学生が思わず使うアプリ」を考える
にあたって大学生が普段思わず行っ
ていることは何か、と考えた。出た意見
の中で最も大学生らしさがあふれてい
たものが男気じゃんけんであった。実際
男気じゃんけんをする学生を観察して
いると、そこに改良、アプリへの応用の
余地が見られたので、男気じゃんけんア
プリの開発に踏み切った。

今回試作品ではなく、アプリの完成
イメージとなる画面の作成を行った。
その中で、男気じゃんけんのイメージ
に合った力強く、わくわくするようなデ
ザインの作成を心掛けた。また顧客
の目線に立ち、使いやすさを意識し
字の大きさやフォント、操作性を重視
した画面作りを行った。

販売促進としては実際にゼミを中
心としたメンバーで男気じゃんけん
を何度も行い、その様子をSカレの
Facebookページに投稿するといっ
た、カラダをはった企画を行った。ま
たアプリの機能として男気じゃんけん
の内容をスクショ1枚にまとめるという
機能を付けることでSNSへの投稿を
促すような工夫も考えた。

指導教員
栗木 契先生
からのコメント

アイデアを実現可能な企画に仕上げるには、パートナーの参加交渉、あるいは権利関係の
把握などが必要となる。しかしその結果は、事前には不明。チームアプリコは、複数の企画作
業を平行して進め、最終局面で1つに絞った。リスク・ヘッジを考えた高度なマネジメントだ。
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パティすけ 大学生が思わず使うスマホアプリ
神戸大学　宮尾学ゼミ/羽根田康平、藤岡涼介、四辻望

自分も他人もパーティーで
繋がる笑顔の輪

私たちが提案した「パティすけ」は、パー
ティーがより楽しくなるように手助けする
アプリである。ターゲットを、パーティーを
より楽しみたい大学生としたため、大学
生特有のノリの中でどのような機能があ
れば楽しいかを、自分たちの体験やア
ンケート調査などから考えた。機能は、
その時の気分や季節などに合ったパー
ティーを紹介してくれるパーティー診断
と、パーティーを盛り上げるとともに片付
けなどの面倒事の解決もしてくれるパー
ティーゲームの二つである。

私たちはアプリのコンセプトや機能を
考える上で、大学生が使って楽しい
ことを最も重要視した。コンセプトを
考える際、まずは楽しむとはどういうこ
とかを考え直し、そこから上に述べた
コンセプトを考えた。また、機能を考
える際には大学生に対しどんなパー
ティーが楽しかったか、やってみたい
かというインタビューを行った。

アプリは試作品の制作ができなかっ
たので、機能の一つであるパーティー
ゲームと企業とのコラボに力を入れ
た。パーティーゲームについては、多く
の種類のゲーム考案し、実際にやっ
てみて楽しいかを検証した。企業との
コラボについては、どのようなコラボを
したいかだけではなく、収益のモデル
も考え、企業の方に提案した。

Sカレの製品ページにおいて、画像
による具体的な使用シーンの流れ
を提供することにより、使用シーンを
イメージしやすくした。またターゲット
である大学生に知ってもらうために、
Twit t e rやグループLINEにURL
を載せ、多くの大学生の目に触れる
ように工夫した。

指導教員
宮尾 学先生
からのコメント

パーティーサポートアプリというアイデアから様々な機能を考え、そこから「楽しく！」というコン
セプトに向けて機能を絞り込んだプロセスが秀逸だった。アプリのアイデアだけでなく、企業
サイトへ誘導する広告など、収益モデルについてしっかり考えた点も評価できる。
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Tr i p l eWake  大学生が思わず使うスマホアプリ
専修大学　奥瀬喜之ゼミ/丸山健太、山上大輝、中鉢みお

絶対起きる+癒し要素
=フレッシュな気持ちで1限へ！

Tr i p l eWak eは「アラーム」「問題」
「キャラクター」の3つの要素を柱に、
ユーザーの二度寝を防ぐためのアプリ
である。このアプリでは、アラームを止め
るために、大学生が勉強することの多い
TOEICの英単語やSPIなどの問題を
解く必要がある。解答後には、正答率・
解答速度に適したポイントが付与され、
そのポイントを使って犬や猫といったキャ
ラクターの入手や、親密度の上昇に必
要なエサ・アイテムの購入を行うことがで
きる。毎朝の「起きる」という動作に、新
しい価値を与えることのできるアプリであ
る。

「大学生らしさ」「思わず使う」とは
一体何なのか考えるところから始め
た。その過程で「日々の生活に何気
なく存在するアプリ」が求められてい
るのではないかという意見が出た。そ
こで、私たちが日ごろから体験したり
目にしたりしている「寝坊」に焦点を
当て、目覚ましアプリの考案をした。

アプリは実際に形にすることが難し
かったので、試作品製作ではなく、ア
プリのラフ案画面の製作に力を入れ
た。その中で、いかにアプリ内容を分
かりやすく、正確に伝えることができる
かを重視した。そこで、シンプルで伝
わりやすい文字・背景ではあるが、華
やかに見えるスライドづくりを行った。

可愛いキャラクターや、収集率のス
クリーンショットをSNSでつぶやくこと
により、ポイントを獲得できる機能を搭
載している。これにより、ユーザーは
更なるポイントを貯めるために、友達
やこのアプリのことを知らない人など
他の人へ共有して、アプリの使用拡
散を図ろうと考えている。

指導教員
奥瀬喜之先生
からのコメント

「朝起きられない」というありがちな問題への着眼はよかった。なぜ起床するために問題に
答える必要があるのか、解答することと起床との関係性を明確に伝える必要があった。より
シンプルに、朝起きられることが「楽しみになる」アプリでもよかったかもしれない。
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k i s ekae ru  大学生が思わず使うスマホアプリ
高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/金指和樹、鈴木千晴、鷲見かりん

Let's 着回し！

きせカエルは、コーディネートを提案して
くれる洋服管理アプリである。■服の写
真を撮影しアプリに登録すると、勝手に
コーディネートを行ってくれる。また、スワ
イプ操作で着せ替えゲーム感覚のよう
に簡単に楽しく使うことができる。さらに、
使えば使うほど自分に合った服を提案し
てくれるよう、アプリにユーザーの服の好
みを学習する機能を付加した。アプリ内
で自分の服を管理することで、新しく服
を買うときにも役に立つと考えられる。
きせカエルは、毎日のコーディネートが面
倒と感じている大学生を助ける製品であ
る。

大学生は、日々の生活や旅行など、私
服をコーディネートする機会が多いこと
に着目。服の悩みについてアンケートを
行うと、着ていく服に困ったことがある、
新しい服を買うとき手持ち服と合うか気
になるなど、多くが服に関する悩みを抱
えていることが分かった。そこで、「Let's 
着回し！」をコンセプトに、大学生の着回
しをサポートするアプリを提案。

パワーポイントや画像編集ソフトを活
用し、アプリの使用手順を表現した。
また、実際にアプリがどのように動く
のかを直感的に伝えるため、画像に
アニメーションを付けるといった工夫
を凝らした。アプリ名やアイコンにはカ
エルを採用し、アプリをイメージしても
らう存在として位置付けている。

Twitter、FacebookなどSNS上に
公式アカウントを設置し、アプリの情報
を発信。
また、学生が運営するファッションイ
ベントでのPRを行う。さらに、その関
係者・モデルに実際にアプリを利用
してもらい、作ったコーディネートを、
InstagramなどのSNS上にハッシュタ
グ「#kisekaeru」で投稿してもらう。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

企画案としては面白いものである。ニーズの探索に大変苦しめられ、検証的調査でも十分
な結果は得られなかったことが頭一つ抜けられなかった原因であるように思う。教員の不
徳の致すところである。
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学割.com 大学生が思わず使うスマホアプリ
帝京大学　石田大典ゼミ/ 寺川依里、道場昌太郎、伊澤勇輝

みんなで作る学割情報アプリ

このアプリは学割の情報を投稿すること
で、学生が学割のお得な情報を共有で
きるアプリである。また、学割の情報を投
稿したりすることでポイントが貯まり、その
ポイントを使ったミニゲームで遊ぶことも
でき、楽しくアプリを使うことができる。機
能も豊富で、エリアやジャンル、現在地か
ら学割が使えるお店を簡単に探すこと
ができるので状況に合った検索機能を
使い分けることが可能。また、レビューや
検索履歴の閲覧、お気に入り登録など
の機能も搭載。アプリ自体もシンプルな
デザインなので、大変使いやすくなって
いる。

学生が思わず使うスマホアプリというこ
とで帝京大学にいる1～4年の学生
達にお金に対する意識調査を行なっ
た。すると一人暮らしの学生から実家
暮らしの学生までほとんどの学生が少
額でもかなりの節約していると分かっ
た。そこで学生ならではの特典の学割
を簡単に利用出来るように学割をまと
めたアプリの製品開発を開始した。

テーマがスマホアプリということで試作
品の製作は難しいため、各画面のデ
ザインを改良していくことに努めた。具
体的にはまず雛形となる基本デザイ
ンを作成し、実際のシチュエーション
を想定して学生に触れてもらった。そ
こで学生から聞いた使いづらい点、こ
の画面に欲しい機能などを聞き出し、
バージョンアップを繰り返した。

学割.c omの販売促進では実際に
出来上がったアプリを使用する時と
同じような画面をたくさんの学生に
スマホ画面で触ってもらった。さらに
SNSで細かい作成過程などの投稿
をして学生に興味関心を高めてもら
うようにした。また完成したアプリ画面
も投稿し高い拡散力を促した。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

学割は、お金のない学生にとって非常にありがたいプロモーションである。大学の周辺では、
飲食店を中心に様々な店舗が学割を提供している。ところが、学割の情報は意外と知られて
いない。このアプリは、そうした情報を集めて整理する革新的なサービスと言えるだろう。
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P inc .  大学生が思わず使うスマホアプリ
東京理科大学　大驛潤ゼミ/五百森琢也、佐竹莉奈、斎藤恵介

アプリを通して、学生の就活に
対する利便性を向上する

東京理科大学大驛潤ゼミ考案の就活
パンフレット電子化アプリ「Pinc .」。
「Pinc .」：就活企業パンフレットの電子
化・一覧化＋α
現状、就活企業パンフレットを用いたア
プリは存在せず、アプリを通して企業研
究はできなかったがこれを可能にするア
プリとなっている。実現可能性、収益性
を前提とし、「学生の就活に対する利
便性を向上する」というコンセプトのもと
開発を行った。仮設、検証（アンケートな
ど）をもとに、就活アプリではいかにシン
プルであるかが重要であると理解し、シ
ンプルさを阻害せず、学生の潜在的な
ニーズに応えることに注力した。

App s t o r eカテゴリ、カテゴリ内の
主要アプリ、ランクインに必要なイン
ストール数の目安、ユーザーのアク
ティブ度をもとに参入障壁と、アプリリ
リース後のインストールの継続性を
分析した。その上で「Sカレで勝てる
アプリ」ではなく「学生に本当に必要
とされるアプリ」の開発を目標にコン
セプトと、開発フィールドを定めた。

アプリということで試作品制作はでき
なかったが、画面遷移図と各画面イ
メージで、理解してもらいやすいスラ
イドを作成した。試作品制作に時間
を取られなかった分、実現可能性と
収益性の分析および根拠付けに時
間をかけ、コンセプトを理解してもらう
ことに重きをおいプレゼンテーション
を行った。

就活の意識が高い学生をターゲッ
トとし、アプリ拡散を狙う。就活の意
識が低い学生は、意識が高い学生
に影響を受ける可能性が高い。した
がって、就活の意識が低い学生も自
然とアプリを使うようになり、ダウンロー
ド数が増えると予測される。また、
SNSで拡散することによりアプリを認
知してもらう機会を増やす。

指導教員
大驛 潤先生
からのコメント

「就活における企業パンフレットの電子化」をコンセプトに、他が学生側の視点のみなのに
対し、企業の視点を取り入れたソフトとなっている。特に、メモをパンフレットに追加できる点
は、他との差別化が明確であった。長期的効果を見込める点が評価できよう。
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Jグル 大学生が思わず使うスマホアプリ
獨協大学　陰山孔貴ゼミ/土居百合、木村拳士、島田亮輔

美味しいJリーグ観戦で
地域活性化を可能に！

『Jグル』はJリーグを応援する地元の
HOMEサポーターと、対戦チームに遠
征し応援するAWAYサポーターをグ
ルメ情報で繋げるアプリである。情報を
提供するHOMEサポーターは地元の
魅力を発信するだけではなく、新しい発
見ができる。一方のAWAYサポーター
には遠征の充実が見込める。また、口コ
ミの内容をサッカーサポーターならでは
の項目に絞ることで既にある口コミサイト
との差別化が図れる。これによりJリーグ
観戦における地元グルメへの関心が高
まり、地域活性化をしながらより美味しい
週末をすごすことができるようになる。

Ｊリーグとグルメを掛け合わせたアプ
リということで、じゃらんの調査報告
書を参考にし、Ｊリーグへの関心度
が高く、時間的にも余裕があり、フッ
トワークの軽い若者をターゲットにし
た。また、アンケート調査から、利用
者はグルメ情報に対して関心が高い
ことがわかり、グルメ情報に焦点を当
てて商品を開発した。

今回、試作品はなく、企画案のみの
発表となった。そのため、私たちが企
画したアプリがどういったものなのか
伝わりやすいように、アプリのロゴ、概
要、実際にアプリを起動した際の画
面イメージ図を作成した。特に、検索
機能については注力し、検索例や表
示されるグルメの写真を入れるなど
分かりやすいようにした。

Ｊリーグ各クラブチームのホームペー
ジ、公式Ｔｗｉｔｔｅｒで宣伝することを
検討した。アプリを通して集客につ
ながれば、クラブチーム、アプリ開発
側、互いの利益に貢献できると考え
た。また、集客効果による地域活性
化に注目し、ＨＯＭＥタウン市町村へ
の販促協力を掲示板等で行う事も
検討した。

指導教員
陰山孔貴先生
からのコメント

企画としては上手にまとめたと思う。ただ、もう少し3人のユニークな個性を表現したプレゼ
ンにしてほしかった。今後はどのように伝えるのかもより真剣に考えてほしい。誰かに動いても
らってはじめて企画は実現するのだから。今後の3人に期待している。
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Wai t i ng  Pa r t y !  大学生が思わず使うスマホアプリ
法政大学　杉浦未樹ゼミ/黒田健太、小林宰、遠藤眞子、熊木香奈子

一緒にちょいあげしない！？！？

『Wait ing Party』はテーマパークなど
の長い待ち時間に「話す話題がないけ
ど話したい」という悩みを解決するため
の話題提供ゲームアプリだ。大学生が
待ち時間にしたい会話の話題、ゲーム、
なぞなぞクイズなどのコンテンツを搭載。
指定されたお題について話し、いいねと
思った人に投票。ご褒美か罰ゲームを
賭けて競い合い、みんなで楽しく、ゲーム
感覚でプレイができる。待ち時間ごとにプ
レイができ、「ちょいあげ」して下がったテ
ンションを持ち直してキープすることがで
きる。

私達は、「大学生が思わずダウンロードするアプ
リ」のニーズを探るため、大学生を観察し、テー
マパークでの待ち時間に使えるアプリを思い付
いた。そこで待ち時間に何が必要かと考え、話
題を提供し、なおかつそこにゲーム性を持たせる
ことを思い付いた。実際に大学生にアンケートを
とったところ、テーマパークでの待ち時間に会話
に困り、また会話が欲しいと答えた人は80%を
越える結果となり、ニーズがあることを確認した。

企業様から提供された「大学生が
思わず使いたくなるアプリ」のコンセ
プトに即し、『Wait ing Party』とい
うアプリの楽しさが伝わるようにパー
ティーを想像させる風船のイラストを
用いた。画像だけでなく遊んでいる
動画を用いたことによって、実際の使
用シーンを思い浮かべ易くした。

初回ダウンロード促進のため、アプリレビュー
サイトに無料でのレビューを依頼をする。
アプリ説明やレビューサイトで様々な検索
ワードにヒットさせることが狙いだ。
二次ダウンロードとして、Bluetoothを用いる
仕組みでネズミ算式にダウンロードを増や
す。
また、ユーザーがプレイ画像や結果をＳＮＳに
投稿することによって拡散を促す。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

完成度の高いところまでアプリ内容は詰められるけれど、楽しさが伝わらないという課題に
秋カンあとに気づき、真摯に取り組んできました。最後まであきらめずに内容を詰めていまし
たが、実際に遊んでもらったフィードバックをもっととり、活かせるとよかったです。
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メモ電 大学生が思わず使うスマホアプリ
立命館大学　吉田満梨ゼミ/河﨑有希、上田祥太、田村星

着信１つで大事なことを
リマインド

メモ電は自分が本当に知らせて欲しい
物事を声で録音し、知らせて欲しい日に
電話がかかってきたかのような表示で
録音を再生してくれるアプリである。ター
ゲットは情報や予定が多すぎて本当に
知らせて欲しい物事が埋もれて忘れて
しまう人や今までのリマインド通知ではス
ルーしてしまう人に設定した。そして着信
画面に似せて通知がくることで、インパク
トが強まり、刺激的な新感覚を味わっ
て、リマインドをスルーさせない効果を
狙った。また従来の視覚だけのリマインド
だけではなく耳から録音内容を聞くこと
によって記憶力のアップを図った。

グループインタビューを行い、現在の大
学生が抱える問題として「スケジュール
管理はしているが、そのリマインドをスルー
してしまう」現象が発覚した。この問題に
ついて深く調査を行うため、教授の協力
を得て、製品開発論での大規模なアン
ケートを行った。その際にメモ電のプレゼ
ンも行い、深くアプリを理解してもらった上
で、アンケートに回答して頂いた。

私達のテーマはアプリ開発だったので、
プログラミングを用いて本物のプロトタイ
プは作成せず、あくまでもアプリ使用イ
メージを沸かせるための画像を作成し
た。画像作成はパワーポイントで行った。
また画像だけではなく、「prott」というア
プリのプロトタイプを作るアプリを使用し、
より具体的な使用イメージをユーザー
に抱いてもらうことが出来た。

学生共有スペースなどにポスターを
貼ることで、認知度を高めた。また
SNSで拡散するだけではなく、ハッ
シュタグを通じて大学生が自らから楽
しんで広めることを提案した。そして、
Facebookページは1000いいね！を達
成し、リリース前からユーザーに支持し
て頂いていることから、利用の見込み
があるユーザーを獲得していた。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

信頼関係で結ばれたチームで、それぞれが得意なスキルを発揮して、高いモチベーション
を保ちながら、本気のグループワークをしてくれました。またチーム外部からも様々な協力・
応援を得て、Ｓカレ史上恐らく初めての「1000いいね！」達成は素晴らしかったと思います。
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eng i n e (エンジン)  大学生が思わず使うスマホアプリ
流通科学大学　清水信年ゼミ/中野岬、田端健吾、文鵬程

とっつきやすさを重視した
自己管理アプリ

このeng i n eは、数ある自己管理アプリ
の中でも、とっつきやすさに特化して作ら
れたものだ。とっつきやすさというのは、タ
スクを実行するにあたって、「大きなタス
ク」を「細かく」小分けにすることに重き
を置いている事であり、タスクを実行する
ことに対する敷居を下げることを大事に
している。また、達成度を示すためにポイ
ントのシステムを導入しており、このポイン
トを貯めてゲーム内でのアバターを育
成したり戦わせたりするという、簡易的な
ゲーム性も兼ね備えている。

周りの大学生の様子を見ると、講義
中にもかかわらず講師の目を盗んでレ
ポートの作成などをする学生を見かけ
ることがままある。そんな期限ぎりぎりに
バタバタする人らに話を聞くと、「もっ
と早くからやっておけばよかった」と嘆
く人ばかりだった。ゆえに、学生に自
己管理を知ってもらう必要性を感じ、
本アプリの開発に取り掛かった。

アプリのデザインをする上で特に大
事にした点が、直感的であるかどう
かである。操作性はもちろんのこと、
堅苦しさを感じないように、色使いも
カラフルにした。そして、細かいタス
クがすべてできれば、アプリ名の通り
「エンジン全開」となり、勢いよく炎
があがる。これにより、ユーザーの使
用意欲を高めるというのが狙いだ。

類似製品の数が多いので、顧客に
目を向けていただくため、本アプリの
強みを明確にし、興味を引く必要性
があった。それゆえにSNSで紹介す
る際、「オンライン状態には一切なら
ないので、通信制限等の影響を受
ける心配がない」などといった点を積
極的にアピールした。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

制約条件が多い中で苦労し、なかなかまとまらない段階もあったが、最終的には細部まで
よく考えられた企画を提案するに至ったことを評価したい。プレゼンテーション自体も、この
チームのメンバーの雰囲気がよく伝わるものだったと思う。
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ニチレイマグネット

介護福祉に役立つマグネット商品

フレキシブルマグネット（柔らかい磁石）と、アイデアを掛け合わせ介

護福祉社会を変える商品を提案します。商品化は「新しい視点で創

ろう」を合言葉に「磁石を変え、社会に貢献したい」を実現するため

様々なマグネットを製作している「ニチレイマグネット」がサポート。

1 1 6	 くるりっぷ

1 1 7	 まぐボール

1 1 8	 PEEL

1 1 9	 無料(ただ)のお薬手帳カバー

1 2 0	 くるぴたふっく

1 2 1	 まごねっと

1 2 2	 KURUPITA

1 2 3	 ピタっとメモ

1 2 4	 キープレット

1 2 5	 サポットべると

1 2 6	 Show me （賞味） board

1 2 7	 まぐあけ

1 2 8	 マグボー＋

1 2 9	 マグパズ
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くるりっぷ 介護福祉に役立つマグネット商品
南山大学　川北眞紀子ゼミ/伊藤永恭、加島奈於、神谷岬

挟んで回すだけで
楽々開封・カップの開封補助用具

カップ容器の開封。私たちが普段生活
していても、全く気にもしない動作だが、
困っている人はいる。「くるりっぷ」は、そ
んな人たちの悩みを解決したいという思
いから生まれた製品である。蓋のつまみ
を挟んでくるくる回すだけで、カップ容器
を片手で開封することができるのが本製
品の特徴だ。また、開封後に挟んだ状
態で置くことで重り代わりになり、カップ
容器が動く食べづらさを軽減することも
できる。マグネットを内側の部分に組み
込んだことにより、利用者の握力を求める
ことなく製品の使用が可能だ。

介護福祉がテーマとなっているため、
高齢者の現状を調査すると、手に関す
る悩みが多いことに気づいた。そこで、
手に関する悩みを多く抱えている片手
のみの生活を強いられる高齢者・障が
い者とターゲットを設定し、不全麻痺の
方にお話を聞かせて頂いた。すると、蓋
のある容器の開封への不便を発見し、
カップ容器の開封に目を付けた。

ターゲットに使用して頂き、そのフィー
ドバックを元に何度も製品を作り直し
た。そうすることで、利用者のより使い
やすいものに近づいていくことができ
た。蓋を巻き取りやすいような丸い形、
本製品自体をあけやすくするための指
を入れる穴、利用者が最も使いやすい
と感じる長さや太さ。主にこの４点につ
いて、何度も試行錯誤を重ねた。

介護福祉用具の通販サイト、東急ハ
ンズや百貨店などの便利グッズコー
ナー、薬局などで販売することを想
定している。ターゲットの認知や店舗
販売のきっかけとして、プレスリリース
を新聞社等に送ることを考えている。
また、リハビリセンターへサンプルとし
て提供し、実際に触れることで口コミ
が広まり、購入されることを期待する。

指導教員
川北眞紀子先生
からのコメント

圧巻のストレート勝ち。最初は、この道具で空かないもの多くて心配したけど、商品そのもの
が、どんどん改良されていきました。そして、キレイなプレゼンのストーリー展開とそれを裏付け
る外部への調査なども、徐々にそして的確になされていったのが見事でしたね。
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まぐボール 介護福祉に役立つマグネット商品
関西大学 岸谷和広ゼミ/泉友生、出口理紗子、玉井美佳子

ながらトレーニングで
手軽に認知症予防

まぐボールは手軽に握力を鍛えて認知
症予防を手助けする商品である。近
年、握力の強化は認知症の予防と関係
があることが分かり、これに注目した。
使い方は大きく二通りある。まず変形す
るボールを握る動作を繰り返すことで、
握力を鍛え、さらにくっついたマグネットに
力をこめてはずすことで、腕力も鍛えるこ
とができる。腕力を鍛えることは握力のト
レーニングにも役立つのである。また、や
わらかい素材やマグネットの感触を生か
すことで、トレーニング感なくいつの間に
か握力を鍛えることができる、それがまぐ
ボールである。

テーマが介護福祉に役立つマグネッ
ト商品ということでわたしたちは高齢
者をターゲットにした。NHKの高齢
者に関するデータから高齢者は家に
いる時間が他の世代よりも長く、また
余暇時間にテレビを視聴することが
多いことが分かった。このことから、テ
レビをみながらトレーニングできる商
品を考え開発を始めた。

試作品制作にあたりボールの中身
に小麦粉、キネティックサンド、紙粘
土の柔らかさの異なる三種類の素
材を使いそれぞれ量を調節したりし、
ボールの程よい柔らかさを工夫した。
また、ボールの内側にある磁石もト
レーニングに使えるものにできるよう
磁力の強さを考え調節した。

この商品はながらトレーニングを特徴
としているため、ターゲットは「自宅で
生活している高齢者」とした。そのた
め、高齢者のよく利用するホームセン
ターや薬局、病院での販売を考え
た。また、握力を鍛えることが認知症
予防に効果があることを伝えるため、
パッケージの内容を充実させ、さらに
POPを利用した販売を行っていく。

指導教員
岸谷和広先生
からのコメント

介護福祉とマグネットというテーマは、ターゲットへのアクセスや製品との関連性から企画
立案は非常に難しい。そのため、テーマの修正、変更を繰り返していた。これが解決できた
らおそらくほとんどの問題は解決できると思う、多分。
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PEEL  介護福祉に役立つマグネット商品
関西学院大学　石淵順也ゼミ/山本憲央、日下部千晶、宇治田春美

モノも時間もまとめて
“むき”合う。質の高い介護へ

ベッド柵に取り付け、ティッシュや老眼鏡
など使用頻度の高いものや、無くしやす
い目薬などをカテゴリーごとにまとめて整
理。カバーを開けて中のものを取り出す
際は、フレキシブルマグネット特有の柔
軟性と程よい磁力により、みかんの皮をむ
くような感覚に。また歩行器に付け替え
て携帯することで、移動中でも欲しいとき
にすぐにティッシュなどを使うことができ、
現状の介護の負担軽減・効率化に役
立つ。介護にかかる時間を減らし、介護
者と高齢者がむき合い、対話する時間
を増やす。心のこもった、より良い介護に
つながる商品である。

在宅介護の一日を観察した結果、介
護用ベッドの周りには身の回り品が
散らばり使い勝手を悪くしていること、
ベッドからリビングへの移動中にもティッ
シュなど持って歩きたいものがあること
が明らかになった。またその際「ものを
探す・取りに行く」動作が介護者の負
担になっていた。この手間を省くことで
より良い介護に繋げることを目指した。

製造・投資コストを考慮し、加工が
簡単な素材や形にこだわって試作
品を作成した。街頭で高齢者を中
心に試作品を実際に触ってもらい意
見や感想を集め、形や大きさの再考
をおこなった。「試作品作成・調査・
改良」の過程を繰り返し行うことで、
介護や老化に伴う悩みなど実際の
声に応える製品が完成した。

介護業界で販路を確保するため、
CareTEXなど介護用品の展示会へ
の出品を目指す。それだけでなく、入
院中やベビーカーに取り付けての使
用を提案することで、高齢者だけでな
く若者も含めた幅広い年齢層へもア
プローチできる。そのため販売は介護
用品店に加え、ベビーカーや歩行器
を扱うホームセンターなども想定した。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

PEELは、「むく」感覚的楽しさと、介護者・高齢者がベッド周りの小物整理を容易にできると
いう機能性のバランスに優れた商品である。調査と議論に苦労を重ね、優れた商品提案が出
来ていた。試行錯誤を続けた過程に価値がある。この経験を就活、将来の仕事に活かして。
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無料(ただ)のお薬手帳カバー 介護福祉に役立つマグネット商品
神戸大学　宮尾学ゼミ/中野雄介、加藤ちさと、田村将規、室澤歩実

冷蔵庫をお薬管理の舞台に！

この無料(ただ)のお薬手帳カバーは裏
面にマグネットが付いているので、薬局
に行くときに忘れがちなお薬手帳を冷
蔵庫に貼って管理できるようになってい
る。もちろんこれ単体で使用してもらって
もいいのだが、Sカレ2015プラン優勝の
「わってダース」と一緒にこのカバーを
冷蔵庫に貼ることで冷蔵庫をお薬管理
の舞台にし、新しいライフスタイルを実現
することが可能になる。この商品には病
院に行ったり薬を飲んだりという高齢者
の方々の何気ない習慣を、明るく楽しく
行ってもらいたいというメンバー全員の
思いが込められているのだ。

まず我々は薬局で聞き取り調査を行
い、実際にどのくらいの人がお薬手
帳を忘れているのかを調べた。また、
街頭にてお年寄りに質問した。結
果、お薬手帳を常に持ち歩く人もカ
バーを使用している人も少ないことが
判明。カバーとマグネットを上手く用
いて常に持ち歩いてもらえるような商
品を作りたいと考えた。

とにかくコストを抑えられるように工夫
した。無料配布を可能にする最低ラ
インとして原価を100円に抑えること
を目指した。外注する樹脂カバーの
原価計算から始まり、メインのマグネッ
トと広告印刷に関しては、ニチレイマ
グネット様と相談しコスト削減を図っ
た。

我々はこのお薬手帳カバーを、広告
収入によって薬局で無料配布する
ことを目指した。広告主が集まりやす
いように高齢者の利用が多いと思わ
れるタクシーや地域の理髪店などの
広告を載せることを考え、その広告
収入によって無料配布を実現し、よ
り多くの高齢者に手にとって貰うよう
にした。

指導教員
宮尾 学先生
からのコメント

秋カンでの提案をボツにし，１からアイデアを練り直したが，やはり時間不足だったか。とは
いえ，何度も現地調査をおこない，最後まで諦めずに顧客ニーズ，ビジネスモデルを考え続
け，生みだした企画は良いものだったと思う。その粘り強さは賞賛に値する。
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くるぴたふっく 介護福祉に役立つマグネット商品
近畿大学　廣田章光ゼミ/瀧野そのみ、薮内奈穂、山口晃平

着脱可能な
マグネット製固定フック

本製品は病院や介護施設のベッドの
柵に取り付けられるフック付マグネットで
ある。フレキシブルマグネットの「柔らか
い」という特性を利用して、ベッド柵に「く
るっ」と巻きつき、「ぴたっ」と貼りつける
ことができる。S字フックと違い、手が当
たっても柵から落ちてしまうことはない。寝
たきりの患者さんはベッド周りを散らかし
てしまいがちだが、くるぴたふっくにカゴな
どをひっかけることで、ピルケースやペット
ボトルなどを入れられる小物入れとして
の役割を果たせる。

観察としまして、大学付近にある介
護施設に訪問し、ベッド周りの整理
整頓に関する不満を発見。実際に
訪問介護員として働く施設職員の
方にくるぴたふっくの元となるアイデア
をいただく。その後、近大病院で試
作品のテストをし、形状や厚みの問
題点を発見し克服するアイデアを生
み出し現在の形状となる。

製 作の工 程としてはまず、厚さ
0 . 4mmのフレキシブルマグネットと
背面が粘着テープのフックを用意す
る。左右どちらの手でも押さえつけら
れるような持ち手を作り、巻き付ける
部分を作るために、真ん中部分を切
る。そして、切り取った部分の上方中
央部分に切り込みを入れ、その間に
フックを取り付ければ完成である。

販売促進方法としては、ニチレイマグ
ネット株式会社のフレキシブルマグネッ
トを近畿大学医学部付属病院で患
者１人１個ずつ無料提供をする。それと
同時に病院にて１個１５０円で委託販
売をする。そして、商品の知名度や需
要がある程度上がり、利益が見込める
様になれば、他の病院でも同様に売り
込みをしていき、販路を広げていく。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

近畿大学病院の看護師長を巻き込み導入の道筋までつけた行動力は素晴らしい。大学近郊の
病院から介護施設の現場を丹念に観察し、ベッド周りの課題を発見。プロトタイピングを繰り返し、
近大病院で検証し現場の知恵を組み込んだ病院の環境改善に繋がる世界を変える商品！
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まごねっと 介護福祉に役立つマグネット商品
中京大学　宮内ゼミ/岩瀬奨之、谷頭和弥、吉村優希

シニアと孫をつなぐ

「まごねっと」とは、「思い出の写真を
使って、作る過程から楽しめるかるた」で
ある。ターゲットは、孫とコミュニケーショ
ンがとりたいシニアである。取り札は、専
用のマグネシートに写真をのせ、マグネク
リーンシートで留める。また、やわらかい
磁石を使用しているため写真を傷つける
ことはなく、孫の成長に合わせて何度も
取り外し可能である。読み札には、マグ
ネクリーンシートを使用しているため、写
真に合わせて書く内容を変えることがで
きる。本商品は、写真を通じた思い出話
ができ、コミュニケーションの円滑化を図
る。

シニア100人に、孫との関係について
聞き取り調査を行った。共通の回答と
して、「孫ともっと交流をしたい」という
声が多く挙げられた。しかし、その一方
で「会話がうまくできない、同じ遊びば
かりで疲れてしまう」という実態があるこ
とがわかった。これら現状の問題をシ
ニアと孫が楽しく話・遊びができる商品
を作ることで解決できないかと考えた。

本商品はマグネットシートとマグネク
リーンシートで写真を挟むことで、何
度でも差し替えが自由である。さらに
マグネクリーンシートを活用しているの
で、写真に対応して文字を書くことが
できる。プロトタイプでは、写真が映え
るようマグネシートの周りを彩った。さ
らに孫とシニアが安全に遊べるよう、
角を丸みの帯びた形状に仕上げた。

本商品は使用することで魅力を理解
してもらえると考えたため、大学周辺
で実際に本商品を使用していただ
いた。使用していただいた多くの方
から「実際に購入したい」という声が
挙がった。本商品は個人向けには
写真店や文具店での販売。また、施
設向けには老人ホームや介護施設
での販売を想定した。

指導教員
宮内美穂先生
からのコメント

介護施設をいくつも回り十数人の介護士にヒアリングしていたが、冬カン2週間前まで案が
確定せず、悩んでいた。良い経験にはなったと思う。視点を変え、シニアに対するニーズ調
査から孫とのコミュニケーションツールというコンセプトを打ち出したが、如何せん遅かった。
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KURUPITA 介護福祉に役立つマグネット商品
中村学園大学　明神実枝ゼミ/金子瑞季、坂上麻由子、中野綾子

快適な生活・快適な食事を

KURUP ITAは食事や生活をする中
で杖の置き場所に困ったときに使用する
ことができる杖立である。特徴は①どのよ
うな椅子の形状の脚でもフィットする、②
半永久的に繰り返し使用できる、③持ち
運びが便利、の以上の3点である。杖立
を支える部分をマグネットにし、ベルトの
デザインにすることで既存商品と差別化
を図り、フレキシブルマグネットの特性を
活かした。どのような方でも容易に使用
できる製品へと仕上げ、“あったら便利”
を具現化した商品となっている。

介護施設や飲食店で観察調査を行っ
た結果、杖の置き場所がないという問題
が浮かび上がった。そこでどのような時に
杖の置き場所に困っているのか、既存商
品をどのように使用しているのか調査を
進めたところ、「食事はいつでも楽しみた
い」という要望と杖立ての既存商品の
問題が明らかになり、それを解消するため
の商品としてKURUPITAを考案した。

「持ち運び」と「マグネットの特性」を
重視し、試作品を制作した。フレキシ
ブルマグネットを使用することで半永
久的に使用可能とし、どんな椅子の形
状にもフィットすることができるようベルト
タイプのデザインを採用した。また、介
護施設の方々にご協力いただき試作
品を用いて動作研究を行い、どのよう
な方でも使用できるよう工夫した。

介護を要している方が必要として
いることをイメージしやすく、伝わり
やすいよう実際の現場で本商品を
使用していただき、使用シーンの画
像をFac e b o o kに掲載した。また、
FacebookやTwi t t e rなどのSNS
を活用し、Sカレファンページへの誘
導や商品の必要性についての認知
度を高めた。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

このチームのメンバーが高齢者の方 と々過ごした時間はかなり長いのではないだろうか。い
つも現場へ出向き、現場の方 と々過ごし、現場の方々が日々感じることに寄り添っていた。
ちょっとしたアイデアに見えたが、それが高齢者の方々を幸せにすることを教えられた。
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ピタっとメモ 介護福祉に役立つマグネット商品
日本大学　横山斉理ゼミ/稲田有香里、遠藤学、尾田俊彦

「カギとメモを一緒にすることで
メモを絶対に忘れない」

ピタッとメモは、鍵とメモを一緒にするこ
とで、買い物に行く際のメモの持ち忘れ
をなくすことができる製品である。特徴は
三つ。まず、鍵をはめ込む部分のピタッと
感である。鍵をはめ込むたびにパズルの
ピースをはめ込む感覚を味わうことがで
きる。次に、鍵のホームポジションを作る
ことができること。鍵をはめ込む部分をパ
ズルのピース型にし、それぞれ形が異な
ることで、鍵を常に同じ場所で保存する
ことができる。最後は、多彩なデザインで
ある。高齢者でも手に取りやすいデザイ
ンとなっている。

製品案が出るまでの間は、介護施設
への訪問を繰り返し行い、介護施設
に勤務する方々や高齢者の方々か
らお話を聞いたり、紙媒体でのアン
ケートを行った。製品案が出た後は、
学校の最寄り駅周辺にて高齢者の
方々にインタビューを実施し、試作品
を実際に使用していただくことで、消
費者の声を入手することができた。

製品の特徴に多彩なデザインとあっ
たように、”木目柄” ”ストライプ柄” 
”花柄”の三種類を製作した。また、
特徴のピタっと感とパズルのはめ込
む感覚を再現できるようマグネットの
厚さを調節したり、マグネット上部の
素材選びをしたりと細部までこだわっ
て製作を行った。また、製品の耐久
力のテストを繰り返し行った。

ASKULやたのめーるなどの介護用
品の雑誌に掲載した後、口コミなどに
よって広がることを想定し最終的に
はホームセンターなどの日用雑貨店
での販売を想定している。その他にも
東急ハンズやLOFTといった雑貨
店への販路拡大も視野に入れてい
る。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

よく考え込まれた商品。コンセプトにも機能面にも一貫性があってよくまとまっていたし、低コス
トで実現可能だと思う。強いて弱点を指摘するなら、一点突破できるような際立った特徴
がなかったことか。某社の車のようにソツのない出来でよかったと思う。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016124

キープレット 介護福祉に役立つマグネット商品
阪南大学・水野ゼミ/竹内美帆、安延真央、髙倉大希

精神面を豊かにし、
介護を遅らせる商品

キープレットは、高齢者の趣味を手助
けする商品で最も多かった園芸に着目
した商品である。身体が不自由になっ
て思い通りに動けない。だから、「不」を
解決するネガティブな商品ではなく、趣
味というポジティブに関わる園芸グッズ
である。ネームプレートを端材マグネット
で作ることによって、自由に描いたり写真
を貼ったりオリジナルの一つを作ることが
できる。また、甲羅型の保存シートを冷
蔵庫などに貼って使用することで、孫に
作ってもらったキープレットを保管し成長
を記録することができる。

テーマが介護福祉に役立つマグ
ネット商品ということで、暗いイメー
ジが浮かんだ。そこで、何か明るいイ
メージのポジティブ商品にしょうと考え
「趣味」に着目した。そこで、高齢者
の趣味を調べ、また共通していえる孫
との関わりも含んだ商品にしようと考
案した。

　介護商品はシンプルで地味なもの
が多いのに対し、高齢者は高齢者
扱いされるのを酷く嫌うことが分かっ
たため、商品をカラフルなものや形を
工夫し、介護を感じさせないものにし
ようと工夫した。また、大きな商品で
はないためにマグネットと付属の折り
紙共に端材を使用することにした。

よりたくさんの方々にキープレットを
知ってもらうために、Facebookペー
ジのいいね！を集めた。また、他の
SNSを利用することで、Facebook
以外の閲覧者にも商品を知ってもら
う工夫をした。写真やイラストは鮮や
かなものを使用するようにし、お洒落
な趣味グッズをイメージした。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

「元気であり続けることが、究極の介護」というコンセプトはユニーク。ただそれを具現化す
るとこの商品か、というとやや疑問が残る。商品企画は発想の拡散と収斂の繰り返し。その
作業ができていればもっと魅力的な商品アイディアが生まれたはずだ。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 125

1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

サポットべると 介護福祉に役立つマグネット商品
福島大学　中村陽人ゼミ/海和那奈、高木友紀乃、岩渕裕太、野澤茉由

お年寄りが毎日使う
ポットを便利・安全に

サポットべるとは、お年寄りが毎日のよう
に使用する電気ポットを便利・安全に使
用してもらえるようにサポートするための
ベルトである。ベルトはシート状のマグネッ
トを使用し、電気ポットの側面に貼付け
て使用する。またベルトには湯のみなどを
置くための台が付いており、台に湯のみ
を置くことで湯のみが熱くなってしまうこと
や、手の震えからお湯をこぼしてしまい、
やけどをしてしまうというような問題点を
解決することができる。

テーマがマグネットを使った介護福祉
に役立つ商品ということで、自分たちの
身近にいる祖父母の一日を思い起こし
てみたところ、お茶を飲む場面が多いこ
とに気づき、またお茶を飲むためにやか
んでお湯を沸かすのではなく、電気ポッ
トが多く使用されていることがわかった。
そのため電気ポットからお湯を注ぐ時
に役に立つ商品を考え始めた。

私たちの商品は、コップや湯のみを置
けるようにするための商品であるので、
支えているベルト部分であるマグネット
の長さや幅の調整を何度も行った。
短すぎると強度が弱くなってしまう。また
長すぎると取り付けにくいなどの問題
点が挙がり、フレキシブルマグネット特
有のピタッと感を残しつつ、取り付けや
すく強度があるベルトにした。

Facebookのページでサポットべるとの
写真だけではなく、使い方やどのくらい
の重さに耐えられるのかを電気ポットに
サポットべるとを貼り付けて、実際に使っ
ている動画を流すことで、サポットべると
の使い方などを知ってもらおうとした。ま
た、SNSの活用やアルバイト先の人に
Facebookページを見てもらうなど、たく
さんの人に見てもらおうと努力した。

指導教員
中村陽人先生
からのコメント

多くのポットにはマグネットが貼りつくのに、実際には何も貼りついていない。ニチレイマグネッ
ト社の製品案内を読み込み、ポットに何か「便利、快適」なものを貼り付けたい、「楽しい、
可愛い」商品を提案したいという、まるで社員のような気持ちでできた商品である。
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Show me  (賞味)  b o a rd  介護福祉に役立つマグネット商品
山口大学　藤田健ゼミ/橋本夏希、森田貴洋、山本なつみ

みんなで作る
食の安心安全ボード

この商品は、介護福祉施設で冷蔵庫な
どに保管されている食品の賞味期限を
管理するツールである。高齢者は各自
で食品を保管しているが、介護士が賞
味期限管理に関与することが多い。この
商品は①介護士の業務を助け、②高
齢者自身の賞味期限管理に対する関
心を高め、③介護士と高齢者の間で賞
味期限内での消費を促すコミュニケー
ションを活性化させ、④最終的に食品
ロスの削減につなげる効果を持つ。さら
に、⑤高齢者が賞味期限切れ食品を
食べるリスクを減らし、結果的に介護福
祉施設における「食の安心安全」をより
高めることができる。

有料老人ホームで介護士の業務を観
察した際に、食品の賞味期限管理を
実施していることを発見した。そこで、介
護士が賞味期限管理を行う意味、そ
の際ボードを使う理由等を調査したとこ
ろ、食の安心・安全を高め、食品ロスを
減らすためだと分かった。しかし、ボード
が使いにくく管理が徹底できていなかっ
たため、改善する必要性を感じた。

マグネットの「貼って剥がせる」という特
性を活かした商品を追求した。また介護
士が見やすく使いやすい、利用者が見
て楽しく賞味期限への関心が高まるデ
ザインにした。ボードの大きさ、食品ステッ
カーの種類等は介護現場に即したもの
にするため、介護士と相談して決定した。
さらに施設で四日間の試用調査を行
い、使いづらかった部分を改善した。

介護施設では介護用品カタログを
使って購買活動を行うと伺った。そこ
で介護用品カタログに掲載する誌面
のイメージ図・キャッチコピー等を詳し
く検討した。また購買動機として「テレ
ビ番組で取り上げられたものをよく買
う」という話を聞いたため、山口県の
テレビ番組に取り上げられるような販
促活動を行うことを計画した。

指導教員
藤田 健先生
からのコメント

このチームは介護現場に関わる人たちのニーズを多く取り込み、完成度の高い商品案に
仕上げてくれた。ただ、本当に「買いたい」と思ってもらえる仕組みを作り込めずにいたこと
が残念であった。もうひと頑張りする時間があれば、手応えをつかめたのかもしれない。
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まぐあけ 介護福祉に役立つマグネット商品
立命館大学　吉田満梨ゼミ/西村和成、福井里奈、垣端拓海、矢野雅子

いざという時そばにいる
ペットボトルオープナー！

この商品は手先が不器用な高齢者に
特化したペットボトルオープナーである。
この商品は冷蔵庫に貼り付けたり鞄へ
の取り付けが可能なため、探す手間無
くいざという時すぐに取り出す事が出来
る。また持ち手部分を少し下げ掴みやす
い形状にする事で、腕が上がらない高
齢者でも簡単に開ける事が出来る商品
だ。手先で開ける細かな動きを「押す」
という大きな動きに変換し、高齢者にとっ
て使いやすいオープナーを実現可能に
した。和柄の可愛らしいデザインは高齢
者に特化した商品とは思わせない。

探索的調査の段階で、最近不便に感
じることは何かを高齢者約100人にイン
タビューしたところ、新品のペットボトル
を開けるのが難しいという答えが最も多
かった。それに対して、濡れ雑巾やゴム
手袋を使って開けるというユーザーイノ
ベーションが見られたため、もっと簡単
に開けることができる商品があればいい
のではないかという結論に至った。

既存のオープナーと差別化するため、
腕を上げずに脇を締めた状態でキャッ
プに水平に力を加えられるように設計し
たのがこだわりである。また、和柄の折り
紙でコーティングすることにより、持ち歩
いたり冷蔵庫に貼りたくなるデザインを
実現した。更に、商品の使い方をわか
りやすく説明した動画を作成し、使用
シーンをイメージさせやすくした。

Bt oCとBt oBの二つに分けて考え
た。B t o Cはスーパーやコンビニ、
ホームセンターでの店舗販売とカタ
ログ販売を想定。BtoBは携帯キャ
リアの販促ノベルティとして付属し高
齢者顧客の集客への活用を考え、ま
たコンビニのドリンクコーナーに置く
ことでペットボトル飲料との販売の相
乗効果を狙った。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

介護施設や高齢者の方への徹底的調査と、セミナーハウスに泊まり込んでの議論を経て、妥
協のない取り組みをしてくれました。アイデア開発に苦労をしたと思いますが、課題と必要な作
業を整理する論理性と、限られた時間の中で企画を作り込む行動力の高いチームでした。
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マグボー＋ 介護福祉に役立つマグネット商品
流通科学大学　東利一ゼミ/藤村昌平、都筑和磨、田淵雄介、浜大樹

高齢者の自立化を図り、
毎日をより楽しく計画的に過ごす。

どんな壁でも凹凸が無ければ貼って使う
事のできるスチールペーパーを使用。
そのスチールペーパーの表面はマグネッ
トでありホワイトボードのように文字を書
くこともできる。それに加えて、写真を貼る
ためのフォトフレームと小物入れ兼、薬
入れとして利用できる小物をマグネットで
貼り付けている。
使用する人の身近な場所に設置し、毎
日の生活に取り入れる事で高齢者の自
立化図る事ができ、看護師の負担を減
らす事にもつながる商品である。

マグネットを使った福祉に役立つ商
品を考え、現場の高齢者の方にとっ
て重要なものを、現場の看護師の方
に聞くなどして調査した。様々なもの
が出てきたがその中でも重複して出
てきたものを、「日付・薬の管理・回
想法」の三つに絞りこれらを一つにま
とめるという方針で商品開発を開始
した。

試作品製作では、調査の結果絞っ
た「日付・薬の管理・回想法」をどう
まとめるかに一番時間をかけた。コン
セプトである高齢者の自立化を自分
から楽しく達成できるよう見栄え良く
三つの項目を形にした。マグネットに
こだわり、全ての物が取り外し可能と
なっており使用する人の好みにカス
タマイズできる点も工夫した。

Facebookを活用し様々な人に製品
を見てもらい、ページを見れば誰でも製
品の特長が理解できるよう工夫した。
また介護福祉施設で働く看護師の人
に実際にプロトタイプを見てもらい、意
見を頂く度に細かく修正することで、最
終的には「この商品なら高齢者の方に
は絶対おすすめしたい」とかなりの高
評価を頂いた。

指導教員
東 利一先生
からのコメント

これぞ「三方良し」の商品。まず介護施設入居者の自律を手助けする。次に介護者の介
護プロセスを楽にする。そして最後にニチレイマグネットにとっても自社の複数商品を活用し
てもらえる。市場調査でも現場の圧倒的な支持を得られたことが何よりの証拠である。
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マグパズ 介護福祉に役立つマグネット商品
流通科学大学 清水信年ゼミ/ロイビンホアン、平将利、陸天鈞、内橋宏輔

スタッフと入居者の絆

介護施設の中にも認知症をもつお年寄
りに特化したグループホームがある。そ
れをターゲットとしたマグネット製パズル
を提案した。人手不足は介護施設が抱
えている一大課題でありながら、高齢化
社会の今日には認知症有病者も増えつ
つあり、施設側の課題を解決するために
も、認知症が悪化していく方の予防の
ためにも、マグパズは大いに役立つこと
が期待できる。また、ホームのスタッフと
入居者が一緒にパズルをすることを通し
て、絆を作れることが一番の喜びにもな
る。

現場の看護師の方に聞くなどして調
査した。様々なものが出てきたがその
中でも重複して出てきたものを、「日
付・薬の管理・回想法」の三つに絞
りこれらを一つにまとめるという方針
で商品開発を開始した。

試作品の製作までは至らなかった
が、パズルの絵柄としては動物や季
節の風物詩などお年寄りに馴染み
あるものにしたいと考えた。磁石の特
性を活用して、完成させたパズルを
ホーム内の壁などに掛けて飾れるよ
うにしたいので、少し大きめのサイズ
（長さ1メートル×幅0 . 8メートルぐら
い）を想定した。

Sカレの製品ページに画像や動画を
掲載し、閲覧者に製品をわかりやす
く伝えられるよう構成を工夫。また、
SNSを活用することで製品ページや
宣伝ブログへ誘導。商品は最初の
1ヶ月無料体験としてレンタルする。
気に入ってもらえた場合は、会社の
ホームページで直接注文できる形に
する。

指導教員
清水信年先生
からのコメント

商品自体は荒削りな提案だが、施設の入所者とスタッフとが一緒につくり、出来たものを
飾って多くの人の目に触れることができる、という提案は素晴らしいと感じた。調査が難しい
ターゲットだったが、出来る限りの二次資料などにあたっていた努力も評価したい。
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協和チャック工業

チャックが主役となる商品

生活に欠かせない衣類・かばん・寝具などあらゆる商品に使用され

るチャック。チャック独自の機能や特徴を多様な視点から捉え、常識

にはとらわれない新しい発想でチャックが主役となる商品を提案しま

す。商品化は長年培ってきた技術力を生かした企画・製造・販売を

行う「協和チャック工業」がサポート。

1 3 2	 RAIN BOUU

1 3 3	 Coo Tods

1 3 4	 ふるーつばすけっと

1 3 5	 すっきリッパ

1 3 6	 2CM (ツーシーム)

1 3 7	 チャッくる

1 3 8	 あなたの生活を楽にするカーペット

1 3 9	 ブックチャック

1 4 0	 チャッペン

1 4 1	 ＣＣＣ←

1 4 2	 シェアバンドチャック

1 4 3	 z ipnic

1 4 4	 EXCURTAIN（エクスカーテン）

1 4 5	 pockewa – ぽけわ

1 4 6	 おむつポーチ　ちゃちゃっく
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RAIN　BOUU チャックが主役となる商品
日本大学　横山斉理ゼミ/尾崎龍司、恩田ひな子、湊谷仁美

チャックでカンタン！
可愛くまとまる傘カバー

RAIN BOUUは、傘カバーである。こ
の商品は雨の日の電車内の傘の水滴
などで服が濡れる、座席に座る際に濡
れた傘の置き場に困るなどといった、不
満点を改善するができる。チャックを使
用することで、傘全体を覆うこと、コンパク
トにたたむことを可能にした。筒状の形
になっているため、柄の部分から取り付
けることができ、傘を使用する際にもつけ
たまま持ち運ぶことができる。また、折りた
たんだ形を女性の目を引くデザインにす
ることで既存商品との差別化を図った。

日頃の不満点から様々な商品案を
考えた。その中で、電車内での傘の
水滴を気にしている人が多くいること
が分かり、そこから傘カバーという案
に辿り着いた。その後、"チャックが主
役"となるようなデザインにするため何
度も何度も試行錯誤を重ねた。

様々の傘のサイズに対応するため、ミ
リ単位で調整を重ねた。また、傘の
柄の部分につけた際に邪魔になら
ない大きさに仕上げる工夫をした。
様々なデザインを考え、実際に試作
品を作りターゲット層である女子高
校生・大学生に街頭インタビューを
行った。

自分たちの商品を見てもらうため、
何店舗かの雑貨店にコンタクトを
とった。その中でP L A Z Aの方と
会い、商品化した際には取り扱っ
てこと頂けることになった。販促は、
PLAZAの公式twitterアカウント・
ins tagramアカウントなどのSNSで
の販促とする。

指導教員
横山斉理先生
からのコメント

優勝おめでとう！苦労が報われてよかったですね。機能面で顧客の支持を得るのはとても難
しいと思うが、見事にそれができていた。「プラザ」での販売が楽しみ。女子高生にたくさん
売れるはず。SNSでのプロモーションがヒットの鍵だと思うので頑張ってください。
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Coo  Tod s  チャックが主役となる商品
青山学院大学　小野譲司ゼミ/新井彩生、井出明里、狩野友輔、永田もも、松本理沙

親子にとって嬉しい商品づくり

Coo  Tod sは、前面部分がチャックで
取れる今までにない全く新しいレインカ
バーである。取り外した前面部分は小さ
くたたみ持ち運べ、残った本体部分は
ベビーカーにつけたままでも違和感のな
いデザインである。これにより、お母さん
は天気や使用シーンに合わせて様々な
使い方ができる。さらに子供にとってレイ
ンカバーが楽しい空間になるように、側
面部分には子供が色や形を見つける
遊びのデザインがある。このようにCo o 
T o d sは雨の日のお母さんの快適さを
サポートし、空が曇っても子供の顔は曇
らせない、親子にとって嬉しい商品であ
る。

ベビー用品であることから、親と子供の
目線を両方調査する必要があった。
観察調査にて、レインカバーの装着
脱についての不満をはじめとした親の
ニーズを見つけ出した。また、既存商
品では子供に向けた商品にもかかわ
らず、子供への配慮がなされていない
現状を観察にて理解し、それらの不満
を解決するため製品開発を始めた。

「子供にとっての楽しさ」「付け外し
の解決」の両立を目標に製作を進め
た。前面にファスナーを取り付けること
で、分離を実現し、お母さんがそもそも
「付け外さなくてすむレインカバー」と
した。さらに、側面に知育としても利用
可能な、「子供にとっての楽しさ」を
取り付け、360°どこからでも親子にとっ
て嬉しいレインカバーを完成させた。

Coo Todsはすぐに特徴を理解して
もらえるような製品ではないため、実
際に利用してもらうことを前提に販売
促進をすすめた。屋外型アウトレット
モールにてレンタルを実施し、使っても
らうためのきっかけを作り出した。そし
て、ママ友の間で口コミが強く他者に
商品を訴求できることから、口コミに繋
がるカードを配布する案を考えた。

指導教員
小野譲司先生
からのコメント

レインカバーをデザインしなおすチャレンジを、チャックならではの特徴を活かす形で、大学
生が成し遂げた。クマさんの遊び要素が、機能性に楽しさを付け加えた。どれもチームワー
クの成せる技だ。
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ふるーつばすけっと チャックが主役となる商品
関西大学　徳山美津恵ゼミ/橋本誉也、楢橋礼子、南ふうこ、松葉真己登

可愛く楽しく簡単収納

ふるーつばすけっとは、家の食卓の上の
散らかりを楽しくサクっと収納できる商品
である。椅子の背面を利用して様々な
夕食時などに一時的に片付けたいもの
を簡単に子供でも楽しく収納することが
できる商品である。商品の特徴としては
フルーツという「食」という中で身近なも
のに収納することにより食卓の雰囲気に
なじむようなデザインである。また、フルー
ツの設置場所は変えることができ、自分
なりのアレンジが可能である。チャックの
持ち手にもフルーツをつけることにより持
ちやすさとかわいらしさをも含めている。

チャックが主役となる商品から考える
のではなく、メンバーが今までで困っ
てきた問題に対して解決できる商品
を開発しようと考えた。その中で、子供
の頃、モノを片付ける時に母から怒ら
れながら片付けた、というメンバーの
経験から、片付けまでもが遊びになり、
また簡単にサクッと片付けられるよう
な商品の開発に取り組んだ。

市販の布やチャックを使用し、自ら手
で縫いながら作成した。理由として、
自らの手で行うことにより商品の長所
や短所をすぐに発見することができ、ま
た考えながら行動する「考動力」で新
たな思考を生み出した。商品は子供
ウケのいいように明るく、しかし家庭の
中で馴染むように主婦層にもウケのい
い、おしゃれなデザインに取り組んだ。

Sカレの商品ファンページにて日々の
活動を報告した。また投稿記事に
ハッシュタグをつけることにより、より多
くの方々に見ていただけるように心掛
けた。他にもTwitterにてファンの獲
得に力を注いだ。商品の販売場所と
してはネットという市場に目をつけ、設
定したターゲットが一番閲覧すると考
えられるサーバーを調査した。

指導教員
徳山美津恵先生
からのコメント

コンセプトまで非常にスムーズに決まったが、その後、形にする段階で非常に苦労したチー
ムでした。議論で躓いていたようでしたが、もっともっと調査を重ねることで、根拠のある商品
アイディアが生まれてきたのではないかと思います。
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すっきリッパ チャックが主役となる商品
関西学院大学　石淵順也ゼミ/勇俊広、小川将史、梶川理奈、玉城旭

清潔で快適な生活を足元から

従来のスリッパまたはルームシューズは
洗いにくい形状をしているため、十分に
清潔感が保たれておらず、医療面から
しても皮膚病や臭いの原因となってい
る。そこで私たちが提案する商品は、中
央部分にチャックを取り付け、ひっくり返
すことができる機能を持つスリッパであ
る。この機能により、乾かしやすさ、洗い
やすさ、衣類用消臭剤の節約を実現す
ることができる。すっきリッパは、洗う等の
手間を省き、中まできれいになっているこ
とを確認し、安心感を与えることができる
商品である。

日常における小さな不満を考えた
際、従来のスリッパにおける不衛生
な面に着眼した。ターゲットをスリッパ
利用が頻繁であると考えられる主婦
に絞り、具体的な問題を探るために
アンケート調査を実施した。また、不
衛生さが与える人体的影響につい
て皮膚科の先生にお伺いし、それに
基づいて製品開発を行った。

製作コストと作りやすさを重視し、シン
プル且つ大量生産が可能なデザイ
ンを考案した。簡単に裏返せる構造
にするため、チャックは中央部分に取
り付けることがベストであると考えた。
そして、スリッパを履く際に、チャックに
よる怪我や不快感を防ぐために内
側に布製のカバーをつける工夫を施
した。

頻繁に買い物に出かける主婦に店
頭で見つけてもらうことを販売促進
の第一段階とした。調査を行なった
スーパーのスリッパコーナーには、20
種類以上の製品が存在し、中でも
低反発などの特殊な機能を持つ製
品が人気だった。よって、売り場では
チャック使用による構造と効果の特
殊性をアピールすることを計画した。

指導教員
石淵順也先生
からのコメント

アイデア想起段階でとても苦労していたが、「すっきリッパ」はコンセプトが明快で、生産が容
易で、ありそうでなかった商品であり、とても優れた商品提案だった（個人的にも欲しい！）。試
行錯誤を続けた過程に大きな価値がある。この経験を就活、将来の仕事に活かして。
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2CM (ツーシーム)  チャックが主役の商品
近畿大学　廣田章光ゼミ/西本順葉、吉川尚希、本越有賀、三浦理紗

充電コードとモバイルバッテリーの
一体型ケース

2CMは充電コードがモバイルバッテリー
ケースになる商品である。充電コードの
持ち運びの際に、「絡まりやすい」、「断
線しやすい」などの問題点をチャックを
使い、コードを覆うことで解決し、また、そ
れ自体がチャックを閉めることでモバイル
バッテリーを収納できるケースにもなる。こ
れにより、「モバイルバッテリーはあるが、
充電コードを忘れた」という状況を無く
すことができる。ターゲットである大学生
の日頃のストレス、悩みを解決する商品
である。

特にターゲットや使用場面の指定がな
く、自由度が高かった。それゆえ、設定
が難しかったのでターゲットを大学生と
自分たちに設定しようと考えた。そこで
大学内の学生にインタビューを行い、
問題点、ストレスはどういうところに感じ
るかを調査した。その中で大学生に欠
かせないスマホと一緒に使われるモバ
イルバッテリーの問題に焦点を当てた。

すべて手縫いで制作した。そのため
制作に2～3時間程度要したが、その
分自分たちにとって愛着のある商品
となった。カラーは男性向けのブルー
＆ホワイト、女性向けのピンク＆ホワイ
ト、誰にでも使ってもらえるホワイトの3
色を制作した。内側と外側の2か所に
チャックを縫い付けたことで、チャック
が主役になれる商品となった。

この商品のターゲットを大学生に設
定しているので、ターゲットがよく行く
というデータからLOFTや東急ハン
ズに置いてもらい、商品との接する
機会を多くしようという狙いがある。ま
た、店頭にてサンプルを展示しても
らうことで、この商品の特徴でもある
開閉の楽しさを感じてもらい、興味を
持ってもらい、購買につなげる。

指導教員
廣田章光先生
からのコメント

まさにチャックが主役の商品。充電器とケーブルをセットにするありそうで無かった商品。両方
セットで価値を生み出す点、学生の日常の悩みを多様な人々を巻き込み発見した行動力は
評価できる。使用時の価値は優れているが持ち運び時に価値を付けると更に評価が増した。
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チャッくる チャックが主役となる商品
高崎経済大学　佐藤敏久ゼミ/深代寛大、瀬田詩織、中村巴美

チャックを閉めれば
「くるっ」とスッキリ

チャッくるはドライヤーのコードを簡単か
つ綺麗にくるくるとまとめることのできる製
品である。コードを包み込むようにして
チャッくるを装着し、そのままドライヤーを
使用する。ドライヤーを使い終わると、中
の形状記憶ワイヤーの力によってコード
が傷まない形に巻かれるという仕組みで
ある。ドライヤーを使用する度に毎回コー
ドを綺麗にまとめるのは面倒で、コード
が傷むにも関わらずドライヤーに巻き付
けたり、ぐちゃぐちゃにして放置したりして
しまう。そのような面倒を解消し一瞬で
コードをスッキリまとめられる製品である。

日常生活で決して欠かせない物の
中で、私達はドライヤーに焦点を当
てた。すると、どの家庭でもドライヤー
のコードの片付けにおいて問題点を
抱えていたのである。その為、使い方
によっては危険が潜むコードを安全
に、なおかつ簡単にまとめられる製品
にこそ需要があると考え、製品開発
に至った。

チャックでコード自体を包む形を採
用した。これは、チャックであるからこ
そ出来た方法であり、簡単な着脱を
可能にした。加えて、中にブレスレット
などで使用される形状記憶ワイヤー
を入れた。これによって、使用する際
にはコードが伸びて片付ける際には
簡単にまとまる製品が完成したので
ある。

製品ページに製品の写真を載せ、閲
覧者に製品の概要や特長を伝える
ため、構成はもちろんアクセス数が多
いと思われる時間帯に投稿したりなど
工夫をした。また、他のSNSでも製品
ページのURLを貼って投稿し、ペー
ジへの誘導も行った。加えて、個人の
つながりも活かしページへ誘導し、意
見をもらい製品の改善に努めた。

指導教員
佐藤敏久先生
からのコメント

現状抱える問題を解消しようとした興味深い企画案である。コンセプトにおける着眼点は秋
カン、冬カンともに優れていた。ただ検証的調査で「これなら購入したい」という十分な結果
を得ることができなかった点は教員の指導不足である。
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あなたの生活を楽にするカーペット チャックが主役となる商品
帝京大学　石田大典ゼミ/李小莉、木村愛美、青木悠希哉

チャックでちっちゃくクリーンに！

あなたの生活を楽にするカーペットは、
手軽に部屋の模様替えができ、部屋の
掃除を簡単にする製品である。四隅に
チャックを付けたカーペットを繋ぎ合わ
せることにより、部屋の大きさに合わせて
サイズを変えられ、好きな色を組み合わ
してカスタマイズすることができる。また、
カーペットを綺麗にしたい時、従来のも
のは大きすぎて重たいなどの様々な問
題が生じていたが、この製品なら分割し
自宅の洗濯機で簡単に洗うことが可能
だ。模様替えが好きで、力仕事が苦手
な女性にとって生活を便利で楽にしてく
れる製品である。

ターゲットである主婦層の女性を対
象にアンケートを行った。製品の特
長、値段、素材などを提示し、実際
に買いたい人はどれぐらいいるのか
調査した。その結果、ターゲットにし
かわからない意外な意見を多く得る
ことができ、その後の改善に生かすこ
とができた。

カーペットにチャックを付けるうえで、
「見た目の美しさ」、「触り心地」と
いう２つの課題が発生した。チャック
の素材をプラスチックからコイルにし、
カーペットの素材を変更して毛足を
長めにするなど何度も改善を重ねるこ
とにより、課題をクリアすることに成功
できた。

より多くの人にこの製品を知ってもら
い意見を頂けるように、Ｓカレ商品
ページのいいね！の数を増やすこと
は常にメンバー全員で心がけた。ま
た、閲覧者に興味を持ってもらうため
や製品をわかりやすく伝えるために、
ページの更新を定期的に行った。そ
して、頂いたコメントを商品の改善に
役立てた。

指導教員
石田大典先生
からのコメント

カーペットを洗濯するときや廃棄するとき、大きくて困ったことのある消費者は多いはずだ。こ
のチャック付のカーペットは、まさにそうした問題を解決する商品である。顧客ニーズを出発
点としたマーケティング志向の商品であると言えるだろう。
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ブックチャック チャックが主役となる商品
中村学園大学　明神実枝ゼミ/佐藤稜子、森春菜、安田真希子

Smart for you

ブックチャックは機能面と男心の“スマー
ト”さを訴求したブックカバーである。ま
ず、機能面について3つの特徴を紹介
する。①様々な厚さの本に対応、②本
の表紙に折れ目をつけずにカバーを装
着、③本とカバーの分離を防ぐ。このよう
に二本のファスナーによってスマートな
付け心地を提供する。そして、頑張って
いる姿を周囲には見せずに、スマートに
自己研磨する、そんな男心をサポートし
たいという想いがブックチャックには込め
られている。よって、贈り物などに最適な
商品である。サイズは文庫本サイズ、素
材は高級感のある本革とする。

既存商品にチャックをつけられないか
考える中で、ブックカバーを使うビジ
ネスマンに目が留まった。アンケートを
行ったところ、多くの方から機能面へ
の不満点が見つかった。また、ジネス
マンへの街頭調査からはタイトルを隠
したい、つまり頑張っている姿を見せ
ずにスマートでいたいという「男心」を
表す内面的な不満が見えてきた。

アンケートによる機能面の不満点を解
決できるファスナーの設置位置を考え
るにあたり、繰り返し試作品の改良に
努めた。また、様々な本の厚さに対応
できるよう書店にて本の厚さを図り、約
1～1.5cmと約2cmの厚さの本用に2
本のファスナーの幅も調整した。スーツ
にもなじみやすい色味や素材、質感な
どにもこだわって製作した。

Facebookページを利用して、プレ
ゼントをイメージした写真や商品の
使用方法を説明する動画を載せ、
商品イメージが湧くよう工夫した。プ
レゼントとして革のブックカバーの需
要が高まるクリスマスシーズンには、
革小物店やジュンク堂での販売、東
急ハンズでのイベントブースの設置な
どを想定している。

指導教員
明神実枝先生
からのコメント

本のさまざまな厚さに対応する機能性はスマートなアイデアである。特に素晴らしいのは、
その機能性を、頑張る姿を見せずにスマートでいたい男心という価値に結びつけた点であ
る。さまざまな探索的調査による深い課題の発見、試作品の完成度の高さも評価したい。
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チャッペン チャックが主役となる商品
阪南大学　水野学ゼミ/高橋夏季、大川凱、吉富万真

子供を笑顔にしたいと願う
働くママをチャックで応援

チャッペンは子供が幼稚園へ入園する
際、働くママが手軽に手作りグッズを製
作することが出来る商品だ。チャックの
生地の部分にアイロンで付く糊を接着さ
せることにより、縫製する手間が省け、手
芸が苦手な人も簡単にチャックを使用
することが可能だ。また縫い目がなく、縫
いにくい場所でもチャックをつけられるた
め、アレンジが無限大だ。子供にとって
母親の手作りグッズは宝物であり、簡単
に笑顔を生み出せる。チャッペンはそうし
た子供をひとりでも増やし、母親は苦手
意識を克服することで手芸の世界へ入
るキッカケとなる商品である。

手芸屋で観察調査を実施。その中
でもある年齢層は店内を回らず、ワッ
ペン売り場へ直行していることを発
見。そしてその人たちにインタビュー
調査を実施すると、小さな子供を持
つ母親であることがわかった。これに
より幼稚園・保育園に調査場所を
変更し、潜在的な問題を解決する
商品の開発に至った。

“チャックが主役”というテーマに沿っ
て、単に開閉するためのチャックでは
今まで通り付属品という概念から脱
却出来ないと考え、子供を笑顔にす
る仕掛けを考案した。よって、試作品
には動物に模ったフェルトを付けるこ
とにした。また、口の部分にチャックを
つけることで開閉すると舌が出てくる
という工夫も行った。

手芸屋で入園セットでの販売を行う
とともに手芸教室を開催する。手芸
教室ではミシンなどの機械を一切使
用せず、家庭で簡単に出来るように
工夫し、敷居を低くする。また高井社
長のご提案により１月２１日に奈良で
の手芸ワークショップにチャッペンと
して並べていただくことが決定した。

指導教員
水野 学先生
からのコメント

工業用途を消費財用途に。マスキングテープの奇跡の再現を狙ったが、準備不足でその
価値と意味をしっかり伝えることができなかったことが残念だ。Ｓカレに限らず商品企画は
チームプレイ。ＡかＢでなく、チーム力でＣという道を探す努力が欲しかった。
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ＣＣＣ← チャックが主役となる商品
兵庫県立大学　秋山秀一ゼミ/川上沙織、沖元啓宏、長田明菜

“思わず”手に取りＳＮＳに
載せたくなる防犯対策チャック

私たちは、日本人が海外に行く際の窃
盗被害の多さ、特にスリ被害に注目し、
これをチャックが持つ安全性で解決で
きないかとの思いから、この“CCC←”と
いう商品を考えた。この商品は、ファス
ナーリンクという既存の旅行防犯グッズ
とキャラクターを組み合わせてチャック
部分に付けることで、新しい防犯の仕組
みを提案する。試作品ではカンチョーを
することで見た目のインパクトと面白さを
与えつつ、それに加えて防犯も出来るも
のとした。これまでの普遍的なチャックと
は違い、外見や開閉時の楽しみを付加
したものとなっている。

海外での日本人の窃盗被害件数
は、犯罪被害件数のおよそ8割を占
めているという。
大学生にWebを使ったアンケート調
査を行ったところ、回答者166人のう
ち約9割の方が海外に行くときにスリ
対策をしている、またはしようと思って
いるという結果となり、意識と現状に
はギャップがあることがわかった。

当初は針金だけで作った防犯チャッ
クというシンプルな案であったが、周り
の反応もインパクトもあまりなかった。そ
こでファスナーの取手部分にマスコット
を付けてインパクトあるものにした。試
作品作りでは協和チャック工業様か
ら頂いたダブルファスナーと、ガチャガ
チャで手に入れたＫＡＮＣＨＯマスコッ
ト、市販のファスナーリンクを使った。

ＣＣＣ付きのリュック、及び自分の
持っているリュックに取り付けるタイプ
の商品を提案。販売チャネルとして、
面白グッズを取り揃えている「遊べる
本屋VILLAGE VANGUAD」、
「激安の殿堂ドン・キホーテ」を想
定している。知名度を上げ、東急
ハンズやロフト等の防犯グッズコー
ナーに置いてもらう。

指導教員
秋山秀一先生
からのコメント

試行錯誤を経て、キャラクターを活用した防犯チャックを考案した。海外旅行者が増加する
中で、若者の防犯意識の高まりと、SNSによる情報発信という点にも注目した。チャックを超え
た最終製品として、また他のキャラクターや企業の販促用としても展開可能な商品である。



1 .観察 Ob s er v at i o n 2 .試作品制作 Pro to t y p i n g 3 .販売促進 Pro m o t i o n

St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016142

シェアバンドチャック チャックが主役となる商品
法政大学　杉浦未樹ゼミ/大澤南斗、西澤征輝、淺井智章、大門凌

チャックを主役に
人と人をつなげたい！

シェアチャックバンド(愛称シェアバン)は
チャックが主役となり、オシャレや個性
を発信し、人々を繋ぐ。チャック×印字×
アームバンドで構成。カテゴリーはグッ
ズやアクセサリーに位置付ける。用途は
イベント時で4つ、普段時で2つある。ス
ポーツファンイベント及び音楽フェスで
販売する。イベント時ー①バンドとして巻
く②開いて分けて巻く③分けて友達と
シェア④別のシェアバンと組み合わせて
カスタマイズ。普段時ー①バックの紐な
どに巻いてチャーム仕様②オープンファ
スナー式でスライダーはホルダーやキャ
ラクターにできる。

私たちは人々に親しまれる商品を目指
していた。人々が体につけて自分を表
現するものを出し合い、音楽フェスティ
バルやスポーツ観戦で体につけて「好
き」をアピールする手首に巻くバンドに
注目した。バンドにチャックを取り付け、
分裂することでより「好き」をアピール、ま
たは他人と共有することが可能になる
のではないかと思い、開発を始めた。

商品に明るいイメージを持ってもらえ
るように、色の配色や字体を工夫し
た。また、カラーバリエーションを豊富
にし、それぞれのカラーからイメージを
膨らませられるようにした。二次的要
素としての他の使い道や、三次的要
素としてのあと使いまで考え、細部ま
で工夫を凝らした。

私たちの商品の販促は、3つの段階を
踏むことにした。まず、協和チャック工業
様のホームページに掲載すると同時に
大阪発明協会に登録申請し、コピー
対策をする。次に小規模イベントでノベ
ルティグッズとして配布し、商品自体の
知名度を上げる。最後に認知度と小
型イベントで取り扱って頂いた実績を
元に大型イベントに売り込んでいく。

指導教員
杉浦未樹先生
からのコメント

着眼点が斬新で初期の提案は目が点になるほど。しかし、それも新機軸のチャック製品を
生み出したい熱い願い故で、最後までその精神を保ちつつデザインもすっきりした最終製
品ができました、200名にわたる検証調査で商品の楽しさがしっかりと伝わっていました。
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z i pn i c  チャックが主役となる商品
法政大学　西川英彦ゼミ/荒木美咲、増田有沙、山口眞弘

チャックで大変身
おしゃピク女子のレジャーシートバッグ

zipn icは、20～30代のおしゃピク女子
に向けた、バッグからレジャーシートに早
変わりする商品である。バッグは大容量
で安定感があり、レジャーシートは2～3
人用サイズになっている。チャックをスライ
ドするだけで変身するため、広げやすく
且つ片付けやすい。また、荷物を取り出
す手間も省くことが出来る。さらに、チャッ
クのスライダー同士を繋げるという新た
な視点でレジャーシートを繋げて好きな
形にできる上、境目に荷物を置かずに済
む点もポイントである。ピクニック等での
準備から片付けまでの動作をスマートに
した製品である。

私達はチャックの動作の単純さを活か
す商品にしたいと考え、まだ課題のあり
そうなピクニック製品に着目した。実際
に公園で話を聞くと、レジャーシートを
畳む・広げるという作業に面倒さを感じ
ている方が約7割いることや荷物になる
等、レジャーシートにまつわる不満点が
多々あげられた。これらの不満を解消
するため製品開発を開始した。

計6個の試作品の中で、最終試作品では特
に生地に強いこだわりを持って制作をした。
バッグの表地と裏地のデザインを変えること
でそれぞれが場に馴染むようにすると同時
に、表地は水分や汚れに強いものにした。
また、zipnicを複数持っている場合、4辺に
あるチャックで繋げられるようにリバーシブル
ファスナーを用いる等細部までこだわって
制作した。

商品の認知度を上げると同時に商品の
良さを体感してもらうため、公園でzipnic
を100枚提供し、みんなで繋がるゲリライ
ベントを開催する。そして同時にイベントで
の様子を#zipnicでinstagramで拡散
してもらい、zipnic公式アカウント内でそ
の投稿をリポストする。イベントの様子と商
品情報を公式アカウントで発信していくこ
とで更なる認知拡大と購買を狙う。

指導教員
西川英彦先生
からのコメント

チームの皆さんは、「あと１週間あったら」と思ったのではないだろうか。そう言えるくらい、ア
イデアを変えてからのチームの追い上げは、素晴らしかった。数多くの試作品作成と、公園
での評価の繰り返しが、この企画を魅力あるものへと着実に進めていったのであろう。
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EXCURTAIN（エクスカーテン） チャックが主役となる商品
山口大学　藤田健ゼミ/河野陶矢、岸恭輔、黒田みづき、重富眞有

つけかえラクラク！　
キレイが保てるシャワーカーテン

EXCURTAINは、シャワーカーテンを
取り換える際の煩わしさを解消した商品
である。従来のシャワーカーテンは、交換
の際カーテンリングを1つ1つ外す必要
があるが、EXCURTAINは、シャワー
カーテン上部にあるチャックを開けるだ
けで、簡単に取り外すことができる。カー
テンを取り付ける際には、スライダーの
始点の反対側につけた仮留めボタンに
よって、より素早く簡単に取り付けること
ができる。シャワーカーテンの交換の手
間を省くことで、清掃員の業務時間の
短縮と、交換頻度の増加を実現し、より
清潔なシャワーカーテンを宿泊客に提
供できるようになる。

私たちは社会人の方の、「ホテルのシャ
ワーカーテンが汚れていて不快な思い
をしている」との意見から、汚れている原
因を探るべく、ホテルの清掃現場を調査
することにした。その結果、清掃員は限ら
れた時間内で清掃する必要があるた
め、シャワーカーテンにまで手が回らない
ことが分かり、そのような問題を解決でき
るような製品開発を開始した。

一般的な資材店では取り扱いのな
い、長さ135センチの樹脂製のオープ
ンチャックを使用するため、企業様か
らサンプルを頂き、試作品を作成した。
チャックを取り付ける高さ、スライダーの
色や大きさなど、最適なものを試行錯
誤して決定した。また、ホテルの清掃員
や経営者の方に試作品を見ていただ
き、意見を参考に改良を行った。

この商品の見込み客となるビジネスホ
テル各社の備品仕入れルートを、電
話調査と訪問調査によって把握し、リ
ストアップした。また、某ビジネスホテル
チェーンが行っている、アイデア提案制
度を利用した販売戦略を考案した。さ
らに、商品の周知活動としてホテル関
連雑誌への広告掲載や、ホテル関連
商品の展示会への出展を提案した。

指導教員
藤田 健先生
からのコメント

このチームはビジネスホテルに共通する課題を見つけ、便利な改善案を提案してくれた。た
だ、残念なことに、商品案をコモディティから特徴のある商品に育てることができなかった。
快適なビジネスホテルが日本中に広がることを期待していたので、悔やまれるところである。
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pockewa  -  ぽけわ チャックが主役となる商品
立命館大学　吉田満梨ゼミ/高田国裕、堀田理央、桝田源貴

貴重品を持ち運びできる浮き輪

この商品は防水チャックを使用した、浮
き輪の空気が入っている部分にポケット
を付けた浮き輪である。例えばこのポケッ
トの中に、お金を収納することですぐに
飲み物や食べ物を買うことができる。ス
マートフォンを収納することで、友人と連
絡を取ることや、写真を撮ることができる。
また、常に持ち運べるため、盗難に対す
る心配、不安を軽減することができる。
他にも、音楽プレイヤーや飲み物などを
収納することもできるので、海やプールで
の時間を更に楽しむことができる商品と
なっている。

テーマはチャックが主役となる商品の
提案なので、チャックと何かを掛け合わ
せて日々の問題を解決できないかと考
えた。そこで、海水浴での貴重品管理
を428名に調査した所、貴重品を浜辺
に置いているが持ち運びたいというニー
ズを発見した。そのため浮き輪に防水
チャック付きのポケットを付け、貴重品
を持ち運べる浮き輪を提案した。

防水チャックと浮き輪のビニール素
材を接合することが困難であったた
め、簡易的に空気の密閉が可能な
ジップロックの袋を用いて浮き輪に
接合した。袋の大きさは、ペットボトル
が容易に入るようにした。また、プロト
タイプでは中身に物が入っていること
を分かりやすくするため、透明の浮き
輪を使用した。

販売促進として実現可能性を示す
ために信頼性と認知度を高めること
を提案した。具体的には、テーマパー
クのハウステンボス様にレンタル浮き
輪として導入して頂くことや、20代前
後の女性であるターゲットの方が多く
利用することやアイディア商品を多く取
り扱っているという理由より、ロフト様
に取り扱って頂くことを提案した。

指導教員
吉田満梨先生
からのコメント

浮き輪のアイデアが明確になってからは、実現可能性を高めるため一丸となって進めることがで
きました。技術的ハードルや販路など、自分たちだけで解決できない問題に関しても、積極的に
協力企業や外部の方の協力を得ながら完成度を上げた、優秀チームだったと思います。
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おむつポーチ　ちゃちゃっく チャックが主役となる商品
和歌山大学　柳 到亨ゼミ/阪下桃加、中崎麻伊、前山美沙希

ちゃちゃっと交換！
笑顔が生まれるおむつポーチ

おむつポーチちゃちゃっくは、おむつ替え
シートと消臭ポケットがポーチ部分と一
体型になっており、準備にかかる手間を
省くことができる。ポーチの底にあるチャッ
クを開ければ撥水加工を施したシート
が簡単に広がり、取り外して洗濯すること
も可能である。側面のチャックを一周す
るとマチができ消臭ポケットとなるため、ゴ
ミを持ち帰る際も臭いが気にならない。
立っておむつ交換を行う時期はシートを
取り外して、残ったチャックの持ち手で
子どもが遊べるようなデザインになってい
る。お母さんと子どもの両方を笑顔にす
るのが当製品である。

96人のお母さんにアンケートを行ったと
ころ、子どもとの外出時が最も大変であ
り、おむつ・着替えは必需品であること
がわかった。さらに、子育て支援施設で
インタビューを実施すると「おむつ交換
は毎日するし、荷物が多くてゴミも臭うか
ら大変」というお母さんの悩みを発見
し、私たちはおむつ交換が楽にできる
おむつポーチの開発を開始した。

製品の良さを実感してもらうため、実
際に生地とチャックを用意しポーチを
作った。生地は撥水加工と消臭加工
がされたものを地元の染工会社様か
ら提供してもらい、デザインもお母さん
から最も評判が良かった柄を用いた。
チャックがお母さんの悩みを解決する
形になっているということをわかりやすく
伝えるため、使用ムービーも用意した。

多くのお母さんから「おむつポーチは自
分では買わないけどもらえたら嬉しい」
という意見をいただき、当製品を出産
祝いとして販売することに決めた。販路
はアンケートの結果から最も多かった
ネット通販に設定し、販促方法としてテ
レビ・生活情報誌・子育て施設を通じ
て、最も有力な宣伝となるお母さん同
士の口コミへと繋げる提案をした。

指導教員
柳 到亨先生
からのコメント

想像力豊かな女子3人組は、NHKの連続テレビ小説「べっぴんさん」に例えられるほど学内
で話題になっている。お母さんたちが外出先でおむつ交換に苦労している点に着目し、「現
場の困った」を忠実に商品の形に反映した「ちゃちゃっく」は完成度の高い商品である。



St u d en t  In n o v at i o n  Co l l e g e  2 016 147



毎日新聞 Sカレ 2016特集ページ

Sカレニュース

2 016  S T U D E N T  I N N O V A T I O N  C O L L E G E

S t u d e n t  I n n o v a t i o n  C o l l e g e  2 0 1 6

R e s u l t s

受 賞 結 果

秋カン、冬カン等Sカレの記事が掲載されています。 http://mainichi.jp/sp/scolle2016/
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受賞結果

Sカレ2015総合優勝戦［商品化達成チーム］

阪南大学 / 水野 学ゼミ
「B-SKET（ビスケット）」

総合優勝 大阪市立大学 / 小林哲ゼミ
「自分地図」

キラーコンテンツ

関西学院大学 / 石淵順也ゼミ
「まほうのおえかき」

キットパス

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ
「Masmoke」

枡技術商品

青山学院大学 / 小野譲司ゼミ
「gｐ」

段ボール小物

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「MAMA　LEISURE 働くママの着るサプリ」

アスレジャー

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「カル肩クッショントート」

フィットビューティー・バッグ

兵庫県立大学 / 秋山秀一ゼミ
「おカンカン」

スマホアプリ

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ
「くるりっぷ」

マグネット商品

日本大学 / 横山斉理ゼミ
「RAIN　BOUU」

チャック商品
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Sカレ2016プラン・テーマ１位［商品化権利獲得チーム］

段ボール小物

法政大学 / 西川英彦ゼミ
「わってダース」

総合準優勝 マグネット商品

関西大学 / 徳山美津恵ゼミ
「ASOBody」

総合3位 キットパス

滋賀県立大学 / 山田 歩ゼミ
「枡技術による新しい消臭芳香剤「ます香」」

優秀賞 枡技術商品

立命館大学 / 吉田満梨ゼミ
「クレンジングサプライズ」

優秀賞 メーク落とし

関西大学 / 岸谷和宏ゼミ
「OSORO～絆づくりのためのTシャツ～」

優秀賞 Ｔシャツ

流通科学大学 / 清水信年ゼミ
「インターンシップから始める就活ノート」

優秀賞 就活ノート
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受賞結果

Sカレ2016プラン優勝
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Sカレ2016プラン企業賞

日本大学 / 横山斉理ゼミ 
「RAIN BOUU」

プラン優勝 チャック商品

専修大学 / 奥瀬喜之ゼミ 
「Masmoke」

毎日新聞社賞 枡技術商品

南山大学 / 川北眞紀子ゼミ 
「くるりっぷ」

プラン準優勝 マグネット商品

青山学院大学 / 小野譲司ゼミ 
「ｇｐ」

プラン３位 段ボール小物

日本大学 / 横山斉理ゼミ 
「RAIN BOUU」

プラン学生賞 チャック商品

関西学院大学 / 石淵順也ゼミ 
「まほうのおえかき」

日本マーケティング学会賞 キットパス
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株式会社アンドディ / 株式会社インテリジェント・サイエンス / 有限会社大橋量器 / 株式会社絆工房

協和チャック工業株式会社 / 株式会社CUUSOO SYSTEM

公益社団法人日本マーケティング協会関西支部 / 株式会社DHC / ニチレイマグネット株式会社

日本マーケティング学会 / 日本理化学工業株式会社 / 株式会社美販 / 株式会社マイナビ / 株式会社有斐閣-

流通科学大学（ 50音順 ）

○協力企業（50音順）

株式会社毎日新聞社

○共催企業

関係者スタッフ

支援企業

委員長 / 石井淳蔵

委　員 / 西川英彦　清水信年

秋カン / 吉田満梨

冬カン / 西川英彦

○ Sカレ委員

西川英彦 / 清水信年 / 南部俊和 / 奥村友紀子

○ Sカレ2016冊子編集   

秋カン学生委員長 / 南部俊和　同副委員長 / 奥村友紀子

冬カン学生委員長 / 清野大樹　同副委員長 / 長嶋すみれ

学生委員 / 畔田夏風、井垣俊輔、池内勇磨、稲本千愛、乾弘道、井上真朋、奥村麻梨子

 柿川明日美、勝又大栄、神尾陽香、川淵真央、久世匠、古宿優真、小林勇輝

 佐藤華佳、島田未来、椙森舞菜、滝口涼美、竹内菜緒美、田代采、鶴留紗希

 徳永智之、中嶋未希、西山裕貴、浜路浩代、前夏葵、町田大河、松島愛実

 水野環、宗近昌彦、山本真央、丁子詩織、吉岡裕香佳、若林真由

○ Sカレ学生委員
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